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訪
日
外
国
人
市
場
の
成
熟
化
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
登
場
で
今
後
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
進
展
し
、
地
方
へ
の
訪

問
頻
度
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
外
国
人
観
光
客
の
消
費
を
地
域
経
済
活
性
化
に
結
び

つ
け
る
と
い
う
視
点
が
重
要
と
な
る
。

　
本
特
集
で
は
こ
う
し
た
視
点
に
立
ち
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
先
進
観
光
地
の
中
長
期
的
な
動
向
と
施

策
の
変
遷（
特
集
２
）や
、観
光
地
で
の
消
費
活
動
別
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
先
進
的
な
事
例（
特
集
３
）

を
整
理
し
た
。
ま
た
、「
ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」
の
編
集
長
で
あ
る
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
、「
着
地
」
と
「
発
地
」
の
両
面
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
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民泊の実態を把握する [vol.335]	 川村竜之介
昨年11月、ベネチアで開催されたOECD主催のグローバル観光統計フォーラムで、特に関心
が高かったのが「MEASURING THE SHARING ECONOMY」と題されたセッションでし
た。民泊やシェアライドなどのシェアリングエコノミーの実態や影響を、いかに把握するかが
テーマです。特に民泊については、法令上の問題や、既存の宿泊施設との不公平性、家賃の
上昇など負の影響が指摘されており、その実態を明らかにすることは喫緊の課題です。

フィリピンの観光政策と観光研究 [vol.336]	 菅野正洋
アジアの観光研究に関する自主事業の一環として、1月27日（金）に「フィリピンの観光政策
と観光研究に関する勉強会」を開催しました。当日はフィリピン大学のDr. Edieser De La 
Santaをお招きし、講演と活発なディスカッションが行われました。今回は講演やディスカッ
ションの内容の一部について、要約してご紹介したいと思います。

増える一人旅の背景とこれから [vol.337]	 久保田美穂子
一人旅に関する研究論文やコラムを執筆してきた縁で、これまでも新聞社等から取材を受ける機会
があったが、ここへきて再び問い合わせが増えている。一人参加を積極的に歓迎するパッケージ商
品が目立つようになってきたからだろう。一人で参加するなら追加料金、が常識だった海外パッケー
ジツアーの世界も変化してきた。

自国の観光資源への評価は甘い？厳しい？[vol.338]	 五木田玲子
日本、中国、フランスの3カ国について、TripAdvisor上で各国の観光資源の上位に表示される
2つ、計6つの観光資源を抽出し、3カ国の公用語となっている3言語（日本語、中国語（簡体
字）、フランス語）による評価を見てみることにしました。いずれの観光資源も、自国の人から
の評価が最も厳しい、という結果となったのです。

まちづくりと観光事業の間にある壁⑦ [vol.339]	 後藤健太郎
地域住民が足元にある資源を磨いて観光振興に活かしていく。また、地
域経済の活性化の視点から、外からの観光客の来訪を通じて観光消
費を地域に取り込んでいくなど、地域によってその目的もそしてそれに対
応する戦略も様々です。ただ、“地域”で観光の方向性を議論する時、 
忘れがちなのが「観光は双方向である」ということかなと思っています。

高まる自動運転へのニーズ [vol.340]	 塩谷英生
2月中旬に自主研究の一環として「自動運転へのニーズに関する消費
者調査」を実施することができた（全国20歳以上対象。1次調査約1万
名、2次調査約1,200名）。実はまだデータのクリーニングが済んでいな
い段階であるが、1次調査結果のポイントを少しだけ紹介したい。

旅立ちの日を前に [vol.341]	 清水雄一
「旅の図書館」では、観光文化231号で特集した「旅心を誘う、旅の本
のレジェンド30選」のコーナーを期間限定で設置している。書棚には、
レヴィ=ストロース『悲しき熱帯』、沢木耕太郎『深夜特急』、藤原新也

『印度放浪』、金子光晴『どくろ杯』等々、その背表紙を見るだけで、心
がザワザワと波打つ作品が並んでいる。

「人はなぜ旅に出るのか」。使い古されたこのテーマに関して書いてみる。
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飛
騨
高
山
の
ま
ち
は
、
今
日
も
多
く
の
外
国
人
で
賑に

ぎ

わ
っ
て

い
る
。

こ
れ
は
本
市
が
昭
和
61
年
に
国
際
観
光
都
市
宣
言
を
行
い
、

以
来
30
年
に
わ
た
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
講
じ
て
き
た
先
人
た
ち
の
努
力
の

結
実
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
本
市
は
、
ま
さ
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
継
続
的
で

積
極
的
な
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、“
外
国
人
観

光
客
が
安
心
し
て
ひ
と
り
歩
き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
”
を
目
指

し
、
案
内
や
Ｐ
Ｒ
媒
体
な
ど
の
多
言
語
化
、
Wi-

Fi
環
境
の
整
備
、

な
ど
受
入
環
境
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
き
た
。

本
市
に
は
い
わ
ゆ
る
“
爆
買
い
”
と
い
っ
た
買
い
物
目
当
て
の

外
国
人
は
ほ
と
ん
ど
来
な
い
。
本
市
を
訪
ね
る
外
国
人
の
目
的

は
、
古
い
町
並
み
や
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

高
山
祭
（
屋
台
行
事
）
等
の
伝
統
文
化
、
奥
飛
騨
温
泉
郷
や
北

ア
ル
プ
ス
な
ど
豊
富
な
自
然
資
源
、
飛
騨
牛
や
高
原
野
菜
、
地
酒

や
郷
土
料
理
と
い
っ
た
豊
か
な
食
な
ど
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て

長
年
に
わ
た
り
守
り
育
て
ら
れ
て
き
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
今

後
も
こ
れ
ら
を
守
る
だ
け
で
な
く
磨
き
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
、

将
来
も
多
く
の
外
国
人
観
光
客
に
飛
騨
高
山
を
訪
ね
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

一
方
、
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
に
は
、
決
し
て
変
え

て
は
い
け
な
い
部
分
と
、
時
代
に
即
し
て
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
部
分
が
あ
る
と
考
え
る
。
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
れ
ば
伝

統
的
な
技
法
は
や
は
り
し
っ
か
り
と
伝
承
さ
れ
る
べ
き
変
え
て
は

い
け
な
い
部
分
で
あ
り
、
顧
客
で
あ
る
外
国
人
の
生
活
様
式
な
ど

“
違
い
を
理
解
”
し
、
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
は
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
と
考
え
る
。

外
国
人
観
光
客
の
増
加
は
、
本
市
に
多
く
の
変
化
を
も
た
ら

し
始
め
て
い
る
。
朝
市
で
野
菜
を
売
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、

既
に
臆
す
る
こ
と
な
く
外
国
人
観
光
客
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

し
、“
違
い
を
理
解
”
し
始
め
て
い
る
。
ま
た
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
飛
騨
高
山
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

世
界
に
発
信
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
市
民
が
日
常
的
に
文
化
や
嗜し

好こ
う

な
ど
が
異

な
る
外
国
人
と
接
す
る
こ
と
か
ら
、
我
々
の
有
形
無
形
の
財
産
に

つ
い
て
そ
の
価
値
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
の
過
程

に
お
い
て
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
伝
統
文
化
の
継
承
、
産
品

の
質
の
向
上
、
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
「
守
る
べ
き
も
の
は
守
り
、

高
め
る
べ
き
も
の
は
高
め
る
」
こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
を
全
市
民
を
巻
き
込
ん
で
行
う
こ
と
、
つ

ま
り
全
市
的
な
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
「
飛
騨
高
山
の
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
」
に
つ
な
が
り
、
国
内
外
を
問
わ
ず
よ
り
多
く
の

方
々
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
の
で
あ
る
。

現
在
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
、
ま
さ
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
く
に
し
ま　

み
ち
ひ
ろ
）
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市民とともに進める飛騨高山ブランドの確立
高山市長　　國島　芳明

巻　頭　言
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4観光文化233号 April 2017

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は

Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
地
方
分
散
の
時
代
へ

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
の
訪
日
外

国
人
旅
行
者
は
過
去
最
高
の
２
４
０
３
万

人
（
前
年
比
21
・
８
％
増
）、
４
年
連
続

で
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
背
景
に
は
、

近
年
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
も
含
め
た
航
空
路
線
の
拡

大
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
の
増
加
な

ど
に
加
え
、
２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）

以
降
、継
続
的
に
行
っ
て
い
る
「
ビ
ジ
ッ
ト・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
近
年
の
ビ

ザ
の
大
幅
緩
和
、
消
費
税
免
税
制
度
の
拡

充
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
戦
略

的
に
行
っ
て
き
た
成
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

政
府
で
は
、
観
光
を
我
が
国
の
基
幹
産

業
へ
と
成
長
さ
せ
、「
観
光
先
進
国
」
と

な
る
た
め
、
２
０
１
６
年
３
月
に
「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
は「
全
国
津
々
浦
々

そ
の
土
地
ご
と
に
、
日
常
的
に
外
国
人
旅

行
者
を
も
て
な
し
、
我
が
国
を
舞
台
と
し

た
活
発
な
異
文
化
交
流
が
育
ま
れ
る
、
真

に
世
界
へ
開
か
れ
た
国
」
と
な
る
こ
と
が

掲
げ
ら
れ
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
に

は
意
欲
的
な
目
標
数
値
が
並
ん
で
お
り

（
表
）
近
年
の
こ
の
状
況
を
一
過
性
の
ブ

ー
ム
で
終
わ
ら
せ
な
い
と
い
う
政
府
の

「
本
気
」
が
伝
わ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
き
な
特
徴

は
、
観
光
を
地
方
創
生
の
切
り
札
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
目
標
で

は
、
地
方
部
（
三
大
都
市
圏
以
外
）
に
お

け
る
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
を
２
０
２
０

年
ま
で
に
７
０
０
０
万
人
泊
（
２
０
１
５

年
の
３
倍
程
度
）と
、
地
方
を
対
象
と
し

た
具
体
的
な
目
標
を
定
め
て
い
る
他
、
訪

日
外
国
人
の
旅
行
消
費
額
を
８
兆
円

（
２
０
１
５
年
の
２
倍
超
）
と
し
て
い
る
。

国
内
の
旅
行
消
費
額
の
推
移
を
見
る
と
、

旅
行
消
費
額
全
体
に
占
め
る
訪
日
外
国

人
旅
行
の
割
合
は
年
々
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
（
図
１
）
や
、
１
人
１
回
当
た
り
の

旅
行
単
価
で
は
日
本
人
よ
り
も
高
い
こ
と

（
図
２
）
も
あ
り
、
意
欲
的
な
目
標
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た

め
に
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
も
「
地
方
の
商

店
街
等
に
お
け
る
観
光
需
要
の
獲
得
・
伝

統
工
芸
品
等
の
消
費
拡
大
」
に
言
及
さ
れ

て
い
る
通
り
、
都
市
部
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
部
で
も
訪
日
外
国
人
の
消
費
活
動

訪
日
外
国
人
消
費
と

地
域
の
経
済
効
果
向
上
の
捉
え
方

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
経
済
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

柿
島
　
あ
か
ね

2020 年 2030 年

訪日外国人旅行者数 4,000万人 6,000万人

訪日外国人旅行消費額 8 兆円 15 兆円

地方部（三大都市圏以外）での外国人
延べ宿泊者数 7,000万人泊 1億 3,000万人泊

外国人リピーター率 2,400 万人 3,600 万人

日本人国内旅行消費額 21兆円 22 兆円

表  「 明日の日本を支える観光ビジョン」主な目標数値

資料：「明日の日本を支える観光ビジョン」（明日の日本を支える観光ビジョン構想会議）より
          （公財）日本交通公社作成
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5 特集◉外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには
特集1 訪日外国人消費と地域の経済効果向上のとらえ方
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を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
訪
日
外
国
人
を

た
く
さ
ん
呼
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
に

分
散
さ
せ
、
そ
こ
で
し
っ
か
り
と
消
費
を

し
て
も
ら
い
、
地
域
の
経
済
効
果
に
結
び

つ
け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た

ビ
ジ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
近
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の

動
向
に
目
を
転
じ
る
と
、
市
場
の
成
熟

化
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
登
場
に
よ
り
、
観
光
・

レ
ジ
ャ
ー
目
的
に
お
い
て
は
特
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（Foreign Independent Tour

／
航
空

券
や
宿
泊
施
設
を
個
別
に
手
配
す
る
旅

行
）
が
進
展
し
て
き
て
お
り
、
２
０
１
６

年
は
特
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て

い
る
（
図
３
）。

　

ま
た
、
現
在
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
多
く
が
都

市
型
の
滞
在
を
主
と
し
て
い
る
が
、
先
述

の
通
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
も
含
め
た
航
空
路
線
の

拡
大
に
よ
る
海
外
か
ら
の
地
方
都
市
へ
の

就
航
便
数
の
増
加
、
さ
ら
に
、
訪
日
外

国
人
を
対
象
と
し
た
国
内
の
鉄
道
や
高

速
バ
ス
な
ど
の
周
遊
パ
ス
の
充
実
に
よ
っ

て
地
方
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
は
格
段
に
向

上
し
て
き
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
進
展
と
と

も
に
地
方
へ
の
訪
問
頻
度
も
増
え
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

図1   旅行消費額の推移

図2   1人1回当たりの旅行単価の推移

資料：「旅行・観光消費動向調査 平成27年年間値（確報） 」（観光庁）より（公財）日本交通公社作成
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資料：「旅行・観光消費動向調査 平成27年年間値（確報）」（観光庁）より（公財）日本交通公社作成

30.0

20.0

10.0

0.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

-5.0
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ま
た
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
、
地
方
化
が
進
む
こ

と
に
よ
り
、
観
光
地
に
お
い
て
も
、
団
体

ツ
ア
ー
客
と
は
異
な
る
消
費
ニ
ー
ズ
が
生

ま
れ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
近
年
、
訪

日
外
国
人
を
対
象
と
し
た
交
通
パ
ス
が

盛
ん
に
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
国
内

を
自
由
に
移
動
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を

図3  訪日外国人の旅行手配方法の推移（観光・レジャー目的）

図4  費目別に見る訪日外国人1人当たり旅行支出（来訪目的別）

図5  都市部と地方部の旅行中支出の費目別構成比

資料：「訪日外国人消費動向調査（平成26年）」（注1）（観光庁）より（公財）日本交通公社作成

■宿泊料金　■飲食費　■交通費　■娯楽サービス費　■買物代　■その他

地方部

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

都市部

宿泊料金　　   　　　　 飲食費　　   　　　　  交通費　　   　　　娯楽サービス費　　   　　　買物代　　   　　　　  その他

■業務目的　■観光・レジャー目的

0　　　 　　　　20　　　 　　　    40　　　 　　　    60　　　 　　　    80　　　 　　　  100

■団体ツアー　■個別手配（個人旅行向けパッケージ商品の利用含む）

資料：「訪日外国人消費動向調査（平成27年）」（観光庁）より（公財）日本交通公社作成
※2016年の数値については（公財）日本交通公社の独自推計
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の
中
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
定
住
人
口

縮
小
の
あ
お
り
を
強
く
受
け
る
地
方
で

は
、
訪
日
外
国
人
に
よ
る
交
流
人
口
の

拡
大
に
寄
せ
る
期
待
は
今
ま
で
以
上
に

大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
日
本
中
の
自
治
体
で
訪
日
外

国
人
を
取
り
合
う
、
い
わ
ば
競
争
的
環
境

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
施
策
や
、
各
事
業
者
の
取
り
組
み
に
よ

っ
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
来
訪
を
地

域
の
経
済
効
果
向
上
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
の
差

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
際
、
参
考
と
な
る
の
が
、
昨
今
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
前
か
ら

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
て
い
た

観
光
地
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
を
行
い
、
特
に
地
域
へ
の
経

済
効
果
向
上
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
成

果
を
上
げ
て
き
た
の
か
検
証
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、「
特
集
２
」
で
は
、

古
く
か
ら
訪
日
外
国
人
を
受
け
入
れ
て

き
た
３
つ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
先
進

観
光
地
（
広
島
県
廿は

つ

日か

市い
ち

市
、
山
梨
県

富
士
河
口
湖
町
、
岐
阜
県
高
山
市
）
を

対
象
と
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
の
変
遷

を
整
理
す
る
。

（％）

（％）

0.4

0.4
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7 特集◉外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには
特集1 訪日外国人消費と地域の経済効果向上のとらえ方

な
り
、
さ
ら
に
日
用
品
の
購
入
や
生
活
サ

ー
ビ
ス
を
通
じ
て
地
域
内
で
消
費
が
生
ま

れ
、
こ
れ
が
地
域
住
民
の
所
得
に
つ
な
が

る
と
い
う
循
環
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
循
環
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光
は
地
域

外
か
ら
の
収
入
を
得
ら
れ
る
貴
重
な
一
手

段
と
し
て
地
域
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
国
内

市
場
が
中
心
だ
っ
た
「
地
域
外
」
市
場
が
、

少
子
高
齢
化
に
伴
い
市
場
縮
小
し
て
い
る

こ
と
、
代
わ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
比
重

も
高
ま
り
始
め
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、

こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
売
り
上
げ

増
は
も
と
よ
り
、
地
域
経
済
循
環
の
活

性
化
や
経
済
効
果
に
寄
与
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
経
済
効
果

を
高
め
て
い
く
の
か
。
地
域
の
経
済
効
果

向
上
に
あ
た
っ
て
は
「
①
旅
行
者
（
本
特

集
に
お
い
て
は
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）
を

増
や
す
」「
②
１
人
当
た
り
の
消
費
単
価

を
上
げ
る
」「
③
域
内
調
達
率
を
高
め
る
」

の
３
つ
の
視
点
が
重
要
と
な
る
（
図
６
）。

①
×
②
は
い
わ
ゆ
る
観
光
消
費
額
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
③

の
域
内
調
達
率
（
地
域
内
か
ら
原
材
料
や

雇
用
者
を
調
達
す
る
率
）
も
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
域
内
調
達
率
が
高
け
れ

ば
地
域
内
で
と
ど
ま
る
金
額
が
多
く
な

り
、
経
済
効
果
は
高
く
な
る
が
、
こ
の
比

率
が
低
け
れ
ば
地
域
外
に
流
出
す
る
金

額
が
多
く
な
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

地
域
内
に
と
ど
ま
る
金
額
は
少
な
く
な
る

た
め
経
済
効
果
は
低
く
な
る
。

　

例
え
ば
、
一
見
、
入
込
客
数
が
多
い
観

光
地
だ
と
し
て
も
、
そ
の
多
く
が
滞
在
時

間
の
短
い
日
帰
り
客
で
、
１
人
当
た
り
の

消
費
単
価
が
低
い
場
合
、
経
済
効
果
は

薄
く
な
っ
て
し
ま
う
。
同
様
に
、
そ
の
観

光
地
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
さ
れ
る
食
事

に
使
わ
れ
て
い
る
食
材
が
地
域
外
か
ら
購

入
し
た
も
の
が
多
い
場
合
は
、
地
域
内
の

波
及
効
果
は
商
業
マ
ー
ジ
ン
と
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
に
と
ど
ま
り
、
経
済
効
果
は

薄
く
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
①
、
②
、

③
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
機
能
し
、
こ
れ
ら
の

相
乗
効
果
に
よ
っ
て
地
域
の
経
済
効
果
は

向
上
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
観
光
地
で
は
ど
の
よ
う
な
施
策

が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
①
に
つ

い
て
は
、
古
く
か
ら
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
や

観
光
地
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
、
近
年
で
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
な
ど
、
入
込
客
数
を
増
や
す
た
め
の

地
域
と
し
て
何
を
提
供
し
、
ど
の
よ
う
に

受
け
入
れ
る
か
と
い
う
視
点
で
の
整
理
を

行
う
が
、
そ
も
そ
も
訪
日
外
国
人
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
各
地
域
が
何
を
ど

う
提
供
で
き
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
特
集
４
」

で
は
、
訪
日
外
国
人
向
け
の
日
本
観
光
情

報
サ
イ
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」
の
編
集

長
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
国
内
約

１
０
０
０
カ
所
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
足
を

運
ん
で
取
材
を
行
っ
た
経
験
が
あ
る
ス
イ

ス
人
の
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
氏
に
、「
外
国
人

の
目
か
ら
見
た
地
域
資
源
活
用
の
可
能
性
」

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
地
域
の

経
済
効
果
向
上
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

地
域
の
経
済
効
果
向
上
の

考
え
方

　

本
特
集
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
最
初
に

地
域
経
済
に
お
け
る
観
光
業
の
位
置
づ
け

を
確
認
し
た
い
。
地
域
経
済
は
、製
造
業
、

農
業
、
観
光
な
ど
の
地
域
外
を
主
な
市
場

と
す
る
産
業
と
、
商
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
の
地
域
内
を
主
な
市
場
と
す
る
産
業
に

分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
外

か
ら
の
収
入
が
域
内
で
働
く
人
の
所
得
と

受
け
て
商
品
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
訪
日
外
国
人
の
消
費
額
は
「
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
目
的
」
よ
り
も
「
業
務
目

的
」
の
ほ
う
が
全
体
的
に
高
い
傾
向
が
見

て
と
れ
る
が
、
唯
一
、
買
物
代
だ
け
は
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
ほ
う
が
高
く
（
図

４
）、
買
い
物
に
寄
せ
る
期
待
が
大
き
い
。

し
か
し
、
都
市
部
（
三
大
都
市
圏
：
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

愛
知
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
）

と
そ
れ
以
外
の
地
方
部
の
日
本
滞
在
中
の

費
目
別
支
出
を
見
る
と
、
地
方
部
で
は
都

市
部
と
比
較
し
て
買
物
代
が
低
い
結
果
と

な
っ
て
お
り
（
図
５
）、
外
国
人
の
買
い

物
ニ
ー
ズ
を
地
方
で
受
け
止
め
き
れ
て
い

な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
以
上
の
例

か
ら
も
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
・
地
方
化
と
い
う
新
た

な
動
き
に
対
し
て
は
、
対
応
が
始
ま
り
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
課
題
も
存
在
し
て
い
る
。

そ
こ
で
「
特
集
３
」
で
は
主
に
旅
行
者
の

消
費
活
動（「
飲
食
」「
宿
泊
」「
交
通
」「
買

い
物
」「
体
験
」）
別
に
特
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
対

象
と
し
た
消
費
促
進
に
関
す
る
先
進
的

な
取
り
組
み
を
整
理
す
る
。

　

ま
た
、
特
集
２
、３
は
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
受
け
入
れ
る
側
（
着
地
側
）
に
立
ち
、
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も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
や
修

学
旅
行
な
ど
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
し

た
受
入
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
地
域

の
受
入
態
勢
を
よ
く
把
握
し
た
上
で
行
う

必
要
が
あ
る
。

　
「
閑
散
期
を
埋
め
る
客
層
」
は
年
間
を

通
じ
て
複
数
の
客
層
（
例
：
日
本
人
と
外

国
人
な
ど
）
を
対
象
と
し
、
閑
散
期
を
減

ら
し
て
繁
忙
期
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。
日
本
人
の
国
内
旅
行
需

要
は
季
節
、曜
日
と
も
に
偏
在
し
て
お
り
、

閑
散
期
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
需
要
を
平
準
化
す
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
「
消
費
単
価
が
高
い
客
層
」
に
つ
い
て

は
、
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
旅
行
者
の
嗜し

好こ
う

が
挙
げ
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
日
本
の
歴
史
・
文
化
へ
の

嗜
好
に
つ
い
て
、
図
８
を
見
る
と
、「
日

本
の
歴
史
・
伝
統
文
化
体
験
（
国
籍
別
）」

で
は
、
全
体
的
に
欧
米
の
満
足
度
が
高
く

ア
ジ
ア
は
低
い
傾
向
に
あ
る
。
国
籍
に
よ

る
嗜
好
の
違
い
は
あ
く
ま
で
も
一
例
で
は

あ
る
が
、
一
言
で
「
外
国
人
」
と
い
っ
て

も
嗜
好
は
多
様
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

ど
う
い
っ
た
層
が
地
域
資
源
に
価
値
を
見

い
だ
し
て
く
れ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

手
段
で
は
あ
る
が
、
ハ
ー
ド
整
備
と
な
る

場
合
は
巨
額
な
資
金
と
長
い
時
間
を
要

し
て
し
ま
う
こ
と
、
関
係
者
が
多
い
た
め

に
観
光
関
連
部
署
の
み
で
取
り
組
む
こ
と

が
困
難
で
あ
る
。
地
方
部
に
立
ち
寄
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
ま
ず
は
「
通
り
か
か
っ

て
も
ら
う
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

他
地
域
と
連
携
し
た
広
域
周
遊
ル
ー
ト
の

開
発
、
旅
行
商
品
づ
く
り
、
共
同
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
有
効
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
既
に
通
り
か
か
っ
て
い
る
外
国
人

に
対
し
て
は
、
観
光
情
報
を
提
供
し
、
魅

力
を
認
知
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
こ
と
も

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
経
済
効
果
の
高
い
人
に
来
て
も
ら
う
】

　

経
済
効
果
を
高
め
る
と
い
う
観
点
に

お
い
て
は
、「
時
間
単
価
が
高
い
客
層
」「
閑

散
期
を
埋
め
る
客
層
」「
消
費
単
価
が
高

い
客
層
」
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
ど
ん
な

客
層
を
呼
び
込
む
こ
と
が
、
消
費
単
価
の

向
上
に
つ
な
が
る
か
と
い
う
視
点
が
重
要

で
あ
る
。

　
「
時
間
単
価
が
高
い
客
層
」
は
一
度
に

た
く
さ
ん
受
け
入
れ
ら
れ
る
客
層
（
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
や
修
学
旅
行
な
ど
）
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
時
間
単
価
の
向
上
を
狙
う

や
す
」
た
め
に
は
、「
ど
ん
な
人
」
を
「
ど

の
程
度
」
増
や
し
た
い
の
か
と
い
う
視
点

が
重
要
と
な
る
。
一
般
的
な
集
客
に
お
い

て
は
、
性
別
、
年
代
、
居
住
地
、
同
行
者

な
ど
の
「
属
性
」
や
、
来
訪
回
数
（
初
来

訪
／
リ
ピ
ー
タ
ー
）、
主
な
来
訪
目
的
、

旅
行
手
配
方
法
（
団
体
ツ
ア
ー
／
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）、
滞
在
日
数
な
ど
の
「
旅
行
内
容
」

な
ど
に
着
目
を
し
た
集
客
が
あ
る
。

【
地
方
に
来
て
も
ら
う
】

　

先
述
の
集
客
の
視
点
に
加
え
、
特
に

地
方
部
へ
の
集
客
と
い
う
観
点
か
ら
考

察
し
た
い
。
公
共
交
通
が
発
達
し
、
主

要
な
空
港
や
駅
が
存
在
し
立
ち
寄
り
頻

度
が
高
い
都
市
部
と
比
べ
る
と
ア
ク
セ
ス

面
か
ら
地
方
部
は
圧
倒
的
に
不
利
で
あ

る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
加
え
、
そ
の
地

域
が
持
つ
資
源
の
誘
引
力
（
例
：
外
国

人
が
訪
日
の
主
目
的
と
し
て
訪
れ
る
よ

う
な
資
源
の
有
無
）
な
ど
の
影
響
も
考

慮
し
た
上
で
現
状
を
認
識
し
、
自
分
の

地
域
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
か
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ア
ク
セ
ス
面
で
不
利
な
状
況
に
あ
る
場

合
は
、
交
通
網
の
整
備
は
最
も
効
果
的
な

施
策
は
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
も
、
地
域
全
体
の
観
光
収
入

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
が
浸
透
し
、
近
年
で
は
、
観
光
振
興

計
画
の
成
果
指
標
と
し
て
、
旅
行
者
数
だ

け
で
は
な
く
１
人
当
た
り
の
消
費
単
価
を

把
握
し
た
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を
乗
じ
た

地
域
全
体
の
観
光
消
費
額
を
把
握
す
る

都
道
府
県
、
市
町
村
も
増
え
て
い
る
。
一

方
、
③
の
域
内
調
達
率
に
つ
い
て
は
そ
の

重
要
性
に
つ
い
て
認
識
さ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
向
上
に
資
す
る
具
体
的
な
施
策
は

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
観
光
は
運
輸
業
、
宿
泊

業
、
飲
食
業
、
さ
ら
に
は
農
林
漁
業
、
製

造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
幅
広
い
業
種

に
波
及
す
る
産
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
域

内
調
達
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地

域
の
産
業
が
充
実
し
て
い
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
観
光
関
連
産
業
以
外
の
業

種
と
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　

３
つ
の
視
点
に
基
づ
き
、
本
特
集
で
扱

う
事
例
に
つ
い
て
整
理
し
た
（
図
7
）。

①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を「
増
や
す
」

　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
現
状
か
ら
「
増

04_14_特集01.indd   8 2017/03/31   午後6:10



9 特集◉外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには
特集1 訪日外国人消費と地域の経済効果向上のとらえ方

図7  地域の経済効果向上に向けた3つの視点と本特集での事例
訪日外国人旅行者を増やす

【地方に来てもらう】

特集 2-1（廿日市市） 瀬戸内エリアパスを活用したプロモーション

特集 2-3（高山市） 各種広域ルートを活用したプロモーション

【経済効果の高い人に来てもらう】

特集 2-2（富士河口湖町） 外国人旅行者を取り込んだ需要平準化

特集 2-3（高山市） 外国人旅行者を取り込んだ需要平準化

特集 3・事例 2 ＜宿泊＞ 富裕層を対象としたプロモーション（大歩危・祖谷温泉郷、軒下図書館）

消費単価を上げる

【消費時間を増やす】

特集 3・事例 5 ＜体験＞ 夜間の魅力づくりと需要創出（TOKYO YOKOCHO WEEK）

【消費拠点・対象を増やす】

特集 3・事例 1 ＜飲食＞ 飲食店の集積（かごっまふるさと屋台村）

特集 3・事例 3 ＜交通＞ 個人客向けフリーパスの活用による消費エリアの拡大（各種フリーパス）

特集 3・事例 4 ＜買い物＞ 「英語少し通じます商店街」の取り組み（品川区内商店街）

【高く売る】

特集 2-3（高山市） 海外における飛騨牛などのブランド化

域内調達率を高める

【地域の産品を活用する】

特集 2-1（廿日市市） 市内、島内におけるもみじまんじゅうの製造など

【異業種を知る・連携する】

特集 3・事例 2 ＜宿泊＞ 宿泊施設を核とした異業種連携による体験プログラムの提供（軒下図書館）

【域内人材を活用する】

特集 3・事例 4 ＜買い物＞ 「英語少し通じます商店街」の取り組み（品川区内商店街）

資料：（公財）日本交通公社作成

図6  地域の経済効果向上にあたってのポイント

①訪日外国人旅行者を増やす ②１人当たりの消費単価を上げる ③域内調達率を高める

資料：（公財）日本交通公社作成観光消費額

な
期
待
を
持
ち
、
何
に
お
金
を
払
っ
て
く

れ
る
の
か
と
い
っ
た
視
点
を
持
っ
て
集
客

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
二
に
、旅
行
行
動
へ
の
着
目
で
あ
る
。

当
該
観
光
地
を
何
度
も
訪
れ
る
よ
う
な

リ
ピ
ー
タ
ー
は
新
規
客
に
比
べ
て
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
、

一
般
的
に
利
益
率
が
高
い
と
言
わ
れ
て
お

り
、
結
果
的
に
１
人
当
た
り
の
消
費
単
価

が
高
く
な
る
。
ま
た
、
図
４
の
通
り
、
訪

日
外
国
人
の
日
本
滞
在
中
の
消
費
額
を

目
的
別
（
業
務
目
的
／
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

目
的
）
で
見
る
と
、
買
物
代
を
除
い
て
業

務
目
的
の
ほ
う
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
目

的
に
よ
っ
て
も
消
費
単
価
は
異
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
単
価

を「
上
げ
る
」

【
消
費
時
間
を
増
や
す
】

　

消
費
時
間
を
増
や
す
に
あ
た
っ
て
必
要

な
視
点
と
し
て
、
第
一
に
、
現
在
収
益
を

上
げ
て
い
な
い
時
間
帯
（
夜
間
・
早
朝
な

ど
）
や
状
況
（
悪
天
候
時
な
ど
）
を
把
握

し
、
消
費
可
能
な
時
間
を
延
ば
す
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
地
元
客
を
対
象
と
し
て

い
た
飲
食
店
が
旅
行
者
に
も
楽
し
ん
で
も
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ま
ず
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら
は
、

外
国
人
が
日
本
で
何
ら
か
の
体
験
を
す
る

場
合
、
多
言
語
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

文
化
的
背
景
が
異
な
る
た
め
、
日
本
人
と

は
興
味
・
関
心
を
持
つ
ポ
イ
ン
ト
が
異
な

る
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
外
国

人
目
線
の
詳
細
か
つ
分
か
り
や
す
い
解
説

な
ど
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
体

明
確
に
し
、
確
実
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

い
る
層
に
届
く
よ
う
な
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
高
く
売
る
】

　

観
光
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
質
の
向
上
を

図
り
、
消
費
単
価
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う

視
点
も
重
要
で
あ
る
。

増
え
、
選
択
肢
が
広
が
る
一
方
で
、
商
品

選
択
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
特
に
商
品
の
違
い
が
明
確
で
な
い
場

合
は
、
旅
行
者
の
目
的
に
合
致
し
た
商
品

を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
最
終
的

に
価
格
で
商
品
選
択
を
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
高
く
な
る
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

増
や
す
と
と
も
に
、
他
商
品
と
の
違
い
を

図8  今回「日本の歴史・伝統文化体験」をした人のうち満足した人の
割合（国籍・地域別）（観光・レジャー目的）

資料：「訪日外国人消費動向調査（平成27年）」（観光庁）より（公財）日本交通公社作成
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100.0

ら
う
た
め
に
開
店
時
間
を
延
長
す
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
１
人
当
た
り
の
滞
在
時
間
を

延
ば
す
こ
と
で
あ
る
。
滞
在
時
間
が
延
び

る
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
機
会
も
増
え
、
１

人
当
た
り
の
消
費
単
価
が
向
上
す
る
可

能
性
が
高
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
複
数
の
地

域
資
源
を
ス
ト
ー
リ
ー
や
テ
ー
マ
で
結
ぶ

マ
ッ
プ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
作
成
や
配

布
な
ど
、
回
遊
性
の
向
上
が
有
効
で
あ
る

だ
ろ
う
。

【
消
費
拠
点
・
対
象
を
増
や
す
】

　

消
費
拠
点
の
増
加
に
あ
た
っ
て
は
、
来

訪
し
て
い
る
外
国
人
の
旅
行
行
動
や
滞
在

形
態
を
踏
ま
え
た
整
備
が
必
要
と
な
る
だ

ろ
う
。
例
え
ば
、
主
要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ

の
立
ち
寄
り
が
多
く
、
日
帰
り
が
多
い
観

光
地
の
場
合
は
、
主
要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
付

近
に
消
費
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
が
有

効
で
あ
る
。
し
か
し
、
宿
泊
施
設
で
ゆ
っ

く
り
と
し
た
滞
在
が
多
い
場
合
は
、
宿
泊

施
設
内
や
そ
の
付
近
に
消
費
拠
点
を
整

備
す
る
こ
と
が
有
効
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
旅
行
者
に
と
っ
て
消
費
で
き
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
は
消
費
機
会
が

99.5

99.1

98.7

98.5

98.5

98.5

97.6

97.1

96.7

96.5

96.2

94.9

94.0

88.6

88.6

86.3

81.9

81.0

80.8

74.6

96.8
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対
応
す
る
と
い
う
視
点
も
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
農
産
品
な
ど
の
場
合
、
食
材
と

し
て
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
安
定
的
な
供
給
が
必
要
と
な
る
が
、

食
材
と
し
て
で
は
な
く
、
土
産
物
品
と
し

て
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
、
も
し
く
は

観
光
地
全
体
で
朝
市
な
ど
を
開
催
し
、
販

売
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
宿
泊

事
業
者
や
飲
食
店
が
仕
入
れ
の
際
に
重

視
す
る
こ
と
と
し
て「
安
価
で
あ
る
こ
と
」

も
し
く
は
「
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
こ
と
」

と
い
う
２
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。
地
場
産
品

の
多
く
が
こ
の
２
点
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
こ
と
が
多
く
、
結
果
的
に
地
場
産

品
を
活
用
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
例
え
ば
、
価
格
に
つ
い
て
は
、

流
通
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
、
同
じ
地
域
内

な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
市
場

に
出
回
る
価
格
よ
り
安
価
に
提
供
す
る
こ

と
や
、
規
格
外
の
農
産
品
を
通
常
よ
り
も

安
価
に
地
域
内
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店

に
提
供
す
る
工
夫
も
必
要
と
な
る
だ
ろ

う
。
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、
生
産
量

が
少
な
く
市
場
に
出
回
ら
な
い
地
場
産
品

を
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
そ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な

供
給
」が
困
難
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

通
常
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
は
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
り
、
一
定
量
の
食
材
を
必
要
と
す

る
こ
と
か
ら
、
安
定
的
な
提
供
を
希
望
す

る
こ
と
も
多
い
が
、
天
候
な
ど
の
影
響
に

よ
り
安
定
的
な
提
供
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も

多
々
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
は
、
地
域
全
体
で
供
給
を
担
う
と

い
う
考
え
方
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
各
生

産
者
が
作
期
を
分
散
す
る
よ
う
調
整
し
、

地
域
全
体
と
し
て
の
出
荷
期
間
を
拡
大
し

て
、
宿
泊
施
設
・
飲
食
店
は
複
数
の
生
産

者
と
契
約
す
る
こ
と
や
、
宿
泊
施
設
・
飲

食
施
設
が
生
産
者
と
直
接
交
渉
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
の
生
産
状
況
を
一
元
的

に
把
握
し
て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
を
介
し
て
食
材
や
原
材
料
を
仕
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
体
制
の
構
築
も
解
決
策
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

他
に
、
地
場
の
食
材
を
使
っ
た
加
工
品

（
缶
詰
・
冷
凍
食
品
な
ど
）
を
開
発
、
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、供
給
だ
け
で
な
く
、

価
格
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
も
解
決
策

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

以
上
は
安
定
的
な
供
給
を
目
指
し
た

場
合
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
そ
も
そ
も

安
定
的
に
供
給
で
き
な
い
場
合
に
柔
軟
に

験
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
こ
う

し
た
部
分
で
の
高
付
加
価
値
化
が
重
要

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
地
場
産
品
に
つ
い
て
は
、
近
年

で
は
越
境
Ｅ
Ｃ
な
ど
も
盛
ん
に
な
り
、
外

国
か
ら
も
手
軽
に
日
本
国
内
の
産
品
を

入
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

当
然
、
日
本
国
内
で
購
入
す
る
ほ
う
が
安

価
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ

以
外
に
、
日
本
で
消
費
す
る
こ
と
の
意
味

づ
け
（
特
定
の
客
層
を
対
象
と
し
た
商
品

な
ど
の
「
特
別
感
」
や
特
定
の
時
期
や
数

量
を
限
定
し
て
販
売
す
る
「
希
少
感
」
の

演
出
な
ど
）
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

③
域
内
調
達
率
を「
高
め
る
」

【
地
域
の
産
品
を
活
用
す
る
】

　

域
内
調
達
率
を
高
め
る
上
で
、
最
も
分

か
り
や
す
い
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
内

の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど
で
地
域
内
の

産
品
を
活
用
す
る
機
会
の
創
出
、
拡
大
が

挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
観
光
地

で
は
、そ
の
重
要
性
を
理
解
し
な
が
ら
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
、
実
現
に
は
至

ら
な
い
ケ
ー
ス
や
継
続
的
な
実
施
が
難
し

い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

第
一
に
課
題
と
な
る
の
が
「
安
定
的
な

い
も
の
」
と
い
う
付
加
価
値
を
付
け
て
提

供
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

【
異
業
種
を
知
る
・
連
携
す
る
】

　

ま
た
、域
内
産
品
の
活
用
機
会
の
創
出・

拡
大
に
あ
た
っ
て
は
観
光
事
業
者
の
努
力

だ
け
で
な
く
、
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
異

業
種
と
の
連
携
や
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
。
ま
ず
は
、
異
業
種
間
で
日
常
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
互
い
の
状

況
を
理
解
し
合
い
な
が
らW

in-W
in

と

な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

例
え
ば
、「
知
る
」
機
会
と
し
て
は
、

観
光
事
業
者
と
生
産
者
が
交
流
で
き
る

場
（
商
談
会
な
ど
）
の
設
定
や
、
観
光
事

業
者
が
生
産
地
を
視
察
す
る
機
会
の
創

出
な
ど
、
ま
ず
は
お
互
い
を
「
知
る
」
た

め
の
取
り
組
み
を
行
う
。
次
に
、
旅
行
者

に
も
地
場
産
品
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
宿
泊
施
設
や
飲

食
店
で
活
用
し
て
い
る
食
材
を
生
産
し
て

い
る
人
の
顔
や
思
い
を
伝
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
旅
行
者
の
地
場
産
品
ニ
ー
ズ
も
高

ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
生
産

者
側
に
対
し
て
は
観
光
へ
の
関
心
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
生
産
者
が
地
場
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図9  産業別賃金（雇用形態別）

図10  産業別正社員・正職員および正社員・正職員以外の雇用者の構成比

資料：「平成28年賃金構造基本統計調査」（厚生労働省）より（公財）日本交通公社作成

資料：「平成24年経済センサス（活動調査）」（総務省統計局）より（公財）日本交通公社作成
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13 特集◉外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには
特集1 訪日外国人消費と地域の経済効果向上のとらえ方

た
め
、
地
域
内
に
人
材
バ
ン
ク
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
人
材
活
用
が

可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
人
材
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
離
職
率
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
採
用
コ
ス
ト
や
人
材
育
成
コ
ス
ト
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
主

な
対
応
策
（
注
２
）
と
し
て
は
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
（
例
：
託
児
所
の
整
備
や
柔
軟
な
シ

フ
ト
勤
務
な
ど
）
の
他
に
、
中
長
期
的
な

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
提
示
や
、
職
員
の
能
力

に
応
じ
て
業
務
範
囲
の
中
で
あ
る
程
度
の

裁
量
権
を
与
え
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
主

体
的
に
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
な
ど
、
仕
事
そ
の
も

の
へ
の
「
や
り
が
い
」
の
醸
成
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
人
材
育
成
と
も
リ
ン
ク

し
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
人
材
不
足
の
中
に
お
い
て
は
、

事
業
改
善
に
よ
っ
て
、
１
人
当
た
り
の
作

業
効
率
を
上
げ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
従
業
員
の
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
に

よ
っ
て
よ
り
効
率
的
な
運
営
を
可
能
と
す

る
こ
と
や
、
外
国
人
対
応
の
場
合
、
ゼ
ロ

か
ら
外
国
人
対
応
が
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
の
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

運
営
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

地
域
の
経
済
効
果
を

高
め
る
た
め
に

　

①
～
③
の
取
り
組
み
は
そ
れ
ぞ
れ
が

独
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
互
い
に

影
響
し
合
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地

域
内
に
新
た
な
観
光
施
設
を
造
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
①
訪
日
外
国
人
を
増
や
す
こ
と

に
も
通
じ
、地
域
内
の
滞
在
時
間
が
延
び
、

地
域
内
で
の
消
費
機
会
も
増
え
る
こ
と
か

ら
、
②
消
費
単
価
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
が
高
い
。
単
独
の
取
り
組
み
で
経

済
効
果
の
向
上
を
狙
う
の
で
は
な
く
、
い

く
つ
か
の
取
り
組
み
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
相
乗
効
果
を
狙
う
と
い
う
視

点
が
重
要
で
あ
る
。（

か
き
し
ま　

あ
か
ね
）

（
注
１
）	２
０
１
５
年
か
ら
集
計
表
の
一
部
に
変
更
が

あ
り
「
主
な
宿
泊
地
別
（
都
道
府
県
47
区
分

お
よ
び
地
方
運
輸
局
等
10
区
分
）
費
目
別
購

入
率
お
よ
び
購
入
者
単
価
」
が
廃
止
さ
れ
た

た
め
２
０
１
４
年
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
分
析

を
行
っ
た
。
な
お
、
宿
泊
費
に
つ
い
て
は
団

体
ツ
ア
ー
分
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点
に
留
意

が
必
要
で
あ
る
。

（
注
２
）	詳
細
は
『
観
光
文
化
』
２
３
０
号
を
参
照
の

こ
と
。

秀
な
人
材
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
お
い

て
も
、
域
内
人
材
を
活
用
す
る
た
め
の
具

体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

（
コ
ラ
ム
「
旅
館
に
お
け
る
離
職
率
低
下

と
生
産
性
向
上
に
関
す
る
取
り
組
み
」）

　

人
材
活
用
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
ま

ず
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
観
光
地
の
場
合
、
旅
館
を

は
じ
め
と
し
た
中
小
規
模
の
事
業
者
が
多

く
、
採
用
に
あ
ま
り
コ
ス
ト
を
か
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
旅
館
組
合
や
温

泉
組
合
単
位
で
の
一
括
し
た
採
用
な
ど
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
採
用
を
行
う
こ
と
も
有

効
で
あ
る
。
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
な
く
、

海
外
か
ら
の
採
用
も
可
能
と
な
る
た
め
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
人
材
の
確
保
と
い
う

観
点
に
お
い
て
も
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て

期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
地
域
内
で
繁
閑
が
存
在
す
る
別

の
産
業
に
従
事
す
る
人
（
例
：
農
業
な
ど
）

に
対
し
て
副
業
的
な
位
置
づ
け
で
観
光
に

も
従
事
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
業
種
に
よ

っ
て
は
シ
ル
バ
ー
人
材
な
ど
で
補
う
こ
と

も
で
き
る
。
ま
た
、
需
給
を
一
致
さ
せ
る

産
品
の
活
用
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
経

済
波
及
効
果
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、

そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
こ
と

も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
域
内
人
材
を
活
用
す
る
】

　

宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る

賃
金
（
正
社
員
26
・
１
万
円
、
正
社
員
以

外
18
・
５
万
円
）
は
12
産
業
中
最
下
位
と

低
い
水
準
に
あ
り
（
図
９
）、
正
規
雇
用

の
比
率
（
21
・
６
%
）
も
17
産
業
中
最
下

位
で
あ
る
（
図
10
）。
利
益
率
が
低
い
観

光
産
業
に
お
い
て
は
、
賃
金
を
上
げ
る
こ

と
や
、
正
規
雇
用
者
の
割
合
を
高
め
る
こ

と
が
経
営
悪
化
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
「
低
賃
金
化
」「
非
正
規
化
」
が
、

定
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
増
え
続

け
、
全
国
各
地
の
観
光
地
で
人
手
不
足
が

叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
現
在
の
よ
う
な
労

働
条
件
で
の
人
材
確
保
は
難
し
く
、
観
光

業
特
有
の
こ
う
し
た
問
題
の
根
本
解
決
に

あ
た
っ
て
は
、
観
光
産
業
の
地
位
そ
の
も

の
を
向
上
さ
せ
、
ま
ず
は
賃
金
ア
ッ
プ
、

正
社
員
・
職
員
採
用
の
割
合
を
高
め
、
優
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　「湖楽おんやど　富士吟景」（以下「富士吟景」）
では、近年、台湾からの FIT を中心に訪日外国人
旅行者が急増している。正社員数 35人はほとんど
が地元採用で、町内の旅館の中では 30 程度の客
室数に対する社員数は多いほうではあるが、好調
なインバウンド需要も影響し、人手不足が課題とな
っている。女将の外川由理氏は「人手不足でも派
遣社員は採用しません。同じ目標を持って頑張って
くれた社員が築き上げた今の組織の形が崩れてし
まう可能性があるからです。人手を増やすのではな
く、今いる社員のモチベーションや生産性を上げ、
その分、今いる社員に還元したいと思っています。」
と語る。
　外川氏が富士吟景に嫁いだ17 年前から、夫であ
る現社長とともに宿の運営を任されてきた。当初
は離職率も高く、人材育成にしっかりと取り組んで
いるとは言い難い状況だったが「このままでは今の
雇用を守ることはできない」と感じ、6 年前より人
材定着のためのさまざまな取り組みを進めている。
　1 つ目は仕事への「やりがい」の醸成である。富
士吟景では、月に 1 度の会議でお客様アンケート
の結果を社員全員で共有し、改善すべき点がある
場合には会議の場で、「誰が」「いつまでに」改善
するかを明確にし、各自に責任感が生まれた。また、
接客対応は基本的に現場のスタッフに判断を任せ
ている。当初は出張中の女将に判断を求める電話
がかかってくることもあったが、現在はほぼない。
社員一人ひとりが考えて行動することが実行され、
能力が向上した結果と言えるだろう。
　自ら考えるという姿勢は今後の宿のあり方にも
及ぶ。5 年後、10 年後にどんな宿にしたいか、ど
う変えていきたいかということを社員一人ひとりが
考え、業務中の会議などはもちろんのこと、業務
時間外の食事会や職場旅行などのコミュニケーシ
ョンも通じて、社長以下全員で共有し、ともに富士
吟景の未来を考えている。
　2 つ目は、働く人の満足度（Employee Satisfaction 
:ES）の観点からは、働きやすい環境づくりも必要
となる。外川氏の前職である労務管理の経験も活
かして、さまざまな制度を見直した。午後半休と
午前半休を組み合わせて丸一日の年休としてカウン

旅館における離職率低下と生産性向上に関する取り組み
―湖楽おんやど　富士吟景の事例―

湖楽おんやど　富士吟景　女将　外川由理氏

トする「たすきがけ」と言われる旅館業特有の年休
を廃止した。その代わり、子どもを持つ女性社員
が多いため、複数の勤務シフトの導入や、子ども
の学校行事の際は必ず年休を取得させるなど、ラ
イフステージに合わせて働くことができるよう環境
整備に努めた。
　これらに加え、生産性を向上させるためにマル
チタスク化を導入している。フロントが忙しい時間
帯とお客様対応で忙しい時間帯は異なり、状況に
合わせて必要な人数を配置することが求められる。
そのためには、担当性ではなく、一人ひとりが複数
の役割を果たせることが重要であるためだ。また、
各担当部署の仕事を主と補の 2 人体制で行うこと
で、突発的に何か起きても安定して対応できるよう
になり、「個人」ではなく「組織」で対応することに
よって生産性が向上した。
　外川氏は「人材育成への投資や社員とのコミュニ
ケーションの機会（食事会や職場旅行など）やそれ
にかかる費用は他の旅館に比べて多いと思います。
まだまだ課題も多い。でも以前のように資金繰り
に苦労したり、社員が突然辞めることはなくなりま
した。これは今までの取り組みの成果でもありま
す。こういうビジネスモデルも ” あり ” だと思ってい
ます。」と語る。
　経費削減に最も効果があると言われる人件費を
カットする企業が多い中、富士吟景の取り組みは
一見遠回りにも見える取り組みである。しかし、あ
えて遠回りをすることによって、人材の定着が図ら
れ、採用コストや人材育成コストの削減、生産性
向上につなげている事例ではないだろうか。人材
不足が叫ばれる観光産業においては示唆に富む取
り組みと言えるだろう。

域内人材活用における参考事例

社内勉強会の様子（資料：湖楽おんやど富士吟景　若女将のつぶやき）
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特集 2 インバウンド先進観光地の動向と施策の変遷—— 事例1 広島県廿日市市（宮島）

特集

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
先
進
観
光
地
の

 

動
向
と
施
策
の
変
遷

昨
今
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
前
か
ら
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
観
光
地
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
を
行
い
、
特
に
地
域
へ
の
経
済
効
果
向
上
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
の
か
―
―
。
特
集
２
で
は
、
古
く

か
ら
訪
日
外
国
人
を
受
け
入
れ
て
き
た
３
つ
の
観
光
地
（
広
島
県
廿は
つ

日か

市い
ち

市
、
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
、
岐
阜
県
高
山
市
）
を
対
象
と
し
、

市
場
の
変
化
と
と
も
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
の
変
遷
を
整
理
す
る
。

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
経
済
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

柿
島
　
あ
か
ね
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■
宮
島
の
概
要

資
源
性
の
高
い
国
際
観
光
地
・
宮
島

　

国
指
定
特
別
史
跡
・
特
別
名
勝
で
あ

る
厳い

つ
く
し
ま島

（
通
称
：
宮
島
、
以
下
「
宮
島
」）

は
古
代
よ
り
原
始
宗
教
の
名
残
か
ら
「
神

の
島
」
と
し
て
崇
拝
の
対
象
と
さ
れ
て
き

て
お
り
、
平
安
時
代
に
は
平
清
盛
の
擁
護

の
も
と
、
現
在
の
嚴
島
神
社
の
社
殿
の
基

本
が
形
づ
く
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
各
時
代

の
大
名
な
ど
の
擁
護
を
受
け
、
今
日
の
嚴

い
つ
く

島し
ま

神
社
が
形
づ
く
ら
れ
、１
９
９
６
年（
平

成
８
年
）
に
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
厳
島
は
古
戦
場
の
地
と
し

て
も
知
ら
れ
、１
５
５
５
年
（
弘
治
元
年
）

に
は
毛
利
元も

と
な
り就

と
陶す

え
は
る
か
た

晴
賢
が
争
っ
た
厳
島

合
戦
の
地
で
も
あ
り
、
歴
史
上
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
注
目
を
集
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
宮
島
は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園

に
属
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
湿
地
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
嚴
島
神

社
の
背
後
の
弥み

山せ
ん

は
国
指
定
天
然
記
念

物
と
な
っ
て
お
り
、
歴
史
的
、
自
然
的
価

値
の
高
い
資
源
が
徒
歩
圏
内
に
存
在
す

る
日
本
で
も
数
少
な
い
観
光
地
で
あ
る
。

　

宮
島
は
そ
の
資
源
性
の
高
さ
か
ら
、
江

戸
時
代
以
降
、
日
本
屈
指
の
観
光
地
と
し

て
栄
え
て
き
た
が
、
本
格
的
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は「
１
９
９
４

年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
」
で
ア
ジ
ア
か
ら
多

く
の
外
国
人
旅
行
者
や
関
係
者
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ

る
。
そ
の
後
１
９
９
６
年
の
世
界
遺
産
登

録
や
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン・グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド・

ジ
ャ
ポ
ン
」
に
お
け
る
宮
島
、
嚴
島
神
社

の
三
つ
星
獲
得
に
よ
り
、
徐
々
に
世
界
的

に
注
目
を
集
め
る
観
光
地
と
な
っ
た
。

宮
島
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者

　

宮
島
へ
の
外
国
人
旅
行
者
数
は
年
々
増

加
を
続
け
、
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）

は
28・８
万
人
で
対
前
年
比
32
％
の
伸
び

と
な
っ
た（
表
）。
廿
日
市
市
に
よ
る
調
査

の
結
果（
注
２
）、
16
年
の
全
来
島
者
数
は

４
２
７・６
万
人
、
外
国
人
客
比
率
は
７

％
と
計
算
さ
れ
る
が
、
実
際
の
外
国
人
客

数
は
さ
ら
に
多
い
と
の
見
方
も
あ
る
。
エ

リ
ア
別
構
成
比
で
は
欧
州
が
60
％
、
北
米

が
17
％
、
ア
ジ
ア
が
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
籍
別
で
は
フ
ラ
ン
ス
（
17
％
）、

ア
メ
リ
カ
（
15
％
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
10
％
）な
ど
が
上
位
と
な
っ
て
お
り
、
欧

米
豪
か
ら
の
旅
行
者
が
多
い
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

　

ま
た
、
月
別
で
見
る
と
、
宮
島
全
体
の

広島県
 廿日市市（宮島）

広島
●

津和野町

岩国

呉

瀬戸内海
松山

今治

●

●

●

●

●

【人口】117,172人（2017年3月1日現在）
【面積】489.48㎢
【年間入込客数】4,276,138人（注1）（2016年・廿日市市資料）
【年間外国人客数】288,199人（注1）（2016年・廿日市市資料）
【外国人割合】来島者数では7%（注1）（2016年）

市町村プロフィール　広島県廿日市市

来
島
者
数
は
夏
休
み
を
中
心
と
し
た
８

月
が
、
外
国
人
は
４
月
が
多
く
な
っ
て
い

る（
図
１
）。

　

日
本
人
市
場
に
お
い
て
は
新
学
期
、
新

年
度
が
始
ま
る
４
月
は
多
く
の
観
光
地
で

閑
散
期
と
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
日
本
各
地

図1   月別シェア ※宮島の全体と外国人の来島者数（いずれの数値も年間の来島者数を100とした時の月別の割合）

15％

10％

5％

0％
1月　　 2月　　 3月　　 4月　　 5月　　   6月　　 7月　　 8月　　 9月　    10月　    11月　   12月

資料：廿日市市資料（注1）より（公財）日本交通公社作成

全体　　　外国人15.6％

1事例
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特集 2 インバウンド先進観光地の動向と施策の変遷—— 事例1 広島県廿日市市（宮島）

表   宮島のこれまでの取り組みと旅行者の推移

実施年 観光客数
（単位：万人）

外国人旅行者数
（単位：万人） 観光に関係する主な出来事 外国人誘致関連施策

1964 212.2 東海道新幹線開通／山陽本線広島～小郡間電化完成／東京オリンピック
1965 225.1 
1966 236.3 
1967 240.2 
1968 240.6 
1969 245.9 
1970 226.4 大阪万国博覧会
1971 238.0 
1972 270.8 NHK「新平家物語」
1973 240.8 第一次石油ショック
1974 214.6 町立宮島歴史民俗資料館開館／国道 2 号西広島バイパスが地御前まで全通
1975 237.1 山陽新幹線開通／広島カープ初優勝
1976 207.8 船舶会社別になっていた桟橋が統合され、厳島港上屋・桟橋として現在の場所へオープン
1977 195.3 
1978 198.1 第 20 回自然公園大会包ヶ浦開催
1979 208.4 第二次石油ショック／広島カープ初の日本一
1980 220.3 町立宮島町伝統産業会館開館
1981 255.8 宮島水族館新装オープン／神戸ボートピア 81 開催／ MANZAI ブームにより「も

みじまんじゅう」が流行になる
1982 257.6 
1983 247.5 
1984 252.3 「銀河」就航開始／旧国鉄デスティネーションキャンペーン「SunSun ひろしま」

／宮島桟橋—包ヶ浦間定期バスの運行開始
1985 245.4 宮島水族館「ラッコ」登場
1986 256.5 
1987 269.9 
1988 267.1 瀬戸大橋開通
1989 284.9 ソン・エ・ルミエール、海と島の博覧会
1990 285.4 大阪「花と緑の博覧会」
1991 272.8 台風 19 号嚴島神社損壊
1992 260.6 宮島キャンペーン「ふしぎあう旅」
1993 271.8 山陽自動車道開通／新広島空港開港／宮島国民宿舎新装オープン
1994 301.4 広島アジア大会／関西国際空港開港
1995 289.3 3.4 阪神大震災発生／嚴島神社御鎮座 1400 年
1996 298.0 3.3 ナタリー閉園／広島国体／メイプルライナー運行開始／世界文化遺産「嚴島神社」登録
1997 311.9 3.4 NHK 大河ドラマ「毛利元就」放映／松大船パセオカード導入
1998 268.1 2.9 明石海峡大橋開通
1999 247.5 2.7 しまなみ海道開通／ちびっ子王国開催／宮島水族館よりラッコが去りパンダイルカが登場
2000 242.3 4.8 淡路花博／国民文化祭ひろしま 2000 開催
2001 241.6 4.9 平成 13 年芸予地震
2002 260.9 6.5 英語パンフレット「Hatsukaichi GUIDE 

MAP」作成 ●

2003 263.8 5.7 嚴島神社大鳥居塗り替え
2004 262.0 5.5 台風 18 号により嚴島神社の楽房・平舞台・回廊等が大損害を受ける
2005 266.4 7.2 宮島町、廿日市市へ編入合併／廿日市市観光まちづくり懇話会設置／嚴島神社復旧／

広島県大型観光キャンペーン／ JRデスティネーションキャンペーン「ええじゃん広島県」
2006 283.2 9.5 世界文化遺産登録 10 周年イベントなどにより 12 月の来島者が過去最高となる

／厚労省地域提案型雇用創造促進事業に「観光まちづくり人材育成〈はつかい
ちのお店『みやじま』マーケット拡大、めざせ観光入込客 300 万人〉雇用創出
地域活性化計画」が採択

2007 307.6 11.5 世界文化遺産登録 10 年を経過し、その名が浸透した結果、国内外の観光客が
増加した。また、観光シーズンに好天が続いたのも大きな要因

2008 343.5 13.4 11 月末で一時休館した宮島水族館の記念イベント／日仏交流 150 周年。モン・
サン＝ミッシェル・嚴島神社との共同ポスター作成／リーマン・ショック

2009 346.5 11.2 モン・サン＝ミッシェルと観光友好都市提携 ●
2010 342.6 11.7 中国・九州北部集中豪雨／コナン・ミステリーツアー実施
2011 363.1 6.6 東日本大震災発生／「みやじマリン」オープン
2012 404.7 9.7 NHK 大河ドラマ「平清盛」放映／「平清盛館」オープン／来島者 400 万人達成 パリ市内の旅行 AGT へのトップセールス実施 ●
2013 408.5 10.4 「平清盛館」閉館／宮島歴史民俗資料館改装開館／ひろしま菓子博開催／来島者

数最高記録達成／JRデスティネーションキャンペーン「瀬戸内ひろしま、宝しま」
2014 389.9 13.7 平清盛像設置／瀬戸内しまのわ 2014 開催
2015 402.5 21.8 第 23 回世界スカウトジャンボリー in 山口開催／大型客船が五日市岸壁に相次い

で着岸／広島被爆 70 周年／ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン改訂第 4 版に
おいて、弥山展望台からの眺望が 3 つ星を獲得

フリー Wi-Fi 整備 ●
スマートフォン用観光アプリの整備 ●
JR パスを活用したプロモーション

（広島県、広島市などと連携） ●

フランスの有力メディアの招聘（広
島県、広島市と連携） ●

世界遺産登録 20 周年に伴うフランス
プロモーション（広島県、広島市と連携）

（〜 2016）
●

2016 427.6 28.8 世界文化遺産登録 20 周年 JR パスを活用したプロモーション
（広島県、広島市などと連携） ●

航空会社と連携した台湾プロモーショ
ン（広島県、広島市、尾道市などと連携） ●

③
域
内
調
達
率
を

　
高
め
る

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

消
費
単
価
を
上
げ
る

①
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
増
や
す

資料：廿日市市資料（注1）とヒアリング調査・各種資料より（公財）日本交通公社作成

15_32_特集02.indd   17 2017/03/31   午後6:13



18観光文化233号 April 2017

で
桜
の
開
花
時
期
と
重
な
る
こ
と
も
あ
り
、

近
年
で
は
外
国
人
需
要
が
カ
バ
ー
し
て
い
る

こ
と
も
多
く
、
宮
島
の
場
合
も
例
外
で
は

な
い
。
外
国
人
需
要
を
う
ま
く
取
り
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
閑
散
期
を
減
ら
す
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
宮
島
の
場
合
、
日
本
人
と
比
べ

外
国
人
の
連
泊
傾
向
が
強
く
、
そ
の
多
く

が
近
年
、
増
加
し
て
い
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

（
注
３
） 

や
旅
館
に
宿
泊
し
て
い
る
よ
う
だ
。

■
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を「
増
や
す
」

　

宮
島
が
世
界
的
に
有
名
な
観
光
地
と

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
１
９
９
６
年
の
世

界
遺
産
登
録
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
。
ま

た
、
そ
の
後
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン

ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
に
宮
島
と
嚴
島
神

社
が「
わ
ざ
わ
ざ
旅
行
す
る
価
値
が
あ
る
」

と
さ
れ
る
三
つ
星
を
獲
得
し
さ
ら
に
世
界

的
な
知
名
度
を
高
め
て
い
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
宮
島
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は

そ
の
資
源
性
の
高
さ
か
ら
注
目
を
浴
び
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
宮
島

が
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
増
え
、
外
国
人
旅

行
者
増
に
つ
な
が
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
も
宮
島
が
持
つ
「
資
源
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
他
地
域
と
連
携
し
て
効

果
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
が
多
い
。

【
日
仏
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
】

　

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
の
「
日
仏

観
光
交
流
年
」
に
は
日
仏
合
同
で
さ
ま
ざ

ま
な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
政
府
観
光
局
（
現
フ
ラ
ン
ス
観
光
開
発

機
構
）と
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

共
同
で
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
「
海
に
浮

か
ぶ
世
界
遺
産
で
あ
る
こ
と
」「
信
仰
の

聖
地
と
し
て
１
０
０
０
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
こ
と
」
な
ど
、
資
源
性
に
共
通
点
が

多
い
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
・
サ
ン
＝
ミ
ッ
シ

ェ
ル
と
嚴
島
神
社
が
起
用
さ
れ
た（
図
２
）。

ま
た
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
モ
ン
・
サ
ン

＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
へ
の
表
敬
訪
問
、
観
光
友

好
都
市
提
携
な
ど
の
継
続
的
な
関
係
強

化
や
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
誘
客
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
「
こ
こ
１
週
間
ほ
ど
の
間
に
３
本
の
著

名
な
テ
レ
ビ
番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。」
と
宮
島
観
光
協
会
の
飯
田
専
務
が

語
る
よ
う
に
、
近
年
で
は
国
内
で
も
宮
島

が
再
注
目
さ
れ
、
中
で
も
フ
ラ
ン
ス
の
モ

ン
・
サ
ン
＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
と
嚴
島
神
社
の

共
通
点
を
取
り
上
げ
た
番
組
は
反
響
も

大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
外
国
人
旅
行
者
だ
け
で
な
く
、
日
本

人
が
我
が
国
の
観
光
資
源
を
改
め
て
見

直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
旅
行
需
要
を

喚
起
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

実
際
に
日
本
人
の
国
内
旅
行
市
場
が
低

迷
す
る
中
に
お
い
て
も
宮
島
の
場
合
、
日

本
人
の
旅
行
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る

よ
う
だ
。

図2  日仏共同プロモーションのポスター

提供：フランス観光開発機構

【「
瀬
戸
内
エ
リ
ア
パ
ス
」
を
使
っ
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
】

　

観
光
立
国
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
西
日
本
旅

客
鉄
道
、
四
国
旅
客
鉄
道
、
域
内
の
国
土

交
通
省
の
地
方
運
輸
局
、７
県（
鳥
取
県
、

島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、

香
川
県
、
愛
媛
県
）、
５
市（
広
島
市
、

廿
日
市
市
、高
松
市
、松
山
市
、今
治
市
）、

関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
の
官
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
関
西
か
ら
九
州
へ
の
観
光
ル
ー
ト
を

「
西
遊
紀
行
」
と
名
付
け
、
商
品
化
や
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
一
環
と
し
て
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

よ
り
、
広
域
周
遊
ル
ー
ト
商
品
「
瀬
戸
内

エ
リ
ア
パ
ス（
注
４
）」
を
販
売
し
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み
に
参
画
す
る
廿
日
市
市
で

は
、
訪
日
外
国
人
の
入
国
が
多
い
関
西
空

港
や
福
岡
空
港
か
ら
広
島
エ
リ
ア
へ
の
来

訪
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
台
湾
、
香
港
、

タ
イ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
ツ

ア
ー
の
実
施
や
対
象
国
の
国
内
で
の
広
告

配
布
、
雑
誌
掲
載
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

宮
島
の
よ
う
な
地
方
の
観
光
地
の
場

合
、
そ
こ
へ
の
訪
問
を
主
目
的
と
す
る
旅

行
者
以
外
に
つ
い
て
は
、
い
か
に
認
知
し
、

立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
か
が
重
要
と
な
る
。
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焼がき店に並ぶ外国人

そ
の
際
、「
瀬
戸
内
エ
リ
ア
パ
ス
」
の
よ
う

に
、
広
域
連
携
を
通
じ
て
、
外
国
人
の
利

用
頻
度
が
高
い
空
港
や
駅
、
観
光
地
な
ど

を
結
ぶ
ル
ー
ト
上
に
自
分
の
地
域
を
組
み

込
み
、
他
の
自
治
体
な
ど
と
共
同
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
割
安
な
商
品
を
販
売

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
客
層
を
取
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
一
つ
の
手
段
と
な
る

だ
ろ
う
。

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
単
価

を「
上
げ
る
」

　

宮
島
に
外
国
人
客
が
多
い
理
由
が
、
そ

の
資
源
性
の
高
さ
に
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
魅
力
が
広
ま
っ
て
い
く
過
程
で

受
入
態
勢
を
し
っ
か
り
と
整
え
て
き
た
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
。

　

廿
日
市
市
観
光
課
長
の
問
可
氏
の
「
国

際
観
光
地
と
し
て
の
受
入
態
勢
が
早
く
か

ら
進
め
ら
れ
て
き
た
背
景
に
、
戦
後
し
ば

ら
く
の
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
が
宮
島

を
管
理
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
後
は
、
岩

国
米
軍
基
地
か
ら
保
養
目
的
で
訪
れ
る

米
兵
と
そ
の
家
族
の
存
在
が
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。」
と
の
言
葉
通
り
、
宮
島

で
は
現
在
の
よ
う
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー

ム
以
前
か
ら
、
日
本
在
住
の
外
国
人
と
の

接
点
が
多
く
、
そ
の
影
響
か
ら
英
語
案

内
板
を
は
じ
め
と
す
る
受
入
整
備
が
早
い

段
階
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
の
成
果
も
あ
り
、
島
内
で

の
外
国
人
の
滞
在
時
間
は
日
本
人
（
３
・

３
時
間
）
と
比
較
し
て
や
や
長
い
４・１

時
間
と
な
っ
て
い
る
。
歩
い
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
島
の
中
で
こ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

【
線
か
ら
面
へ
～
新
し
い
魅
力
づ
く
り
に

よ
る
消
費
拡
大
～
】

　

飲
食
店
や
土
産
物
店
な
ど
が
軒
を
連

ね
る
表
参
道
商
店
街
は
多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
５
年
間
ほ
ど

で
、
表
参
道
商
店
街
か
ら
一
本
路
地
を
入

っ
た
場
所
で
も
土
産
物
店
、
カ
フ
ェ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り

消
費
が
可
能
な
エ
リ
ア
は
拡
大
し
て
き
て

い
る
。

　

新
規
出
店
を
す
る
人
の
中
に
は
、
Ｕ
タ

ー
ン
や
地
元
の
人
に
よ
る
業
種
転
向（
例：

杓し
ゃ
く
し子

問
屋
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
）
な

ど
に
加
え
、
島
外
出
身
者
が
島
内
で
営

業
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。
島
外

出
身
者
の
場
合
、新
規
出
店
に
際
し
て
は
、

島
内
の
知
り
合
い
を
頼
り
、
場
所
を
確
保

し
て
も
ら
う
必
要
は
あ
る
が
、
地
域
内
に

排
他
的
な
雰
囲
気
は
な
く
、
島
外
者
の
起

業
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
あ
る
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、
回
遊
性
向
上
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
素
泊
ま
り
・
連
泊
を
好
む
外
国

人
旅
行
者
の
泊
食
分
離
を
可
能
と
し
て

消
費
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
よ
る
滞
在
時
間

の
延
長
】

　

宮
島
で
は
、
資
源
を
活
か
し
た
滞
在

時
間
の
延
長
に
関
す
る
取
り
組
み
も
進
め

て
い
る
。
例
え
ば
、
１
９
８
９
年
（
平
成

元
年
）
に
広
島
全
域
で
開
催
さ
れ
た
「
海

と
島
の
博
覧
会
」
で
は
宮
島
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
夜
の
幻
想

的
な
宮
島
の
風
景
を
印
象
づ
け
た
。ま
た
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
大
鳥
居
、

嚴
島
神
社
社
殿
、
五
重
塔
・
千
畳
閣
、
参

道
お
よ
び
西
松
原
沿
い
の
石
灯と

う

籠ろ
う

に
つ
い

て
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
て
お

り
、
日
本
人
、
外
国
人
を
問
わ
ず
好
評
を

博
し
て
い
る（
図
３
）。
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
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ッ
プ
に
よ
る
滞
在
時
間
の
延
長
や
消
費
の

拡
大
に
加
え
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
風

景
を
見
に
来
る
新
た
な
客
層
の
取
り
込
み

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

宮
島
は
嚴
島
神
社
を
は
じ
め
と
し
た

歴
史
的
資
源
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る

が
、
先
述
の
通
り
、
国
立
公
園
や
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
登
録
湿
地
に
も
指
定
さ
れ
て

お
り
、
自
然
資
源
の
価
値
も
非
常
に
高

い
。
特
に
弥
山
は
、
山
頂
か
ら
の
瀬
戸
内

海
の
眺
望
、
国
指
定
天
然
記
念
物
の
貴

重
な
植
生
「
瀰み

山せ
ん

原
始
林
」、
弘
法
大
師

に
由
来
す
る
神
秘
性
な
ど
が
外
国
人
旅

行
者
に
注
目
さ
れ
、
旅
行
口
コ
ミ
サ
イ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
そ
の
魅
力
が
拡
散

さ
れ
て
お
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
が
て
ら
足
を

延
ば
す
外
国
人
も
多
く
、
滞
在
時
間
の

延
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

は
包

つ
つ
み

ヶ
浦
自
然
公
園
を
拠
点
と
し
た
自

然
散
策
や
星
空
観
察
な
ど
の
自
然
体
験

も
積
極
的
に
売
り
出
し
、
滞
在
時
間
の

延
長
と
と
も
に
新
た
な
客
層
の
取
り
込

み
も
行
っ
て
い
く
。

③
域
内
調
達
率
を「
高
め
る
」

　

宮
島
で
は
、も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ
う
、カ
キ
、

あ
な
ご
な
ど
の
特
産
品
が
あ
り
、
土
産
物

品
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
旅
行
者

が
散
策
し
な
が
ら
楽
し
め
る
よ
う
さ
ま
ざ

ま
な
商
品
開
発
が
さ
れ
て
い
る
。
食
の
魅

力
以
外
に
宮
島
細
工
に
も
関
心
を
持
つ
外

国
人
も
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
特
産
品

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
も
み
じ
ま
ん
じ

ゅ
う
に
つ
い
て
は
島
内
に
工
場
が
あ
り
域

内
調
達
率
は
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
島
内
で
は
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、

も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ
う
の
手
焼
き
体
験
、
着

物
着
付
け
体
験
や
、
年
間
４
０
０
件
と
も

言
わ
れ
る
嚴
島
神
社
で
の
結
婚
式
需
要
に

伴
い
、
近
隣
の
旅
館
ホ
テ
ル
で
着
付
け
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
体
験
や
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
が
、
こ
れ
に

従
事
す
る
人
の
多
く
が
島
内
も
し
く
は

廿
日
市
市
内
の
人
で
あ
り
、
域
内
人
材
の

活
用
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

■
経
済
効
果
向
上
に
資
す
る
取
り
組

み
の
ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
課
題

　

宮
島
の
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

取
り
組
み
で
は
自
ら
仕
掛
け
て
い
く
よ
う

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
し
て
集
客
を

す
る
施
策
は
少
な
い
。問
可
氏
に
よ
る
と
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
多
く
は
廿
日
市
市
単

独
で
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
広
島

県
や
広
域
連
携
自
治
体
な
ど
と
行
う
こ

と
が
多
い
と
い
う
。
し
か
し
、
長
い
歴
史

の
中
で
、
宮
島
に
し
か
な
い
歴
史
的
、
自

然
的
価
値
を
国
指
定
や
世
界
遺
産
登
録

な
ど
を
通
じ
て
「
守
る
」
こ
と
が
、
結
果

的
に
集
客
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
島
の
中
心
部
を
国
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
重

伝
建
）
に
指
定
す
る
動
き
も
あ
り
、
今
ま

で
宮
島
が
大
切
に
し
て
き
た
資
源
を
「
守

る
」
活
動
は
今
後
も
続
い
て
い
く
。

　
一
方
で
、
問
可
氏
に
よ
る
と
、
旅
行
者

の
買
物
代
は
１
０
０
０
～
３
０
０
０
円
が

最
も
多
く
、
１
人
当
た
り
の
消
費
単
価
の

向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
主

な
土
産
物
は
も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ
う
、カ
キ
、

あ
な
ご
な
ど
の
海
産
物
の
加
工
品
が
中
心

図3  宮島のライトアップの様子

出典： 一般社団法人宮島観光協会ホームページ（注5）

と
な
っ
て
お
り
、
購
入
の
し
や
す
さ
が
大

き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
外
国

人
の
中
に
は
、
宮
島
細
工
な
ど
の
伝
統
工

芸
へ
の
関
心
が
高
い
人
も
存
在
す
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
客
層
を
対
象
に

ス
ト
ー
リ
ー
や
体
験
と
組
み
合
わ
せ
て
販

売
し
、
消
費
税
免
税
制
度
な
ど
も
活
用

し
た
消
費
促
進
策
が
期
待
さ
れ
る
。

（
注
１
）	「
宮
島
来
島
者
数
一
覧
表
」
よ
り
年
間
入
込

客
数
は
「
来
島
者
全
体
の
合
計
」
を
、
年
間

外
国
人
客
数
は
「
外
国
人
来
島
者
の
外
国
人

（
年
間
）」
の
数
値
を
引
用

（
注
２
）	島
内
施
設
で
の
集
計
数
値
を
も
と
に
算
出
し

て
お
り
、
実
際
の
数
値
は
こ
れ
よ
り
も
さ
ら

に
大
き
い
と
の
見
方
も
あ
る
点
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。

（
注
３
）	宿
泊
者
数
は
旅
館
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
宿

泊
施
設
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
旅
館
組
合

に
加
盟
し
て
い
な
い
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も
複
数

存
在
し
て
い
る
た
め
宿
泊
者
数
を
把
握
し
き

れ
な
い
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
注
４
）	関
西
空
港
か
ら
大
阪
・
京
都
・
奈
良
エ
リ
ア
、

山
陽
新
幹
線
お
よ
び
岡
山
か
ら
高
松
、松
山
、

伊
予
大
洲
な
ど
の
Ｊ
Ｒ
線
（
自
由
席
）
の
他
、

宮
島
航
路
、
広
島
と
松
山
間
の
ス
ー
パ
ー
ジ

ェ
ッ
ト
、
高
松
・
新
岡
山
港
・
日
生
港
と
小

豆
島
間
の
フ
ェ
リ
ー
、
尾
道
と
今
治
間
の
バ

ス
、
岡
山
市
内
の
路
面
電
車
、
広
島
市
内
バ

ス（
め
い
ぷ
る
～
ぷ
）
な
ど
が
乗
り
放
題
と

な
る
商
品
。
日
本
国
以
外
の
政
府
な
ど
が
発

行
し
た
旅
券
を
有
し
、「
短
期
滞
在
」
に
該

当
す
る
在
留
資
格
を
有
す
る
人
に
限
り
、
購

入
・
利
用
が
可
能
。

（
注
５
）	http://w

w
w

.m
iyajim

a.or.jp/sightseeing/
ss_lightup.htm
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す
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２
）	島
内
施
設
で
の
集
計
数
値
を
も
と
に
算
出
し

て
お
り
、
実
際
の
数
値
は
こ
れ
よ
り
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に
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。
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３
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、
高
松
・
新
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港
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日
生
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と
小
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島
間
の
フ
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ー
、
尾
道
と
今
治
間
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、
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市
内
の
路
面
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、
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市
内
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ス（
め
い
ぷ
る
～
ぷ
）
な
ど
が
乗
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放
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日
本
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以
外
の
政
府
な
ど
が
発

行
し
た
旅
券
を
有
し
、「
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滞
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に
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当
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り
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。
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w
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【人口】26,543人（2017年3月1日現在）
【面積】158.40㎢
【年間入込客数（延べ人数）】1,158万人

（2015年・山梨県観光入込客統計調査報告書）（注1）

【年間外国人宿泊客数】54.4万人（2016年・富士河口湖町観光連盟発表資料）

市町村プロフィール　山梨県富士河口湖町

■
富
士
河
口
湖
町
の
概
要

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
上
と
い
う
立
地

　

富
士
河
口
湖
町
は
首
都
圏
か
ら
お
よ

そ
１
０
０
㎞
の
場
所
に
位
置
し
、
富
士
山

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
河
口
湖
を
は
じ
め

と
す
る
湖
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
釣
り
、

カ
ヌ
ー
）、
山
や
森
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
）、

河
口
湖
周
辺
の
温
泉
な
ど
、
豊
富
な
自
然

資
源
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み

方
が
で
き
る
観
光
地
で
あ
る
。

　

富
士
河
口
湖
町
の
観
光
地
と
し
て
の
発

展
は
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
は
信
仰

の
た
め
の
富
士
登
山
の
拠
点
と
し
て
栄

え
、
明
治
に
入
る
と
日
本
に
居
留
し
て
い

る
外
国
人
や
富
裕
層
の
避
暑
地
と
し
て
発

展
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
に
入
る
と
、
鉄

道
や
中
央
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
っ
て
都

心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
首
都
圏

近
郊
か
ら
手
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
観
光

地
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
前
か
ら
外
国
人
旅
行
者
は
多
か
っ
た

が
、
国
全
体
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
好
調
な

こ
と
、
ま
た
こ
れ
と
関
連
し
て
訪
日
外
国

人
旅
行
者
に
人
気
が
高
い
観
光
地
を
つ
な

ぐ
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
上
に
富
士
河

口
湖
町
が
位
置
し
て
お
り
、
特
に
日
本
を

初
め
て
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
必
ず

立
ち
寄
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
年
は
以
前
に
も
増
し
て
多
く
の
訪

日
外
国
人
旅
行
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

東
京
か
ら
河
口
湖
行
き
の
高
速
バ
ス
内

は
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
飛
び
交
っ
て
お

り
、
河
口
湖
周
辺
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
む
外
国
人
旅
行
者
や
、
富
士
山
を

背
景
に
自
撮
り
棒
を
使
っ
て
写
真
撮
影
を

す
る
外
国
人
旅
行
者
、
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス

を
引
い
て
歩
道
を
歩
く
外
国
人
旅
行
者

な
ど
、
町
内
の
至
る
と
こ
ろ
で
外
国
人
旅

行
者
に
遭
遇
し
、
富
士
河
口
湖
町
が
日
本

を
代
表
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
観
光
地

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

富
士
河
口
湖
町
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者

　

富
士
河
口
湖
町
を
訪
れ
る
外
国
人
宿
泊

者
数
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
急
激
に
増

加
し
、２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
は
過
去

最
高
の
54
・４
万
人
と
なった
（
表
１
）。
主

要
国
の
内
訳
は
中
国（
31
％
）、台
湾（
19
％
）、

タ
イ
（
18
％
）
で
（
注
２
）、こ
こ
数
年
の
傾
向

で
は
、韓
国
を
除
く
東
ア
ジ
ア
（
中
国
、台
湾
、

香
港
）
と
、
東
南
ア
ジ
ア
（
タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、マレ
ー
シ
ア
）
か
ら
の
旅
行
者
が
多
い
。

特
に
近
年
は
、タ
イ
か
ら
の
旅
行
者
が
増
え

てい
る
。

　

団
体
ツ
ア
ー
客
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト

を
５
～
６
泊
程
度
か
け
て
回
り
、
河
口
湖

周
辺
ま
た
は
箱
根
周
辺
で
１
泊
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
そ
の
他
に
富
士
山
静
岡
空
港

か
ら
入
国
し
て
富
士
山
、
伊
豆
、
箱
根
に

立
ち
寄
り
、
東
京
に
向
か
う
ツ
ア
ー
も
あ

る
よ
う
だ
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
東
京
発
、
東
京
戻

り
も
多
い
。
な
お
、
近
年
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
増

え
て
き
て
い
る
（
図
）。

　

ま
た
、
町
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
の

特
徴
と
し
て
、
季
節
変
動
が
少
な
い
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
桜
好
き
の
タ
イ
人
が
タ
イ

の
旧
正
月
「
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
」
を
利
用
し

て
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
こ
と
も
影
響
し
、オムニバスに並ぶFIT

2事例
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表1   富士河口湖町のこれまでの取り組みと旅行者の推移

実施年 延べ観光客数
（単位：万人）
（注1）

外国人宿泊者数
（単位：万人） 観光に関係する主な出来事 外国人誘致関連施策

1999 1,356 海外セールス開始 ●

ソウルにてトップセールス（2月） ●

2000 1,383 JRデスティネーションキャンペーン「ときめく旬感 ! 
山梨ロマン街道」／成人の日、体育の日が毎年3
連休になるハッピーマンデーがスタート

広州にてトップセールス ●

台北にてセールス ●

2001 1,223 ユニバーサルスタジオジャパン オープン／東京ディ
ズニーシー オープン／アメリカ同時多発テロ発生

台北にてトップセールス ●

2002 1,201 9.1 4月から学校完全週5日制になる／2002FIFAワー
ルドカップ日韓大会

多言語パンフレット（英・簡・繁）発行
台北にてセールス ●

上海にてトップセールス ●

2003 1,195 10.6 河口湖町、勝山村、足和田村が合併し富士河口湖町
発足／西湖いやしの里根場の整備開始／SARS流行

観光事業者向け中国語講座の開始（～ 2014年） ● ●

2004 1,259 14.9 富士河口湖町公認ネイチャーガイド養成講座・ガ
イドツアー開始

レトロバス（西湖・青木ヶ原線） ●

中国、香港、台湾、韓国にてセールス ●

2005 1,261 16.2 台湾、中国、香港、シンガポール、タイにてセールス・プロモーション ●

2006 1,291 17.2 上九一色村南部地域と合併、現町域となる／西湖
いやしの里根場が第1期オープン／観光活性化標
識ガイドラインに基づく標識整備計画策定

デザイン標識 ●

シンガポール、中国、香港、台湾、タイにてセールス・プロモーション ●

2007 1,372 18.8 観光立国推進基本法／観光立国推進基本計画 多言語サイトリニューアル（英・簡・韓） ●

台北、中国、エストニア、ベトナム、香港、オーストラリア、韓国
にてセールス・プロモーション ●

観光立町推進基本条例 ● ● ●

2008 1,409 17.7 JRデスティネーションキャンペーン「週末は山梨にいま
す。」／観光庁設立／四川大地震／リーマン・ショック

ベトナム、中国、台湾、オーストラリアにてセールス・プロモー
ション ●

2009 1,421 13.1 新型インフルエンザ流行／ 9月の大型連休、高速
道路の料金割引／高速道路休日1,000円開始

オーストラリア市場・FIT 満足度に関する調査 ●

シンガポール、ベトナム、中国、台湾、香港にてセールス・プロモーション ●

富士五湖全域に富士河口湖町と同じデザインの標識の導入 ●

旅行者の安全・安心対応マニュアル作成事業 ●

観光立町推進基本計画（2009 〜）
2010 1,112 18.1 尖閣問題 中国、タイ、シンガポール、台湾、香港にてセールス・プロモーション ●

2011 1,058 6.4 東日本大震災発生 「訪日外国人旅行者の受入環境整備事業（戦略拠点整備事業）（県） ●

中国、シンガポール、バンコクにてセールス・プロモーション ●

FIT 向けマップ（英、繁中）発行 ●

2012 1,101 11.0 尖閣問題 国立公園紹介サイト（県の事業、英・簡体・繁体・韓） ●

シンガポール、インドネシア、中国、台湾、韓国にてセールス・
プロモーション ●

やまなし Free Wi-Fi プロジェクト（県） ●

2013 1,173 15.8 円安 FIT 向けマップ発行（タイ、仏） ●

「食サイト」（英、簡中、繁中、韓）共用（県） ●

イタリア、タイ、インドネシア、韓国にてセールス・プロモーション ●

2014 1,148 25.2 「食」「宿」に関するニーズ調査の実施（～ 2015年）
／「新・やさしい観 光 情報提 供構想 」策定（～
2015年）／町観光 HPの構成・内容検討（～ 2015年）
／観光連盟の法人化・機能強化に向けた調査・研
究／円安

世界遺産サイト（県の事業、英・簡体・繁体・韓・インドネシア） ●

シンガポール、マレーシア、台湾、インドネシアにてセールス・プ
ロモーション ●

案内サインやサービスの多言語状況調査（～ 2015年） ●

外国人観光客の受け入れに関する各種セミナーの開催 ●

荷物預かり所開設に向けた検討・調整（～ 2015年） ●

JNTO との連携強化／各種プロモーション強化 ●

FIT 向け8カ国語ページ供用（英、簡、中、韓、仏、タイ、マレーシア） ● ●

観光立町推進基本計画後期（2014 〜）
2015 1,158 42.1 飲食施設・宿泊施設の魅力向上に関する勉強会

の実施（～ 2018年）／観光連盟の法人化に向けた
準備・調整／河口湖周遊バス・西湖周遊バス ダイ
ヤ改正

FIT 向けパンフレット（英）発行 ●

シンガポール、ベトナム、台湾、中国、フィリピン、インドネシ
アにてセールス・プロモーション ●

案内サインの改修整備（～ 2017年） ●

多言語化サービスに対する支援実施（～ 2017年） ● ●

スイス ツェルマットと友好都市協定 ●

「多言語ガイドライン講習会」開催 ● ●

2016
54.4

バスタ新宿開所／観光連盟 一般社団法人に／新
周遊バス「ブルーライン」新設／東京駅発の高速
バス運行開始／ビューポイントの整備内容検討

荷物預かり所開設・運営 ●

レトロバス（鳴沢・精進湖・本栖湖周遊バス） ●

外国人が楽しめるモデルコースづくり ●

成熟市場に対する高付加価値型旅行の提案 ●

JNTO の有効活用と連携強化 ●

エージェント・外国メディアとの情報交換の実施と積極的な情報提供 ●

レンタサイクル乗り捨てシステム実証実験 ●

トレッキングマップ（英）発行 ●

冬イベント情報発信（英・簡・繁・タイ） ●

北京、ツェルマットにてセールス・プロモーション ●

資料：富士河口湖町資料とヒアリング調査・各種資料より（公財）日本交通公社作成

①
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
増
や
す

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

消
費
単
価
を
上
げ
る

③
域
内
調
達
率
を

　
高
め
る
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従
来
閑
散
期
だ
っ
た
４
月
の
需
要
を
取
り

込
み
、
平
準
化
に
貢
献
し
て
い
る
。
日
本

人
宿
泊
者
数
が
少
な
い
閑
散
月
（
12
月

～
４
月
）
に
外
国
人
旅
行
者
を
う
ま
く

取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
内
の
観
光

産
業
に
と
っ
て
も
安
定
的
な
雇
用
創
出
な

ど
の
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

■
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を「
増
や
す
」

【
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
】

　

富
士
河
口
湖
町
で
外
国
人
旅
行
者
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
始
め
た
の
は

１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）。
当
初
は
ソ

ウ
ル
、
台
北
、
上
海
な
ど
近
場
国
の
首
都

や
主
要
都
市
を
対
象
と
し
た
海
外
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
（
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
商
談
会

で
の
出
展
、
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど

の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ（
注
４
）、
パ
ワ
ー
ブ
ロ

ガ
ー
の
誘
致
な
ど
）
を
実
施
し
、そ
の
後
、

中
国
で
は
対
象
を
青
島
、
深
圳
な
ど
地
方

都
市
に
拡
大
し
た
。
２
０
１
１
年
（
平
成

23
年
）
以
降
は
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
（
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
バ
ン
コ
ク
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
、
マ
ニ
ラ
）
も
対
象
と
し
、
10
年
以

上
継
続
的
に
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取

り
組
ん
で
い
る（
表
２
）。

【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
る
た
め
の
市
場
調

査
と
新
規
市
場
の
開
拓
】

　

ま
た
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
や
そ
れ
に
伴
う
調
査
も
実
施
し

図  FITの推移 （注3）
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資料：富士河口湖町観光連盟の資料より（公財）日本交通公社作成
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て
い
る
。
例
え
ば
、
２
０
０
９
年
（
平
成

21
年
）
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
を
見
据
え
、
欧
米

の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
目
的
と
し
た

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

外
国
人
旅
行
者
向
け
の
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
な
ど
、
受
入
整
備
の
拡
充
に
役
立
て
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
韓
国
市
場
の
シ
ェ
ア
が
全
国

と
比
較
し
て
低
い
（
16
位
・
２
０
１
６
年
）

こ
と
か
ら
、
韓
国
市
場
を
対
象
に
し
た
調

査
も
実
施
。
調
査
の
結
果
、
韓
国
市
場
よ

り
も
タ
イ
市
場
を
積
極
的
に
取
り
込
ん

で
い
く
べ
き
市
場
と
判
断
し
、
現
地
で
の

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
、
町
内
の
案
内

表
示
、
マ
ッ
プ
の
対
応
言
語
な
ど
に
タ
イ

語
で
対
応
し
て
お
り
、
施
策
決
定
の
際
の

判
断
材
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
新
規
市
場
と
し
て
ベ
ト
ナ

ム
と
ム
ス
リ
ム
を
狙
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ

ム
は
ビ
ザ
発
給
要
件
が
厳
し
い
た
め
、
当

面
は
団
体
ツ
ア
ー
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
単
価

を「
上
げ
る
」

　

積
極
的
な
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
継

続
的
に
行
っ
て
き
た
富
士
河
口
湖
町
で
は

あ
る
が
、
近
年
で
は
、
ピ
ー
ク
期
の
半
分

と
な
る
年
４
回
程
度
の
海
外
セ
ー
ル
ス
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
富
士
河
口
湖
町
観
光

課
の
久
保
氏
は
「
初
め
て
訪
れ
た
お
客
さ

ん
が
『
こ
こ
に
は
二
度
と
来
な
い
』
と
か
、

『
行
く
価
値
が
な
い
』
な
ど
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
非
常
に
怖
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
受
入
環
境
を
整
え

る
の
が
急
務
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
言

う
。
近
年
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
好
調
な
一

方
で
、
外
国
人
旅
行
者
に
来
て
も
ら
っ
た

の
は
い
い
も
の
の
、
宿
泊
施
設
や
二
次
交

通
の
受
入
態
勢
の
不
十
分
さ
か
ら
、
外
国

人
旅
行
者
が
「
ま
た
来
た
い
」
と
思
え
る

よ
う
な
満
足
で
き
る
滞
在
を
提
供
で
き
な

い
と
い
う
話
は
多
く
の
観
光
地
で
し
ば
し

ば
聞
か
れ
る
話
で
あ
る
。

　

富
士
河
口
湖
町
で
も
、
長
年
の
海
外
セ

ー
ル
ス
の
結
果
、
町
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
に
達
し
て
お
り
、
加
え
て
Ｆ
Ｉ
Ｔ
も
急

成
長
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
旅
行

者
を
「
呼
ぶ
」
段
階
か
ら
、
外
国
人
旅
行

者
に
「
満
足
し
て
も
ら
う
」
段
階
へ
と
注

力
す
べ
き
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
し
て
お
り
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
魅
力
づ
く
り
や

受
入
態
勢
の
整
備
に
注
力
し
つ
つ
あ
る
。

16.7
単位：万人

（年）
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訪問年 訪問都市 うちトップセールス

1999 ソウル（9 月） ソウル

2000 広州（4 月）、台北（10 月） 広州

2001 台北（12 月） 台北

2002 台北（11 月）、上海（12 月） 上海

2003
上海、天津、青島
他、江蘇省・上海・
浙江省

2004

上海（1 月）、上海（2 月）、天津・青島他（8 月）、
江蘇省・上海・浙江省（10 月）、広東省・香港・
台湾（10 月）、ソウル（10 月）、大連・瀋陽・北
京（11 月）、天津（12 月）

2005

台北（1 月）、広州・上海（1 月）、広州・香港（2 月）、
大連・北京（7 月）、天津・北京（9 月）、台北（10
月）、昆明（11 月）、シンガポール・バンコク（11
月）、杭州（12 月）、台北（12 月）

台北、シンガポール・
バンコク

2006

シンガポール（2 月）、河南省・鄭州（3 月）、香
港・台北（4 月）、バンコク・シンガポール（8 月）、
香港・台北（9 月）、大連（10 月）、広州（12 月）、
大連・瀋陽・北京（12 月）

香港・台北

2007

台北（5 月）、台北他（6 月）、成都（6 月）、エ
ストニア（7 月）、成都・北京（7 月）、ホーチミ
ン（8 月）、北京・天津（9 月）、香港・台北（10 月）、
広州（11 月）、シドニー他（11 月）、ソウル他（12 月）

台北

2008

ハノイ・ホーチミン（1 月）、北京・青島（2 月）、
上海・広州・香港（4 月）、北京・天津（6 月）、
台北（8 月）、上海・南京・杭州（11 月）、ブリ
スベン・シドニー（12 月）

上海・広州・香港

2009

シンガポール（2 月）、ホーチミン・ハノイ（2 月）、
北京・上海（3 月）、シンガポール（8 月）、北京・
天津（6 月）、台北・台中・高雄・香港（10 月）、
上海・昆明（11 月）

2010
北京・天津（2 月）、バンコク・シンガポール（2
月）、牡丹江・北京（6 月）、上海（8 月）、台湾・
香港・東莞（9 月）、広州（9 月）

北京・天津、牡丹江・
北京

2011 大連・北京（6 月）、シンガポール・バンコク（7
～ 8 月）

シンガポール・バ
ンコク

2012
シンガポール・ジャカルタ（2 月）、上海・蘇州・
無錫（2 月）、台北（5 月）、北京・天津（5 月）、
大連・瀋陽・長春（6 月）、ソウル（10 月）

台北、北京・天津

2013 シエナ・ローマ（10 月）、バンコク・ジャカルタ
（10 月）、ソウル（10 月）

2014 シンガポール・クアラルンプール（2 月）、台北（6
月）、ジャカルタ（9 月）

シンガポール・クア
ラルンプール

2015
シンガポール（2 月）、ハノイ・ホーチミン（2 月）、
台北（6 月）、北京・上海（7 ～ 8 月）、マニラ（10 月）、
ホーチミン・ハノイ（11 月）、ジャカルタ（11 月）

ハノイ・ホーチミン

2016 北京（2 月）、ツェルマット（7 月）、北京市延慶
県（10 月）

北京、ツェルマット、
延慶県

表2   海外セールス・プロモーションの実施記録

資料：富士河口湖町資料より（公財）日本交通公社作成

【
魅
力
を
つ
く
る
―
温
泉
掘
削
―
】

　

富
士
河
口
湖
町
は
熱
海
や
箱
根
と
同

じ
富
士
火
山
帯
に
あ
り
な
が
ら
、
温
泉
に

は
縁
が
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
避
暑
地
と
し
て

発
展
し
て
き
た
た
め
、
夏
季
に
観
光
需
要

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
冬
季
は
閑
散
期
と
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
、
石
和
温
泉
な
ど
、
周

辺
の
温
泉
観
光
地
に
宿
泊
客
を
取
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
町
で
は
昭
和
50
年
代
か
ら
温
泉
掘

削
を
行
い
、
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）

に
よ
う
や
く
掘
削
に
成
功
し
、
５
カ
所
で

温
泉
が
湧
い
た
こ
と
に
よ
り
、
冬
季
も
温

泉
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
環
境
づ

く
り
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
温
泉
掘
削
に

よ
っ
て
町
内
の
雇
用
環
境
に
も
変
化
が
生

ま
れ
た
。
従
来
、
町
内
の
宿
泊
業
な
ど
で

は
、
閑
散
期
と
な
る
12
月
～
翌
年
３
月

ま
で
の
間
は
一
度
従
業
員
と
の
雇
用
関
係

を
解
消
し
、
４
月
か
ら
新
た
に
雇
用
関
係

を
結
ぶ
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
た
が
、

温
泉
採
掘
に
よ
っ
て
、
通
年
営
業
が
可
能

と
な
り
、
安
定
的
な
雇
用
を
実
現
し
た
。

【
魅
力
を
つ
な
ぐ
―
ハ
ー
ド
（
レ
ト
ロ
バ

ス
・
オ
ム
ニ
バ
ス
）
と
ソ
フ
ト
（
モ
デ
ル

コ
ー
ス
）の
両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
―
】

　

従
来
の
河
口
湖
畔
を
中
心
と
し
た
自

然
資
源
だ
け
で
な
く
、
温
泉
と
い
う
魅
力

も
加
わ
り
、
町
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
光

資
源
が
点
在
し
て
い
る
が
、
旅
行
者
に
と

っ
て
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
こ
れ
ら

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
間
を
で
き
る
だ
け
効

率
的
に
移
動
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

町
で
は
こ
う
し
た
魅
力
を
「
つ
な
ぐ
」
た

め
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
整
備
と
し
て
は
、
観
光
バ
ス
の

「
レ
ト
ロ
バ
ス
」
と
「
オ
ム
ニ
バ
ス
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。
１
９
９
５
年
に
主
要
観
光
施

設
を
巡
る
「
河
口
湖
周
遊
バ
ス
」（
レ
ッ
ド

ラ
イ
ン
）
が
開
設
さ
れ
た
当
初
は
高
齢
者

や
女
性
を
主
な
対
象
と
し
、
運
行
は
地
元

の
富
士
急
行
バ
ス
が
担
い
、
車
両
購
入
に

係
る
費
用
の
一
部
は
町
で
補
助
、
運
行
に

際
し
て
赤
字
が
出
た
場
合
は
町
が
補ほ

填て
ん

（
注
５
）
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
開
始
し
た
。

赤
字
分
の
補
塡
を
避
け
る
た
め
、
町
で
は

施
設
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
施
策

を
打
ち
続
け
た
結
果
、
３
年
目
の

１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）
に
は
黒
字
に

転
換
し
た
。
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）

に
は
、
新
た
に
「
西
湖
周
遊
バ
ス
」（
グ
リ

ー
ン
ラ
イ
ン
）も
開
設
し
、２
０
１
４
年（
平

成
26
年
）に
は
黒
字
に
転
じ
て
い
る
。
さ

ら
に
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
「
鳴
沢
・
精

進
湖
・
本
栖
湖
周
遊
バ
ス
」（
ブ
ル
ー
ラ
イ

ン
）
を
新
設
し
、
町
内
に
は
現
在
３
本
の

バ
ス
路
線
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
路
線
増
加
だ
け
で
な
く
、
運
行
間
隔
も

レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
は
30
分
間
隔
か
ら
15
分
間

隔
と
次
第
に
短
く
な
っ
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

の
増
加
で
、
こ
れ
ら
の
バ
ス
が
果
た
す
役

割
も
年
々
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
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査
の
結
果
か
ら
、
外
国
人
旅
行
者
の
場

合
、「
見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
」
を
押
さ
え
、

移
動
効
率
に
も
配
慮
し
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス

や
食
の
情
報
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
と

い
う
結
果
を
受
け
、「
２
時
間
コ
ー
ス
（
徒

歩
）」「
半
日
コ
ー
ス（
観
光
バ
ス
）」「
一
日

コ
ー
ス（
観
光
バ
ス
）」「
半
日
コ
ー
ス（
自

転
車
）」
な
ど
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
提
示

し
た
多
言
語
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

　

町
内
に
点
在
し
て
い
る
観
光
資
源
が
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
つ
な
が
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
町
内
の
回
遊
性
の
向
上
と
、

町
内
の
滞
在
時
間
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
っ

た
消
費
機
会
の
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
。

③
域
内
調
達
率
を「
高
め
る
」　

　
「
外
国
人
旅
行
者
を
日
常
的
に
見
か
け

た
り
、
例
え
ば
自
分
の
子
ど
も
が
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
い
だ

す
と
親
も
や
る
気
に
な
っ
た
り
、
観
光
事

業
者
の
方
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に

積
極
的
に
な
る
き
っ
か
け
は
『
実
感
あ
る

も
の
』
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
、

久
保
氏
は
語
る
。
異
業
種
と
の
連
携
や
域

内
人
材
の
活
用
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
分

か
り
や
す
い
「
気
づ
き
」
が
必
要
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
も
富
士
河
口
湖
町
で
は
地
元

企
業
と
連
携
し
て
特
産
品
の
開
発
な
ど
を

行って
き
て
い
る
が
、
継
続
的
な
取
り
組
み

に
発
展
す
る
こ
と
な
く
、
ま
だ
課
題
を
残

し
て
い
る
。
今
後
は
観
光
以
外
の
業
種
事

業
者
に
「
実
感
あ
る
も
の
」
を
ど
う
見
せ
、

連
携
で
き
る
か
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

■
経
済
効
果
向
上
に
資
す
る
取
り
組

み
の
ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
課
題

　

富
士
河
口
湖
町
の
訪
日
外
国
人
旅
行

者
関
連
施
策
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
動
向
に
合
わ
せ
て
注
力
す

る
施
策
を
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
を
始
め
た

１
９
９
９
年
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
頃
ま
で
お
よ

そ
10
年
間
、
海
外
セ
ー
ル
ス
を
中
心
に
注

力
し
、
そ
の
結
果
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
町

内
の
観
光
資
源
を
ソ
フ
ト
で
「
つ
な
ぐ
」

マ
ッ
プ
、
ハ
ー
ド
で
「
つ
な
ぐ
」
観
光
周
遊

バ
ス
な
ど
は
、
単
体
で
は
訴
求
力
が
弱
い

観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
滞
在
時
間
の
延
伸
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
一
方
、
今
後
、
ま
す
ま
す
訪
日
外
国
人

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
こ

れ
ら
の
需
要
を
受
け
止
め
る
た
め
に
は
、

消
費
拠
点
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
町
で
は
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
る
店
舗
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
が
、
多
く
の
商
店
が
地
域

住
民
を
主
な
客
層
と
し
て
お
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
に
積
極
的
な
経
営
者
は
ま
だ

少
な
い
。
一
方
で
、
町
外
の
若
者
を
中
心

に
空
き
店
舗
な
ど
を
利
用
し
た
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
、
飲

食
店
な
ど
の
拠
点
も
生
ま
れ
始
め
て
お

り
、
今
後
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

商
品
の
品
揃ぞ

ろ

え
を
増
や
す
こ
と
も
重

要
と
な
る
。
近
年
で
は
地
元
企
業
に
よ
っ

て
、
土
産
物
用
の
日
本
酒
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

せ
っ
け
ん
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
販
売
さ
れ

て
い
る
が
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
と
っ

て
「
買
い
物
」
が
観
光
地
で
の
魅
力
的
な

活
動
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
で
も
菓
子
類

や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
中
心
に
消
費
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
町
内
の
産

業
と
結
び
つ
い
た
特
産
品
開
発
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
に
重
要
な

「
域
内
調
達
率
の
向
上
」
に
つ
い
て
は
課

題
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
旅
館
や
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
お
い
て
地
場
農
産
品
を

活
用
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
旅
館
や
レ
ス

ト
ラ
ン
に
と
っ
て
は
、
コ
ス
ト
に
見
合
う

か
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
や
、

で
き
る
だ
け
良
い
も
の
を
提
供
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
か
に
応

え
得
る
も
の
で
な
い
と
地
場
産
品
の
活
用

は
難
し
い
。
地
場
の
野
菜
は
生
産
量
が
少

な
く
安
定
的
な
供
給
が
難
し
い
点
も
課

題
と
な
る
だ
ろ
う
。
今
後
は
農
家
な
ど
の

異
業
種
と
の
連
携
に
期
待
し
た
い
。

　
「
富
士
河
口
湖
町
の
観
光
行
政
は
、
小

佐
野
町
長
時
代
は
町
長
自
ら
が
主
導
し
て

温
泉
掘
削
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
は
行

政
主
導
の
傾
向
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
２
０
１
６
年
に
『
富
士
河
口
湖
町
観

光
連
盟
』
が
一
般
社
団
法
人
化
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
民
間
主
導
へ
と
変
革
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
行
政
が
イ
ベ
ン

ト
準
備
や
海
外
セ
ー
ル
ス
も
率
先
し
て
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、『
富
士
河
口
湖
町
観

光
連
盟
』
が
法
人
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

行
政
本
来
の
役
割
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
や
統

計
の
整
備
に
注
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
役
割
が
明
確
化
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さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
は
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
き
ち
ん
と
行
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と

言
う
久
保
氏
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、

富
士
河
口
湖
町
で
は
観
光
施
策
面
で
新
た

な
転
換
期
を
迎
え
、
官
民
の
役
割
が
明
確

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
一
層
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
観
光
施
策
が

展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
注
１
）	観
光
客
数
に
つ
い
て
は
平
成
11
年
～
平
成
21

年
ま
で
は
「
山
梨
県
観
光
客
動
態
調
査
報
告

書 

観
光
客
月
別
一
覧
表
（
延
べ
人
数
）」 

を
、

平
成
22
年
以
降
は
「
山
梨
県
観
光
入
込
客
統

計
調
査
報
告
書 

観
光
客
圏
域
別
月
別
一
覧

表
（
延
べ
人
数
）」
を
適
用
。
調
査
期
間
は

い
ず
れ
も
暦
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
22

年
は
平
成
22
年
４
月
１
日
～
平
成
23
年
３
月

31
日
の
年
度
調
査
と
な
っ
て
い
る
。

	

な
お
、
本
稿
で
は
経
年
変
化
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
た
め
、
中
長
期
的
に
観
光

入
込
客
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
山

梨
県
観
光
客
動
態
調
査
報
告
書
」
と
「
山
梨

県
観
光
入
込
客
統
計
調
査
報
告
書
」
を
用
い

た
。
そ
の
た
め
、
①
平
成
22
年
以
降
、
調
査

方
法
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
点
、
②
富

士
河
口
湖
町
を
含
む
「
富
士
吉
田
・
河
口
湖
・

三
つ
峠
周
辺
」
と
「
本
栖
湖
・
精
進
湖
・
西

湖
周
辺
」
の
観
光
入
込
客
数
の
合
計
を
用
い

て
い
る
た
め
、
富
士
河
口
湖
町
に
加
え
、
富

士
吉
田
市
、
鳴
沢
村
も
含
ん
だ
数
値
で
あ
る

点
に
つ
い
て
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
注
２
）	富
士
河
口
湖
町
観
光
連
盟
発
表
資
料
に
よ
る
。

（
注
３
）	富
士
河
口
湖
観
光
総
合
案
内
所
の
外
国
人
来

所
者
数
。

（
注
４
）	町
単
独
で
は
な
く
、
国
、
県
、
広
域
圏
事
業

と
し
て
行
う
こ
と
が
多
い
。

（
注
５
）	上
限
額
あ
り
。

●
名古屋

白川村

高山

郡上
下呂

松本

伊那●

●

●

●

●

●

●

●

金沢
富山

【人口】89,746人（2017年3月1日現在）
【面積】2,178㎢
【年間入込客数】4,511,000人（注1）（2016年・高山市報道発表資料）
【年間外国人宿泊客数】461,253人（2016年・高山市報道発表資料）
【外国人割合】21％（注2）（2016年・高山市報道発表資料）

市町村プロフィール　岐阜県高山市

3事例

岐
阜
県
高
山
市

■
高
山
市
の
概
要

国
際
観
光
都
市
・
高
山

　

高
山
市
は
１
９
７
７
年
（
昭
和
52
年
）

に
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定

さ
れ
た
上
三
之
町
や
高
山
祭
な
ど
、
歴
史

的
文
化
資
源
や
、
温
泉
、
山
岳
景
観
な

ど
の
豊
か
な
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

で
あ
る
。
国
内
の
主
要
空
港
や
駅
か
ら
は

い
ず
れ
も
最
低
２
時
間
以
上
を
要
し
、
決

し
て
交
通
の
便
が
良
い
と
は
言
え
な
い

が
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
国
際
観
光
都
市
で
あ
る
。
近
年
、
好
調

な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
も
あ
り
、
高
山

市
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
数
は
20
年

前
の
約
10
倍
に
急
増
し
て
い
る
。

　

高
山
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
の
本
格

的
な
始
ま
り
は
１
９
８
６
年（
昭
和
61
年
）

に
飛
騨
地
域
１
市
19
町
村
が
国
際
観
光

モ
デ
ル
地
区（
注
３
）に
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
さ
か
の
ぼ
る
。
同
年
「
国
際
観
光
都
市

宣
言
」
を
行
い
、
日
本
全
体
で
は
外
国
人

旅
行
者
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
の
中
、

「
外
国
人
観
光
客
が
安
心
し
て
ひ
と
り
歩

き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

今
日
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
き
て
い
る
。

　

高
山
市
ブ
ラ
ン
ド
・
海
外
戦
略
部
長
の

田
中
氏
は
「
な
ぜ
交
通
の
便
が
悪
い
場
所

に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
来
て

い
る
の
か
聞
か
れ
ま
す
が
、
30
年
と
い
う

長
い
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
王
道
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
を

５
年
先
、
10
年
先
を
見
据
え
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。」
と
語
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
成
果
も
あ
り
、

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
に
は
「
ミ
シ

ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
ガ
イ
ド
」
で
三
つ

星
を
獲
得
し
、
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め

る
観
光
地
と
な
っ
た
。

海
外
へ
の
職
員
の
戦
略
派
遣

　

現
在
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
の
合
併
当
時

か
ら
約
７
千
人
減
の
約
９
万
人
に
ま
で
人

口
が
減
少
し
て
お
り
、
域
内
（
市
内
）
の

市
場
が
縮
小
し
て
い
く
中
、
域
外
か
ら
稼

い
で
市
民
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
海
外
か
ら
の
誘
客
・
物
販
・
交
流
を

一
体
化
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
４
月
に

「
海
外
戦
略
室
」（
当
時（
注
４
））
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
海
外
戦
略
室
の
設
置
と
同

時
に
海
外
も
含
め
た
職
員
派
遣
を
行
っ
て
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●
●

●

●
JNTO（パリ事務所）

JNTO（香港事務所）
観光庁
JETRO
JNTO

デンバー総領事館

アジア
57.9％ヨーロッパ

19.3％

北米  6.0％
中南米  1.1％

オセアニア  5.0％
アフリカ  0.2％

不詳
10.5％

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
は
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
き
ち
ん
と
行
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と

言
う
久
保
氏
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、

富
士
河
口
湖
町
で
は
観
光
施
策
面
で
新
た

な
転
換
期
を
迎
え
、
官
民
の
役
割
が
明
確

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
一
層
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
観
光
施
策
が

展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
注
１
）	観
光
客
数
に
つ
い
て
は
平
成
11
年
～
平
成
21

年
ま
で
は
「
山
梨
県
観
光
客
動
態
調
査
報
告

書 

観
光
客
月
別
一
覧
表
（
延
べ
人
数
）」 

を
、

平
成
22
年
以
降
は
「
山
梨
県
観
光
入
込
客
統

計
調
査
報
告
書 

観
光
客
圏
域
別
月
別
一
覧

表
（
延
べ
人
数
）」
を
適
用
。
調
査
期
間
は

い
ず
れ
も
暦
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
22

年
は
平
成
22
年
４
月
１
日
～
平
成
23
年
３
月

31
日
の
年
度
調
査
と
な
っ
て
い
る
。

	

な
お
、
本
稿
で
は
経
年
変
化
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
た
め
、
中
長
期
的
に
観
光

入
込
客
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
山

梨
県
観
光
客
動
態
調
査
報
告
書
」
と
「
山
梨

県
観
光
入
込
客
統
計
調
査
報
告
書
」
を
用
い

た
。
そ
の
た
め
、
①
平
成
22
年
以
降
、
調
査

方
法
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
点
、
②
富

士
河
口
湖
町
を
含
む
「
富
士
吉
田
・
河
口
湖
・

三
つ
峠
周
辺
」
と
「
本
栖
湖
・
精
進
湖
・
西

湖
周
辺
」
の
観
光
入
込
客
数
の
合
計
を
用
い

て
い
る
た
め
、
富
士
河
口
湖
町
に
加
え
、
富

士
吉
田
市
、
鳴
沢
村
も
含
ん
だ
数
値
で
あ
る

点
に
つ
い
て
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
注
２
）	富
士
河
口
湖
町
観
光
連
盟
発
表
資
料
に
よ
る
。

（
注
３
）	富
士
河
口
湖
観
光
総
合
案
内
所
の
外
国
人
来

所
者
数
。

（
注
４
）	町
単
独
で
は
な
く
、
国
、
県
、
広
域
圏
事
業

と
し
て
行
う
こ
と
が
多
い
。

（
注
５
）	上
限
額
あ
り
。

順位 国名 人数（人） 構成比
1 位 台湾 74,396 20.4％
2 位 香港 38,190 10.5％
3 位 タイ 30,402 8.3％
4 位 中国 17,135 4.7％
5 位 アメリカ 16,914 4.6％
6 位 オーストラリア 16,877 4.6％
7 位 スペイン 16,084 4.4％
8 位 シンガポール 12,115 3.3％
9 位 マレーシア 11,285 3.1％

10 位 イギリス 10,982 3.0％
資料：「平成27年観光統計」（高山市）より（公財）日本交通公社作成

資料：高山市へのヒアリング調査より（公財）日本交通公社作成

旅
行
者
も
増
え
始
め
て
い
る（
表
１
）。

　

日
本
人
旅
行
者
の
ピ
ー
ク
は
夏
休
み
の

８
月
と
な
っ
て
お
り
、
通
常
、
冬
季
は
閑

散
期
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
ア

ジ
ア
か
ら
の
旅
行
者
が
増
え
、
現
在
は
年

間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
旅
行
者
が

往
来
し
て
い
る
。

■
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を「
増
や
す
」

　

高
山
市
で
は
特
定
の
国
や
地
域（
市
場
）

に
注
力
す
る
よ
う
な
誘
客
を
行
っ
て
い
な

い
。
観
光
は
天
災
や
政
治
不
安
な
ど
の
外

部
環
境
の
変
化
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
特

定
の
市
場
に
絞
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が
大
き

い
と
い
う
考
え
方
か
ら
だ
。
あ
え
て
「
選

択
と
集
中
を
し
な
い
」
戦
略
に
基
づ
い
て

高
山
市
が
進
め
る
取
り
組
み
と
は
―
。

【
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
き
っ
か
け
と
し
た

継
続
的
な
セ
ー
ル
ス
活
動
】

　

現
市
長
が
就
任
し
て
以
降
、
年
間
５
回

程
度
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
て
い

る
。
決
し
て
少
な
く
は
な
い
回
数
だ
が
、

ま
ず
は
市
長
が
相
手
国
の
企
業
の
ト
ッ
プ

い
る
。
派
遣
さ
れ
た
職
員
は
派
遣
先
の
業

務
に
加
え
、
本
庁
の
職
員
や
部
署
と
連
携

し
て
関
係
事
業
者
や
機
関
に
対
す
る
営

業
活
動
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の

研
修
を
主
目
的
と
し
た
派
遣
と
は
異
な

り
、
高
山
市
の
職
員
と
し
て
ど
の
よ
う
に

活
動
す
る
か
を
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
戦
略
派
遣
」

と
名
付
け
て
い
る
。
現
在
は
、
30
～
40
代

の
職
員
を
中
心
に
観
光
庁
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
東
京
、
香
港
、
パ
リ
）、
外

務
省
デ
ン
バ
ー
総
領
事
館
、
セ
ン
ト
レ
ア

に
派
遣
し
て
い
る
（
図
１
）。

高
山
市
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に
高
山
市

を
訪
れ
た
観
光
客
は
４
５
１
万
人
と
な
っ

て
お
り
、
宿
泊
客
は
そ
の
約
半
数
の

２
１
９
万
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
旅
行
者

（
宿
泊
者
）
は
46
万
人
（
21
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
高
山
市
を
訪
れ
る
訪
日
外
国
人
の

特
色
と
し
て
、
欧
米
豪
の
割
合
が
日
本
全

体
の
構
成
比
と
比
較
し
て
高
い
こ
と
が
特

徴
で
あ
る（
図
２
）。
し
か
し
、
以
前
は
上

位
10
位
圏
外
だ
っ
た
中
国
が
４
位
ま
で
浮

上
す
る
な
ど
、
近
年
で
は
ア
ジ
ア
か
ら
の

図2   外国人宿泊者の国籍別構成比

資料：
「平成27年観光統計」（高山市）より
（公財）日本交通公社作成

表1   外国人宿泊者数上位10カ国

図1   高山市職員の派遣先
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実施年 観光客数
（単位：万人）

外国人宿泊者数
（単位：万人） 観光に関係する主な出来事 外国人誘致関連施策

1960 アメリカコロラド州デンバー市と姉妹都市提携 ●

1965 初の敬老の日
1966 19.2 上三之町街並保存会結成。国鉄の周遊地に指定される／初

の建国記念の日
1968 38.0 観光映画「飛騨の高山」が全日本観光映画コンクールで16ミ

リ部門最優秀賞を受賞
1970 66.0 国鉄キャンペーン「ディスカバージャパン」「心のふるさと飛騨

高山」として全国的に注目を浴びる
1971 104.3 長野県松本市と姉妹都市提携
1973 162.6 第一次石油ショック／乗鞍スカイライン開通
1976 205.2 
1979 193.4 第二次石油ショック
1982 185.6 社団法人飛騨高山観光協会発足（高山観光協会から法人化）

／東北新幹線開業／上越新幹線開業
1984 197.0 高山本線全線開通・高山駅開業50周年
1985 186.8 英語版観光パンフレット作成（JNTO） ●

1986 230.8 国際観光都市宣言。国際観光モデル地区に指定 ●
観光案内誘導看板整備（英文併記） ●

1987 212.2 飛騨観光案内所（JR 高山駅前）「i」案内所に指定 ●

1989 218.8 首都圏キャンペーン開始
1990 251.8 特急「ワイドビューひだ」高山－名古屋間8往復 五カ国語会話集作成（英・仏・独・韓・中） ●

1992 3.5 
1993 2.4 
1994 230.5 3.0 高山本線全線開通・高山駅開業60周年記念 SL 運行
1995 2.3 
1996 230.2 2.4 関西キャンペーン開始。旅フェアに出展開始 インターネットによる観光情報発信開始（日・英） ●

1997 2.9 
1998 293.2 3.3 東海北陸自動車道と名神高速道路一宮 JCT 接続／飛騨高山

温泉利用組合設立
外客来訪促進地域に指定 ●
ウエルカムマップ（英語）作成。 ●
中国語（繁体字）版パンフレット作成（JNTO） ●

1999 269.7 4.0 特急「ワイドビューひだ」高山－名古屋間10往復。特急「ワイドビュー
ひだ」高山―大阪間1往復。東海北陸自動車道荘川 IC 供用開始

飛騨・高山コンベンションビューロー設立 ● ● ●
国際会議都市に指定 ● ●

2000 268.0 3.7 
2001 321.8 4.0 飛騨高山ふれあい 21事業（観光客300万人突破） 中国語（簡体字）版観光パンフレット作成（JNTO） ●

2002 318.3 4.8 飛騨高山ふれあい 21パートⅡ事業／メイヒライナー増便高山
－名古屋間9往復

中国雲南省麗江市と友好都市提携 ●
観光ホームページに中国語（繁体字）と韓国語を追加 ●

2003 300.8 4.8 飛騨ふれあい 21パートⅢ事業／乗鞍スカイラインで環境保護
のためマイカー規制開始

観光ホームページに中国語（簡体字）を追加 ●

2004 281.7 6.1 第1回優秀観光地づくり賞金賞・国土交通大臣賞受賞／中部
縦貫自動車道高山西 IC 供用開始

観光ホームページにドイツ語、フランス語、イタリア
語を追加 ●

2005 425.7 9.0 合併により新・高山市が誕生／中部国際空港（セントレア）
開港／愛・地球博開催

2006 419.4 10.7 
2007 434.5 13.2 JR6 社による岐阜県ディスティネーションキャンペーン／ミシュ

ラン・オレンジブックにて三つ星獲得
外国語版ぶらり散策マップ作成（英語・中国語簡体字・
中国語繁体字・フランス語・イタリア語） ●

2008 426.1 17.1 フランス語版観光パンフレット作成（JNTO） ●
外国語版ぶらり散策マップ作成（スペイン語・ドイツ語） ●
CITM2008（上海）に出展（高山市単独） ●
観光ホームページにタイ語を追加 ●

2009 404.0 14.8 松本・高山・金沢・白川郷誘客協議会を設立 BITE2009（北京）に出展（高山市単独） ●
ITE2009（香港）に出展（高山市単独） ●
CITM2009（昆明）に出展（高山市単独） ●
外国語版ぶらり散策マップ作成（韓国語） ●

2010 381.2 18.7 外国語版ぶらり散策マップ作成（タイ語） ●
WTF2010（上海）に出展（クレア北京のブースに参加） ●

2011 348.1 9.5 東日本大震災発生 海外戦略室設置（国際誘客、外販、文化交流） ● ●
外 国 語 ホームペー ジ 全 面リニ ューアル。 英 語 版
facebook（SNS）、中国版ウェイボ（SNS）。 ●

受入環境水準向上事業 ●
TITF2011（タイ）に出展（広域連携） ●
CITE（広州）に出展（高山市単独） ●

2012 376.9 15.1 観光庁長官表彰 昇龍道プロジェクトへ参加 ●

古い町並み等外国語ガイド ●
ルーマニア シビウ市と友好都市提携 ●
ソラマチタウン ラ・ソラシドでの飛騨の食材 PR ● ●

2013 394.5 22.5 北陸飛騨3つ星街道誘客推進協議会設立、飛騨地酒ツーリズ
ム協議会設立。飛騨高山おもてなし文化振興協会設立

ペルー共和国ウルバンバ郡と友好都市提携 ●

2014 402.5 28.0 無料 Wi-Fi スポット12カ所整備
2015 434.1 36.4 北陸新幹線開業 外国語版ぶらり散策マップ作成（ヘブライ語） ●

表2   高山市のこれまでの取り組みと旅行者の推移

資料：高山市資料（注1）とヒアリング調査・各種資料より（公財）日本交通公社作成

①
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
増
や
す

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

消
費
単
価
を
上
げ
る

③
域
内
調
達
率
を

　
高
め
る
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と
商
談
し
、
そ
の
後
、
現
場
に
引
き
継
ぐ

と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
実
績
を
上
げ
て
い

る
。
現
場
に
引
き
継
が
れ
た
後
の
留
意
点

と
し
て
、
田
中
氏
は
「
自
治
体
だ
け
で
海

外
セ
ー
ル
ス
を
し
て
も
大
き
な
成
果
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
民
間
事
業
者

に
中
心
と
な
っ
て
交
渉
を
し
て
も
ら
い
、

行
政
は
そ
の
下
支
え
を
す
る
こ
と
が
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
語
る
。
田
中
氏

に
よ
る
と
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
後
の
フ
ォ

ロ
ー
も
重
要
と
な
る
。
一
度
訪
問
し
て
終

了
す
る
の
で
は
な
く
、
毎
月
も
し
く
は
そ

れ
に
近
い
形
で
セ
ー
ル
ス
を
継
続
す
る
こ

と
が
先
方
と
の
関
係
構
築
に
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

【
Wi-

Fi
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
の
獲
得
】

　

高
山
市
で
は
外
国
人
旅
行
者
に
対
し

て
、
ま
ち
な
か
で
７
日
間
無
料
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

「Free W
i-Fi TA

K
AYA

M
A

」
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
の
目
的
の
１

点
目
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
外
国
人

旅
行
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
提
供
、
２
点
目
は
高
山
の
天
候
の
変
化

や
季
節
の
催
し
な
ど
、
滞
在
中
の
旬
な
情

報
提
供
、
３
点
目
が
Wi-

Fi
登
録
の
際
に

得
た
情
報
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す

る
こ
と
で
あ
る
。
外
国
人
旅
行
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
自
分
の
国
へ
戻
っ
て

も
高
山
の
情
報
を
希
望
す
る
人
が
25
％

程
度
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
高
山
市
が
海
外
の

旅
行
博
に
出
展
す
る
際
は
そ
の
国
に
居
住

し
て
い
る
人
を
対
象
に
案
内
メ
ー
ル
を
送

付
す
る
な
ど
、
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

【
市
場
ご
と
に
異
な
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
】

　

高
山
市
で
は
海
外
旅
行
者
向
け
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
高
山
に
来
る
前
の
旅
行
者
を

対
象
に
海
外
で
配
布
す
る
も
の
１
種
類
、

高
山
に
来
て
い
る
旅
行
者
を
対
象
に
市
内

で
配
布
す
る
も
の
２
種
類
の
合
計
３
種
類

を
作
成
し
て
い
る
。
海
外
で
配
布
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
写
真
を
メ
イ
ン
と

し
、
詳
細
な
情
報
は
あ
え
て
掲
載
し
て
い

な
い
。
当
初
は
ど
の
市
場
に
向
け
て
も
同

じ
デ
ザ
イ
ン
、内
容
を
掲
載
し
て
い
た
が
、

あ
る
時
、
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
参
加
者
か
ら

の
指
摘
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
対

象
国
ご
と
に
デ
ザ
イ
ン
や
内
容
を
変
更
し

た（
図
３
）。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
や
内

容
は
市
役
所
内
部
で
意
見
を
出
し
合
っ
て

作
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語

版
で
は
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
パ
リ
事
務
所
に
駐
在
し

て
い
た
職
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
北

ア
ル
プ
ス
の
写
真
を
、
韓
国
は
山
岳
、
ゴ

ル
フ
、
温
泉
な
ど
の
需
要
が
あ
る
た
め
山

岳
を
メ
イ
ン
に
し
た
写
真
を
、
タ
イ
人
は

桜
を
好
む
た
め
、
高
山
祭
と
桜
が
入
っ
た

写
真
を
採
用
し
た
。
な
お
、
英
語
は
高
山

祭
と
桜
シ
ー
ズ
ン
の
２
種
類
を
作
成
し
て

い
る
。
桜
シ
ー
ズ
ン
に
つ
い
て
は
桜
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を

主
な
対
象
国
と
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
く

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

活
用
し
て
い
る
。

出典：飛騨高山観光公式サイト（注5）

図3   市場別に表紙が異なるパンフレット

スペイン語
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に
来
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の

国
内
の
有
名
観
光
地
に
も
必
ず
立
ち
寄
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
広
域
連
携
に
も
か
な

り
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
控
え
て
外
国
の
方
に
地
方
に
来
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
県
境
を
越
え
て
協
力

し
な
い
と
大
き
な
動
き
に
発
展
し
ま
せ

ん
。
極
端
な
こ
と
を
言
う
と
、
我
々
は
通

過
点
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と

語
る
。
冒
頭
で
も
触
れ
た
通
り
、
高
山
は

ア
ク
セ
ス
面
で
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
を
認

識
し
た
上
で
集
客
増
に
向
け
た
手
段
の
一

つ
と
し
て
広
域
連
携
を
活
用
し
て
い
る 

（
表
３
）。

　

例
え
ば
、
松
本
、
白
川
、
金
沢
は
「
広

域
ル
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
が
出
始
め
る
前

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
と
も
に
進

め
て
き
て
お
り
、
海
外
セ
ー
ル
ス
へ
出
向

い
た
際
は
お
互
い
の
都
市
も
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ

ど
の
密
な
連
携
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
訪
日
イ
ス
ラ
エ
ル
人

の
３
割
が
高
山
を
訪
問
し
て
い
る
。
第
二

次
世
界
大
戦
中
に
迫
害
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人

に
ビ
ザ
を
発
給
し
た
杉
原
千ち

畝う
ね

の
出
生
地

で
あ
る
八
百
津
町
（
岐
阜
県
）
と
ユ
ダ
ヤ

人
が
上
陸
し
た
敦
賀
港
が
あ
る
敦
賀
市

（
福
井
県
）
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
聖
地

で
あ
り
、
そ
の
２
つ
の
訪
問
地
の
間
に
あ

る
金
沢
、
高
山
へ
の
訪
問
が
増
え
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
八
百
津
町
、
高

山
市
、金
沢
市
、白
川
村
、敦
賀
市
で
「
杉

原
千
畝
ル
ー
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は

広域ルート名 連携地域
３つ星街道 松本市、高山市、白川村、南砺市、金沢市
飛騨地域 高山市、下呂市、飛騨市、白川村
昇龍道 中部9県
杉原千畝 八百津町、高山市、金沢市、白川村、敦賀市

中央道沿線 新宿、富士河口湖町、松本市、高山市、白川村、金沢市、飛騨市、
下呂市／京王電鉄、富士急山梨バス、地域バス事業者

日本ラグジュアリートラベルアライアンス 札幌市、石川県、高山市、京都府、京都市、和歌山県、奈良市
ジャパンアルプス観光都市 松本市、塩尻市、富山市、大町市、飛騨市、安曇野市、高山市
セントレア 名古屋市、金沢市、セントレア、高山市

図4  月別シェア
※高山市の宿泊客全体と外国人宿泊客（年間の宿泊者数を100とした時の月別の割合）

資料：「高山市の海外戦略への挑戦～実績へのこだわり～」（高山市）より作成

イ
ス
ラ
エ
ル
を
突
破
口
に
ア
メ
リ
カ
を
中

心
と
し
た
世
界
に
広
が
る
ユ
ダ
ヤ
人
市
場

に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

そ
の
他
、「
昇
龍
道
」「
日
本
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
ト
ラ
ベ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」（
京

都
市
が
中
心
と
な
り
、
海
外
富
裕
層
の

表3   高山市の主な広域ルートの取り組み

15％

10％

5％

0％
1月　　2月　　3月　　4月　　5月　　6月　　7月　　8月　　9月　　10月　　11月　　12月

資料：「平成27年観光統計」（高山市）より（公財）日本交通公社作成

全体　　　外国人

【
閑
散
期
を
埋
め
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
】

　

従
来
、
冬
季
は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た

が
、
最
近
は
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
雪
需
要

な
ど
も
あ
り
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て

い
る
。
以
前
は
閑
散
期
対
策
と
し
て
首
都

圏
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
商
品
を
バ

ス
会
社
と
旅
館
組
合
と
で
一
緒
に
造
成
し

て
セ
ー
ル
ス
し
て
い
た
が
、
昨
年
は
中
国

人
旅
行
者
が
急
増
し
、
春
節
の
頃
に
は
宿

泊
施
設
が
不
足
し
、
以
前
か
ら
造
成
し
て

い
た
国
内
向
け
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

月
別
の
変
動
を
見
る
と
、
宿
泊
客
全
体

は
８
月
が
最
も
多
く
年
間
の
宿
泊
客
数
の

14
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
外
国
人
は
４
月

が
最
も
多
く
、
年
間
の
宿
泊
客
数
の
16
％

と
なって
い
る
（
図
４
）。
４
月
は
宿
泊
客
全

体
で
は
ボ
ト
ム
期
に
あ
た
る
が
、
落
ち
込

む
需
要
を
外
国
人
需
要
で
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
高
山
市
の
よ
う
に
日
本
人
市
場
と
イ

ンバ
ウ
ン
ド
市
場
な
ど
、
複
数
の
市
場
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よって
繁
閑
の
差
を
埋

め
る
こ
と
につ
な
が
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
広
域
ル
ー
ト
を
活
用
し
た
立
ち
寄
り
機

会
の
創
出
】

　

田
中
氏
は
「
外
国
人
の
方
は
高
山
だ
け
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観
光
客
誘
客
を
目
指
す
自
治
体
と
連
携

し
、
富
裕
層
に
訪
問
先
と
し
て
日
本
を
認

識
し
て
も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
、
受
入
環
境

整
備
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
組
織

さ
れ
た
団
体
）「
ジ
ャ
パ
ン
ア
ル
プ
ス
観

光
都
市
」（
中
部
山
岳
国
立
公
園
に
含
ま

れ
る
松
本
市
、
塩
尻
市
、
富
山
市
、
大
町

市
、
飛
騨
市
、
安
曇
野
市
、
高
山
市
の
７

市
の
観
光
都
市
で
構
成
）
な
ど
で
広
域
連

携
に
参
加
し
て
お
り
、
負
担
金
を
出
し
合

い
、
協
議
会
と
し
て
共
同
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
単
価

を「
上
げ
る
」

　
「
我
々
は
年
に
数
回
し
か
飛
騨
牛
は
食

べ
ま
せ
ん
が
、
外
国
の
方
は
飛
騨
牛
を
ど

ん
ど
ん
消
費
し
て
く
れ
る
。
近
所
の
飲
食

店
の
店
主
に
“
あ
な
た
た
ち
が
来
る
よ
り

も
外
国
の
方
が
来
る
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
儲も

う

か
る
”
と
冗
談
で
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
外
国
人
旅

行
者
は
価
値
を
見
い
だ
し
た
ら
し
っ
か
り

と
お
金
を
使
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
日
々
感

じ
て
い
ま
す
。」
と
田
中
氏
が
語
る
通
り
、

外
国
人
と
日
本
人
の
消
費
形
態
は
異
な

る
。
外
国
人
に
高
山
市
内
で
消
費
し
て
も

ら
う
た
め
に
ど
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

【
誘
客
と
物
販
を
組
み
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン

ド
化
へ
の
取
り
組
み
】

　

高
山
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
飛
騨
牛
、

飛
騨
家
具
や
伝
統
工
芸
品
、
古
酒
な
ど
の

地
場
産
品
を
中
心
に
海
外
展
開
を
図
る

施
策
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

も
と
も
と
飛
騨
牛
は
生
産
量
が
少
な

く
、
９
割
弱
が
県
内
で
消
費
さ
れ
、
あ
ま

り
出
回
ら
な
い
た
め
、
海
外
で
の
認
知
度

は
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
が
、
海
外

に
派
遣
し
て
い
る
職
員
を
通
じ
て
、
香
港

や
パ
リ
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
や
有
名
店
で

扱
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
、

香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
高
山
で
販

売
さ
れ
る
価
格
の
５
倍
程
度
の
価
格
で
販

売
し
て
い
る
。
海
外
で
提
供
、
販
売
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
「
飛
騨
高
山
ブ
ラ
ン
ド
」

を
向
上
さ
せ
、
外
国
人
旅
行
者
に
現
地
で

安
く
て
新
鮮
な
飛
騨
牛
を
食
べ
た
い
と
い

う
意
欲
を
喚
起
し
て
い
る
。
実
際
に
、
古

い
町
並
み
に
は
飛
騨
牛
の
串
焼
き
、
握
り

寿
司
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
肉
ま
ん
な
ど
の
店
舗

が
軒
を
連
ね
、
食
べ
歩
き
を
し
て
い
る
外

国
人
に
も
数
多
く
遭
遇
し
た
。
ま
た
、
飛

騨
牛
を
食
べ
る
と
１
人
当
た
り
の
消
費
単

価
が
上
が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
結
果
的
に
飛
騨
牛
を
食
べ
る
こ
と
が

多
い
外
国
人
旅
行
者
の
単
価
を
上
げ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
飛
騨
家
具
も
海
外
へ
輸
出
し
て

お
り
、
高
山
へ
来
た
中
国
人
が
８
万
円
の

家
具
を
購
入
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い

う
。
飛
騨
家
具
や
伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て

は
、
そ
の
価
値
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
と

そ
う
で
な
い
人
に
よ
っ
て
関
心
の
持
ち

方
、
消
費
の
仕
方
が
異
な
る
た
め
、
幅
広

く
興
味
、
関
心
が
持
た
れ
る
飛
騨
牛
と
比

べ
て
若
干
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
る
が
、
海

外
で
の
Ｐ
Ｒ
が
「
飛
騨
高
山
ブ
ラ
ン
ド
」

を
確
立
し
、
消
費
を
喚
起
し
た
一
例
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

飛
騨
牛
や
飛
騨
家
具
へ
の
取
り
組
み

は
、
海
外
販
路
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
収
益
を
上
げ
、
市
内
の
産
業
や
事
業
者

が
潤
う
こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
海
外
で
高
山
市
の

地
場
産
品
を
「
知
っ
て
も
ら
う
（
価
値
を

理
解
し
て
も
ら
う
）」
そ
し
て
「
高
山
で

食
べ
て
も
ら
う
」
と
い
う
循
環
を
作
り
出

す
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、

誘
客
・
物
販
・
交
流
を
一
体
化
し
て
取
り

組
む
海
外
・
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
部
な
ら
で
は

の
取
り
組
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

③
域
内
調
達
率
を「
高
め
る
」

　

田
中
氏
は
「
高
山
市
で
海
外
セ
ー
ル
ス

や
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
行
え
る

の
は
、
十
分
に
活
動
で
き
る
予
算
を
組
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
重
要
な
こ
と
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で

市
民
の
何
に
つ
な
が
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
取
り
組
む
こ
と
を
常
に
意
識
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。」
と
語
る
。
外
国

人
旅
行
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民

に
ど
の
よ
う
に
還
元
さ
れ
る
か
、
市
民
の

雇
用
、
所
得
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
は
、

経
済
効
果
向
上
を
考
え
る
上
で
重
要
で

飛騨牛の握り寿司
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す
る
た
め
に
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、

客
単
価
の
向
上
、
そ
し
て
そ
れ
を
従
業
員

の
所
得
に
還
元
す
る
好
循
環
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。」
と
語
る
。

■
経
済
効
果
向
上
に
資
す
る
取
り
組

み
の
ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
課
題

　

高
山
市
で
は
、
①
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
「
増
や
す
」
取
り
組
み
や
、
②
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
消
費
単
価
を「
上
げ
る
」

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
30
年
か
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
お
り
、

観
光
消
費
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
②
に
つ
い
て

は
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
迎
え
る
宿
泊
施
設
を
誘
致

す
る
た
め
に
ホ
テ
ル
建
設
投
資
を
促
す
取

り
組
み
や
、
夜
遅
く
夕
食
を
取
る
外
国

人
旅
行
者
の
需
要
を
受
け
止
め
る
た
め
、

飲
食
店
の
開
店
時
間
を
延
長
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
今
後
は
進
め
て
い
く
。

　

し
か
し
、③
域
内
調
達
率
を
「
高
め
る
」

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
今
後
も
積
極
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

既
に
飛
騨
牛
や
飛
騨
家
具
は
海
外
で
の
販

路
拡
大
と
市
内
で
の
消
費
を
組
み
合
わ
せ

た
取
り
組
み
に
成
功
し
て
い
る
が
、
飛
騨

牛
は
高
山
だ
け
で
な
く
、
岐
阜
県
で
生
産

さ
れ
た
牛
肉
で
あ
れ
ば
よ
い
た
め
、
必
ず

し
も
市
内
調
達
で
は
な
い
こ
と
、
飛
騨
家

具
は
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

生
産
量
が
少
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

さ
ら
に
域
内
調
達
率
を
高
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
市
内
で
一
定
の
生
産
量
が
あ
る
ホ

ウ
レ
ン
草
、
ト
マ
ト
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
な

ど
の
農
産
品
に
つ
い
て
も
「
飛
騨
高
山
ブ

ラ
ン
ド
」
化
を
図
る
な
ど
、
誘
客
と
物
販

を
一
体
化
し
た
取
り
組
み
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
や
、
市
内
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で

さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

田
中
氏
は
「
飛
騨
の
農
村
集
落
を
サ
イ

ク
リ
ン
グ
す
る
『
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ（
注

６
）』が
外
国
人
の
方
に
好
評
で
す
が
、我
々

か
ら
す
れ
ば
ご
く
普
通
の
農
村
風
景
で

す
。
彼
ら
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
感
動
し
て
い

る
の
か
と
考
え
た
時
に
、
農
村
風
景
を
通

し
て
飛
騨
で
は
な
く
、
日
本
の
原
風
景
を

感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る

と
、
必
ず
し
も
我
々
が
売
り
た
い
も
の
が

外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
い
い
も
の
と
は

限
ら
な
い
。
高
山
市
特
産
の
朴ほ

お

葉ば

み
そ
は

必
ず
し
も
外
国
人
が
食
べ
た
い
も
の
と
は

限
ら
な
い
の
で
す
。」
と
い
う
言
葉
通
り
、

外
国
人
旅
行
者
と
日
本
人
旅
行
者
の
違

い
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
外
国
人
旅
行
者
は
一
部
の
ハ
ー
ド
リ

ピ
ー
タ
ー
を
除
き
、
地
方
の
魅
力
に
関
心

を
持
つ
ほ
ど
日
本
に
精
通
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。「
売
り
た
い
も
の
」
を
優
先

的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
地
域

に
来
て
い
る
外
国
人
旅
行
者
が
何
を
求
め

て
い
る
の
か
を
見
極
め
、
地
域
と
し
て
何

を
ど
う
提
供
で
き
る
か
と
い
う
視
点
も
現

段
階
で
は
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
か
き
し
ま　

あ
か
ね
）

（
注
１
）	宿
泊
客
・
日
帰
り
客
の
合
計
。

（
注
２
）	高
山
市
の
宿
泊
者
に
対
す
る
外
国
人
宿
泊
者

の
割
合
。

（
注
３
）	日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
が
安
心
し
て

一
人
旅
で
き
る
よ
う
、
ま
た
日
本
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
１
９
８
４
年
に
運
輸

省
（
現
国
土
交
通
省
）
が
打
ち
出
し
た
施
策
。

外
国
人
旅
行
者
に
訴
求
す
る
地
域
資
源
を
有

し
、
受
入
態
勢
も
整
備
さ
れ
て
い
な
が
ら
外

国
人
旅
行
者
が
少
な
か
っ
た
地
区
の
中
か
ら

モ
デ
ル
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

（
注
４
）	現
在
は
「
ブ
ラ
ン
ド
・
海
外
戦
略
部
」
の
中

に
「
海
外
戦
略
課
」
と
「
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
」

が
存
在
す
る
。

（
注
５
）	http://kan

kou
.city.takayam

a.
lg.jp/2000502/2000505.htm

l

（
注
６
）	詳
細
は『
観
光
文
化
』２
３
２
号
P
20-

24「
飛

騨
の
里
山
か
ら
世
界
へ
ク
ー
ル
な
田
舎
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
」
を
参
照
。

あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
高
山
市
で

も
苦
戦
し
て
い
る
。

【
観
光
業
に
従
事
す
る
人
材
確
保
が
急
務
】

　

高
山
市
の
若
者
は
地
元
の
高
校
を
卒

業
後
、
大
阪
や
東
京
な
ど
の
大
学
に
進
学

し
、
そ
の
ま
ま
就
職
す
る
こ
と
が
多
く
、

若
い
働
き
手
が
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
の
現
場
で

も
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て

お
り
、
一
部
、
ス
キ
ー
場
の
経
営
と
農
業

を
行
う
副
業
化
も
見
ら
れ
る
が
、
根
本

的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
田
中
氏

は
「
若
い
人
に
と
っ
て
、
観
光
業
は
賃
金

が
低
く
、
魅
力
を
感
じ
ら
れ
な
い
産
業
と

し
て
目
に
映
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
を
解
決 古い町並みで写真撮影をする外国人旅行者

15_32_特集02.indd   32 2017/03/31   午後6:13



33 特集◉外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには
特集3 地域資源を活かした訪日外国人消費促進——観光地での消費活動別に見た取り組み

特集

地
域
資
源
を
活
か
し
た
訪
日
外
国
人
消
費
促
進

◉
観
光
地
で
の
消
費
活
動
別
に
見
た
取
り
組
み

特
集
３
で
は
観
光
地
で
の
消
費
活
動
別
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
消
費
促
進
に
資
す
る
先
進
事
例
を
整
理
し
た
。
利
便
性
拡
大
に
よ
っ
て
消
費
を
促
進

し
た
「
飲
食
」、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
誘
客
戦
略
で
客
単
価
を
向
上
さ
せ
た
「
宿
泊
」、
ア
ク
セ
ス
向
上
に
加
え
、

消
費
機
会
の
創
出
や
消
費
エ
リ
ア
の
拡
大
を
も
た
ら
す
周
遊
パ
ス
を
紹
介
し
た
「
交
通
」、
外
国
人
客
と
店
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
消
費
を
促
進
し
た
「
買
い
物
」、
魅
力
創
出
に
よ
っ
て
消
費
機
会
を
創
出
し
た
「
体
験
」
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
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食
べ
た
い
料
理
に
た
ど
り
着
け
な
い
？

　

旅
先
で
ご
当
地
の
料
理
を
味
わ
う
こ
と

は
、
万
国
共
通
の
旅
行
の
楽
し
み
の
一
つ

で
あ
る
。
中
で
も
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に

と
っ
て
は
、
そ
の
重
要
度
も
高
い
こ
と
が

デ
ー
タ
の
面
か
ら
も
分
か
っ
て
い
る
。
観

光
庁
「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
」

で
は
、
実
際
に
日
本
へ
訪
れ
た
方
に
対
し

て
「
訪
日
前
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
」
を

尋
ね
て
い
る
が
、「
日
本
食
を
食
べ
る
こ

と
」
は
全
体
で
最
も
多
く
の
人
が
回
答
し

た
項
目
と
な
っ
て
い
る
（
平
成
27
年
年
次

報
告
書
よ
り
）。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
食

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
高
い
中
で

は
、
地
域
の
特
色
あ
る
料
理
を
よ
り
一
層

味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
に
と
っ
て
は
日
本
滞
在
の
満
足
度

も
高
ま
り
、
受
入
側
で
あ
る
地
域
に
と
っ

て
は
経
済
効
果
も
高
ま
る
と
い
う
、
両
者

に
と
っ
て
好
都
合
な
状
況
と
な
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
特
に
地
方
部
を
初
め
て
訪
れ

る
外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
は
、
地
域
の

料
理
を
提
供
す
る
飲
食
店
に
た
ど
り
着

き
に
く
い
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
（
日
本
人
の
海

外
旅
行
）
の
例
で
は
あ
る
が
、
昨
年
秋
、

筆
者
は
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
出

張
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
水
の
都
と
い
う

愛
称
が
あ
る
よ
う
に
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は

海
鮮
料
理
が
有
名
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
見
る
と

ク
モ
ガ
ニ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
紹
介
さ
れ

て
い
た
。
同
じ
も
の
を
食
べ
た
い
と
思
い
、

滞
在
し
て
い
た
ホ
テ
ル
近
隣
の
レ
ス
ト
ラ

ン
を
探
そ
う
と
は
し
た
が
、
見
つ
け
出
す

の
に
意
外
と
苦
労
を
し
た
と
い
う
記
憶
が

あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、
日
本
の
地

方
部
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
に
も
起

こ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

県
内
各
地
の
料
理
を

手
軽
に
楽
し
め
る
屋
台
村

　

上
記
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
一
つ

の
方
法
は
、「
分
か
り
や
す
い
場
所
に
、

地
域
の
料
理
を
提
供
す
る
飲
食
店
が
集

積
し
た
消
費
拠
点
を
つ
く
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
の
実
例
と
も
言
え
る
、
鹿

児
島
県
鹿
児
島
市
の
「
か
ご
っ
ま
ふ
る
さ

と
屋
台
村
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
「
か
ご
っ
ま
ふ
る
さ
と
屋
台
村
」
は
、

九
州
新
幹
線
の
終
着
駅
で
も
あ
る
鹿
児

島
中
央
駅
か
ら
徒
歩
5
分
程
度
と
、
交

通
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
良
好
な
場
所
に
あ

る
。
も
と
も
と
こ
の
場
所
に
は
ホ
テ
ル
が

建
っ
て
い
た
が
、
そ
の
跡
地
を
活
用
す
る

形
で
、
２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
４
月

に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
の
が
本
施
設
で
あ

る
。
中
に
足
を
運
ぶ
と
、
全
25
軒
の
屋
台

と
、
１
軒
の
案
内
所
を
兼
ね
た
焼
酎Bar

が
並
ん
で
お
り
、
黒
豚
、
黒
毛
和
牛
、
さ

つ
ま
地
鶏
と
い
っ
た
県
産
の
食
材
を
活
用

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
鹿
児
島
の
名
産
で
あ
る
芋
焼
酎
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

屋
台
村
と
呼
ば
れ
る
施
設
は
全
国
各

地
に
存
在
す
る
が
、
利
用
者
か
ら
見
た
時

の
本
施
設
の
特
色
は
、
以
下
の
よ
う
な
と

こ
ろ
に
あ
る
。
ま
ず
、
屋
台
の
約
半
数
の

店
舗
は
、
奄
美
、
薩
摩
川
内
、
長
島
、
指

宿
と
い
っ
た
市
外
エ
リ
ア
か
ら
の
出
店
と

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鹿
児
島
市
内
に

居
な
が
ら
に
し
て
、
鹿
児
島
県
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
の
名
物
料
理
を
手
軽
に
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
新
幹
線

を
降
り
た
後
に
こ
の
屋
台
村
に
訪
れ
さ
え

す
れ
ば
、
鹿
児
島
県
の
食
の
魅
力
を
体
験

し
そ
こ
ね
る
心
配
が
な
い
。
そ
し
て
個
々

の
屋
台
は
地
元
客
も
多
く
、
肩
を
寄
せ
合

っ
て
食
べ
な
が
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
地
元
の

■
ア
ク
セ
ス
が
良
い
場
所
に
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
を
楽
し
め
る
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
消
費

の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
経
済
効
果
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る

■
多
様
な
食
習
慣
・
食
文
化
に
対
応
し
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
が
地
域
全
体
に
広
が
る
こ
と
は
、
飲
食
消
費
の

機
会
損
失
を
防
ぎ
、
新
規
顧
客
開
拓
に
も
つ
な
が
る

Point 

飲
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
拡
大

飲
食

事
例
紹
介 

１
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人
と
交
流
す
る
楽
し
み
が
生
ま
れ
、
お
す

す
め
の
観
光
情
報
を
得
る
こ
と
も
で
き
る

だ
ろ
う
。
も
し
気
に
入
っ
た
屋
台
が
市
外

の
料
理
を
メ
イ
ン
に
し
た
店
舗
で
あ
れ

ば
、
そ
の
地
へ
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
特
色
は
、
３
年
間
で
一
度

全
て
の
屋
台
を
入
れ
替
え
る
制
度
を
と
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。
屋
台
へ
の
出
店
は
公

募
制
と
な
っ
て
お
り
、
入
れ
替
え
の
際
に

は
既
存
店
も
応
募
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
実
際
に
、２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
時
に
は
、

既
存
店
が
13
店
舗
、
新
規
店
が
12
店
舗

と
い
う
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
た
。
リ
ピ

ー
タ
ー
に
対
し
て
も
、
新
た
な
屋
台
を
開

拓
す
る
楽
し
み
を
提
供
し
た
り
、
常
に
新

鮮
な
魅
力
を
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
り

す
る
シ
ス
テ
ム
と
言
え
る
。

　

屋
台
村
の
運
営
を
担
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
鹿
児
島
グ
ル
メ
都
市
企
画
の
森
雅

宇
専
務
理
事
に
よ
る
と
、
外
国
人
旅
行

者
の
詳
細
な
来
客
数
は
把
握
で
き
て
い
な

い
も
の
の
、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
上

の
好
意
的
な
ク
チ
コ
ミ
数
や
、
海
外
の
メ

デ
ィ
ア
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
ら
の
取
材
依

頼
は
多
い
と
い
う
。
な
お
本
施
設
で
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
版
や
、
主
要
な

メ
ニ
ュ
ー
の
英
語
版
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
鹿
児
島
空
港
国
際
線
の
直
行
便
増

加
に
伴
い
、
今
後
も
外
国
人
旅
行
者
の
来

客
増
加
が
見
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

ハ
ラ
ー
ル
餃
子
・
ラ
ー
メ
ン
の
開
発
を

契
機
と
し
た
新
規
顧
客
開
拓

　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
飲
食
消
費
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
今
一
度
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
の
は
、
世
界
に
は
多
様
な
食

文
化
・
食
習
慣
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
せ
っ
か
く
日
本
食
を
食
べ
た
い
と
思

っ
て
い
て
も
、
使
わ
れ
て
い
る
食
材
に
よ

っ
て
は
食
べ
ら
れ
な
い
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る

外
国
人
旅
行
者
も
多
い
。

　

例
え
ば
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
す
る
人

（
ム
ス
リ
ム
）
は
、
豚
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど

を
用
い
た
料
理
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い

っ
た
ム
ス
リ
ム
が
多
い
東
南
ア
ジ
ア
の

国
々
か
ら
の
訪
日
客
が
増
加
傾
向
に
あ
る

現
状
に
お
い
て
は
、
食
に
よ
る
経
済
効
果

が
抑
制
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の

で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
栃
木
県
佐
野
市
の

「
両
毛
ム
ス
リ
ム
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協

議
会
」
で
は
、
行
政
と
民
間
事
業
者
が
協

働
し
て
、
ム
ス
リ
ム
の
方
が
安
心
し
て
食

べ
ら
れ
る
ハ
ラ
ー
ル
対
応
の
飲
食
店
の
増

加
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
。
最
初
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

市
内
の
ラ
ー
メ
ン
店
「
日
光
軒
」
で
あ
る
。

協
議
会
の
代
表
も
務
め
る
同
店
店
主
の
五

箇
大
也
氏
は
、
カ
フ
ェ
を
営
業
し
て
い
た

時
に
、
友
人
の
ム
ス
リ
ム
が
日
本
で
の
食

生
活
に
苦
労
し
て
い
る
姿
を
見
た
こ
と
で

ハ
ラ
ー
ル
対
応
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
始
め
、

ラ
ー
メ
ン
店
に
業
態
を
転
換
し
て
か
ら

は
、餃
子
と
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
し
始
め
た
。

そ
の
評
判
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
や
ム
ス
リ
ム

間
の
ク
チ
コ
ミ
を
通
じ
て
知
ら
れ
、
県
外

や
海
外
か
ら
の
来
客
も
増
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
各
地
の
ふ
る

さ
と
の
名
物
を
評
価
す
る
「N

IPPO
N

 
QU

EST

」
と
い
う
経
済
産
業
省
事
業
の

中
で
、
同
店
の
ハ
ラ
ー
ル
餃
子
が
グ
ラ
ン

プ
リ
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
、
さ
ら
な
る
知

名
度
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
エ
リ
ア
全
体
に

広
が
る
形
で
、
国
の
交
付
金
な
ど
も
活
用

し
な
が
ら
、
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）

か
ら
協
議
会
の
活
動
が
本
格
ス
タ
ー
ト
し

た
。
市
内
の
他
の
飲
食
店
に
も
ム
ス
リ
ム

対
応
が
広
が
る
こ
と
で
、
急
に
大
勢
の
来

客
が
あ
っ
て
「
日
光
軒
」
１
軒
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
く
な
っ
た
時
も
、
受
け
入
れ

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
っ
た
利
点
が

生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
飲
食
店
だ
け
で

は
な
く
、
宿
泊
施
設
な
ど
で
も
徐
々
に
対

応
施
設
が
増
え
て
い
る
。
旅
行
者
に
そ
う

し
た
点
や
、
佐
野
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と

し
て
は
、「
ム
ス
リ
ム
お
も
て
な
し
マ
ッ
プ

in
佐
野
」
と
い
う
持
ち
運
び
し
や
す
い
地

図
が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
地
図
を
作
成
す
る
上

で
は
、
地
元
在
住
の
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
参

加
者
が
市
内
を
自
由
に
回
っ
た
上
で
、
地

かごっまふるさと屋台村
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域
の
魅
力
を
共
有
・
発
信
す
る
「
ム
ス
リ

ム
ソ
ン
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
写
真
の
選
定
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ム

ス
リ
ム
に
限
ら
ず
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

の
受
け
入
れ
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、

地
元
在
住
の
外
国
人
の
協
力
を
得
な
が

ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
の
好

例
と
言
え
る
。

　

協
議
会
の
活
動
の
中
で
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
旅
行
会
社
を
対
象
と
し
た
現
地
視

察
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
、
実
際
に
佐
野
市

が
行
程
に
組
み
込
ま
れ
た
旅
行
商
品
化

も
実
現
し
て
い
る
。
佐
野
市
で
は
、
特
定

の
食
文
化
・
食
習
慣
を
持
つ
外
国
人
に
と

っ
て
飲
食
消
費
を
し
や
す
い
環
境
の
整
備

が
、
ム
ス
リ
ム
と
い
う
新
規
顧
客
層
の
開

拓
に
も
つ
な
が
り
つ
つ
あ
る
。

飲
食
消
費
の
敷
居
を
下
げ
る

　

鹿
児
島
市
と
佐
野
市
の
事
例
に
共
通

す
る
の
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
と
っ

て
飲
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
し
や
す
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
世
界
各
地

で
日
本
食
ブ
ー
ム
が
起
き
、「
和
食
」
が

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
例
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
日

本
食
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
自
体
に
は
大
き

な
魅
力
が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
経
済
効

果
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
は
、
分
か
り
や
す
い
消
費
拠
点
の
整

備
や
、
多
様
な
食
文
化
・
食
習
慣
に
対

応
し
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
よ
っ
て
消
費
の

敷
居
を
下
げ
る
こ
と
で
、
機
会
損
失
を
防

い
で
い
く
こ
と
も
重
要
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

取
材
・
執
筆
：
観
光
経
済
研
究
部

　

研
究
員　

外
山
昌
樹

　

宿
泊
に
よ
る
経
済
効
果
を
考
え
る
場

合
、
宿
泊
客
を
増
や
す
こ
と
、
泊
数
を
延

ば
し
て
単
価
を
上
げ
る
こ
と
、
地
域
の
食

材
な
ど
を
使
用
し
て
域
内
調
達
率
を
高

め
る
こ
と
、
な
ど
の
取
り
組
み
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
う
ち
、
そ
も
そ
も
外
国
人
観

光
客
が
あ
ま
り
訪
れ
て
い
な
い
地
域
を
想

定
し
て
、
宿
泊
客
を
増
や
す
た
め
の
取
り

組
み
に
着
目
し
た
い
。
特
に
、
都
市
部
か

ら
離
れ
て
い
る
地
域
や
、
交
通
の
不
便
な

地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
地
域
で
誘
客
を
図
る
場
合
、
基
本

的
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
が
成
功
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

本
稿
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
「
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
層
」
に
設
定
す
る
こ
と
で
誘
客
に

成
功
し
、
結
果
的
に
宿
泊
に
つ
な
げ
て
い

る
２
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

大
歩
危
・
祖
谷
温
泉
郷

～
行
政
と
連
携
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
～

　

１
つ
目
は
徳
島
県
三
好
市
の
「
大お

お

歩ぼ

危け

・
祖い

谷や

温
泉
郷
」。
大
歩
危
峡
な
ど
の

渓
谷
を
は
じ
め
、
古
民
家
集
落
や
温
泉
な

「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
誘
客
戦
略
」

■
地
域
の
観
光
資
源
と
、
交
通
な
ど
の
制
約
条
件
に
マ
ッ
チ
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定

■
事
業
者
と
行
政
と
が
連
携
し
て
実
施
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

■
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
嗜
好
に
適
し
た
新
た
な
魅
力
の
追
加

祖谷のかずら橋（三好市提供）

ムスリムおもてなしマップ
in佐野

宿
泊

事
例
紹
介 

2

Point 
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ど
、
観
光
資
源
の
多
い
一
大
観
光
地
に
あ

る
温
泉
旅
館
群
で
あ
る
。
し
か
し
空
港
か

ら
は
大
き
く
離
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
宿
泊
施
設
は
エ
リ
ア
内

に
点
在
し
て
い
る
た
め
、
特
に
外
国
人
観

光
客
に
と
っ
て
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良

い
と
は
言
え
な
い
。
加
え
て
大
規
模
な
宿

泊
施
設
は
存
在
し
な
い
た
め
、
観
光
バ
ス

を
利
用
し
た
団
体
ツ
ア
ー
を
、
宿
泊
地
と

し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
を
、「
泊
ま
れ
る
地
域
」

と
し
て
売
り
込
ん
で
い
こ
う
と
考
案
さ
れ

た
の
が
「
大
歩
危
・
祖
谷
温
泉
郷
」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
あ
っ
た
。
取
り
組
み
の

主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
２
０
０
２
年

（
平
成
14
年
）
に
宿
泊
施
設
な
ど
の
事
業

者
で
結
成
さ
れ
た
「
大
歩
危
・
祖
谷
い
っ

て
み
る
会
」。
同
会
で
は
行
政
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
単
位
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
呼
び
込
む
上
で
、

ま
ず
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
の
が
香
港
と
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
で
あ

る
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
行
政

と
連
携
し
な
が
ら
、
旅
フ
ェ
ア
へ
の
出
展

や
招
聘
事
業
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
広
告
掲
載

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
特
に
香
港

を
中
心
に
外
国
人
観
光
客
が
増
え
続
け
、

近
年
は
毎
年
１・５
倍
ず
つ
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
香
港
に
加
え
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
の
進

行
と
と
も
に
台
湾
人
観
光
客
も
増
加
傾

向
に
あ
る
。
現
在
、
国
籍
は
香
港
が
約
半

数
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
台
湾
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
と
続
く
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
個

人
客
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
が
成
功

し
た
要
因
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
の
魅
力
が
一
致

し
た
こ
と
で
あ
る
。
香
港
は
多
く
の
住
民

が
都
市
部
に
住
ん
で
い
る
た
め
、大
歩
危・

祖
谷
地
域
の
自
然
や
秘
境
感
は
大
き
な

魅
力
と
な
る
。
ま
た
既
に
訪
日
経
験
が
あ

る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
で
あ
れ
ば
、
有
名

観
光
地
や
都
市
部
か
ら
離
れ
て
い
る
地
域

で
も
足
を
延
ば
し
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
公

衆
浴
場
に
対
す
る
抵
抗
感
も
な
く
、
地

域
の
食
に
対
す
る
関
心
も
あ
る
た
め
、
温

泉
旅
館
の
魅
力
を
訴
求
し
や
す
い
。

　

加
え
て
、
地
域
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
客

層
で
あ
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
大

歩
危
・
祖
谷
温
泉
郷
の
外
国
人
宿
泊
客
の

う
ち
、
約
９
割
が
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
者
で

あ
る
。
空
港
か
ら
宿
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
上
で
の
交
通
手
段

は
、
自
動
車
が
な
け
れ
ば
ど
う
し
て
も
不

便
で
あ
る
。
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
で
あ
れ

ば
、
過
去
の
訪
日
経
験
か
ら
日
本
で
の
自

動
車
運
転
に
慣
れ
て
い
る
た
め
、
個
人
客

で
も
ア
ク
セ
ス
が
し
や
す
い
。

　

ま
た
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
成
功
し
た

要
因
は
行
政
と
事
業
者
と
が
連
携
し
た

点
に
も
あ
る
。
事
業
者
側
に
と
っ
て
は
、

行
政
と
連
携
す
る
こ
と
で
営
業
先
で
の
信

頼
度
が
高
く
な
る
。行
政
側
に
と
っ
て
も
、

個
別
の
事
業
者
で
は
な
く
、「
い
っ
て
み

る
会
」
の
よ
う
な
地
域
の
組
織
で
あ
れ
ば

連
携
が
し
や
す
い
。
地
域
一
丸
と
な
っ
て

動
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
成
果
を

得
て
い
る
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

軒
下
図
書
館

～
田
舎
の
魅
力
を「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
」へ
～

　

岡
山
県
西
粟
倉
村
に
「
軒
下
図
書
館
」

と
い
う
小
さ
な
宿
が
あ
る
。
か
つ
て
、
私

設
の
“
図
書
館
”
と
し
て
、
自
宅
の
一
室

を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
開
放
し
て
い
た

こ
と
が
名
前
の
由
来
で
あ
る
。
そ
の
古
民

家
を
活
用
し
、２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

か
ら
部
屋
数
３
室
の
小
さ
な
宿
泊
施
設
と

し
て
営
業
し
て
い
る
。
現
在
、
宿
泊
客
の

う
ち
３
割
程
度
が
外
国
人
観
光
客
だ
が
、

そ
の
多
く
が
欧
米
か
ら
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
層
で
あ
る
。
時
間
に
も
お
金
に
も
余
裕

の
あ
る
彼
ら
は
、
２
～
３
週
間
か
け
て
ゆ

っ
く
り
と
日
本
の
各
地
を
巡
る
。
日
本
の

文
化
、
と
り
わ
け
“
田
舎
”
の
生
活
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
軒
下
図
書

館
で
は
そ
こ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
ま
さ
に

“
田
舎
”
の
家
庭
的
な
宿
と
し
て
の
宿
泊

体
験
を
提
供
し
て
い
る
。
小
規
模
な
宿
で

は
あ
る
が
、
価
格
を
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
よ
り

高
め
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア軒下図書館
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リ
ー
層
が
満
足
で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
維
持
し
て
い
る
。
宿
泊
客
は
、
付
き

合
い
の
あ
る
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の

旅
行
会
社
や
高
級
旅
館
か
ら
紹
介
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
が
、
近
年
は

A
irbnb

経
由
の
予
約
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

宿
の
魅
力
は
宿
泊
体
験
だ
け
で
は
な

い
。
軒
下
図
書
館
で
は
、
先
述
の
旅
行
会

社
な
ど
が
企
画
す
る
外
国
人
向
け
の
ツ
ア

ー
に
組
み
込
む
形
で
、
西
粟
倉
村
で
の
ツ

ア
ー
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
る
。
ツ

周
遊
パ
ス
は

訪
日
個
人
旅
行
客
の
頼
れ
る
味
方

　

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
の
春
節
直

後
。
閑
散
期
か
と
思
い
き
や
、
大
阪
・
道

頓
堀
は
予
想
以
上
に
多
く
の
外
国
人
観

光
客
で
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
た
。
客
層
は
若
い
ア

ジ
ア
人
観
光
客
が
中
心
。
関
西
空
港
発

着
Ｌ
Ｃ
Ｃ
路
線
の
充
実
で
、
若
者
が
安
価

個
人
客
の
誘
致
と
消
費
を
促
す「
周
遊
パ
ス
」

■
訪
日
個
人
旅
行
者
の
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
幅
広
い
地
域
で
の
消
費
機
会
を
生
み
出
す

■
乗
車
券
に
＋
α
の
付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と
で
、
観
光
地
域
へ
の
経
済
効
果
は
さ
ら
に
拡
大

■
適
度
な
周
遊
範
囲
と
価
格
設
定
、
多
様
な
販
路
が
周
遊
パ
ス
浸
透
の
カ
ギ

で
手
軽
に
訪
日
観
光
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

彼
ら
の
多
く
が
携
帯
し
て
い
る
大
阪
観

光
の
便
利
な
ツ
ー
ル
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

公
共
交
通
が
手
軽
か
つ
割
安
な
料
金
で
利

用
で
き
る
「
周
遊
パ
ス
」。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
利
用

客
の
大
半
は
個
人
旅
行
客
な
の
で
、
団
体

ツ
ア
ー
ほ
ど
幅
広
い
エ
リ
ア
を
動
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
慣
れ
な
い
国
で

の
公
共
交
通
移
動
は
思
い
の
外
不
便
。
こ

う
し
た
訪
日
個
人
客
の
頼
れ
る
味
方
が

「
周
遊
パ
ス
」
な
の
で
あ
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
周
遊
範
囲
で
低
価
格

『
大
阪
周
遊
パ
ス
』が
人
気

　

関
西
エ
リ
ア
で一番
人
気
の
周
遊
パ
ス
は
、

大
阪
観
光
局
が
発
行
す
る
『
大
阪
周
遊

パ
ス
』
で
あ
る
。
販
売
開
始
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ
が

開
業
し
た
２
０
０
１
年
度（
平
成
13
年
度
）

に
溯

さ
か
の
ぼる

が
、
訪
日
市
場
の
拡
大
に
歩
調
を

合
わ
せ
て
２
０
１
２
年
度（
平
成
24
年
度
）

以
降
販
売
枚
数
が
急
増
。２
０
１
６
年
度

（
平
成
28
年
度
）
は
１
２
０
万
枚
超
の
販

売
枚
数
を
見
込
む
（
図
）。
日
本
人
も
利

用
可
能
だ
が
、
お
よ
そ
８
割
強
が
訪
日

外
国
人
の
利
用
と
見
ら
れ
て
お
り
、
訪
日

リ
ピ
ー
タ
ー
の
利
用
も
多
い
。

　
『
大
阪
周
遊
パ
ス
』
を
１
枚
持
っ
て
い

ア
ー
は
、
刀
鍛
冶
職
人
や
備
前
焼
職
人
な

ど
、
地
域
の
職
人
に
会
え
る
こ
と
を
売
り

に
し
て
い
る
他
、
丸
太
を
削
っ
て
ト
ト
ロ

の
像
を
造
っ
て
し
ま
う
地
域
の
方
な
ど
、

ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
人
材

の
と
こ
ろ
へ
案
内
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
そ
の
よ
う
な
「
一
期
一
会
」
の
お
も

て
な
し
は
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
の
外
国

人
観
光
客
に
大
変
好
評
で
あ
る
。
も
っ
と

深
く
地
域
の
こ
と
を
知
り
た
い
、
と
い
う

彼
ら
の
ニ
ー
ズ
を
う
ま
く
捉
え
、
地
域
の

新
た
な
魅
力
を
作
り
出
し
て
い
る
事
例
で

あ
る
。

　

ど
ち
ら
の
事
例
も
、
地
域
の
観
光
資
源

と
、
交
通
な
ど
の
制
約
条
件
に
マ
ッ
チ
し

た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
す
る
こ
と
で
外
国

人
観
光
客
の
誘
客
に
成
功
し
て
い
る
。
そ

の
際
、
事
業
者
と
行
政
と
が
連
携
し
て
実

施
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
嗜
好
に
適
し
た
新
た
な
魅
力
を
追
加

す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
今
後
も

訪
日
外
国
人
観
光
客
が
増
加
す
る
中
で
、

客
層
も
さ
ら
な
る
多
様
化
が
予
想
さ
れ

る
。
適
切
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
こ
と
で
、
現
在
は

ま
だ
外
国
人
観
光
客
が
少
な
い
地
域
で

も
、
誘
客
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
言

え
る
。

取
材
・
執
筆
：
観
光
経
済
研
究
部

研
究
員　

川
村
竜
之
介

交
通

事
例
紹
介 

3

Point 
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れ
ば
、
１
日
券
（
２
５
０
０
円
）
な
ら
大

阪
市
営
地
下
鉄
・
バ
ス
全
線
の
他
、
私
鉄

５
社
の
市
内
区
間
が
乗
り
放
題
。さ
ら
に
、

35
の
観
光
施
設
に
無
料
で
入
場
で
き
、
そ

の
他
割
引
や
特
典
が
受
け
ら
れ
る
施
設

も
豊
富
。
大
体
３
〜
４
カ
所
の
有
料
観
光

施
設
に
入
場
す
れ
ば
元
を
取
る
こ
と
が
で

き
、
鉄
道
乗
車
券
が
実
質
無
料
と
な
る

計
算
だ
。

　

な
ぜ
、
こ
う
し
た
割
安
な
料
金
で
の
パス

の
発
行
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
鉄
道
事

業
者
に
は
、
乗
車
回
数
や
距
離
に
か
か
わ

ら
ず
、パス
の
売
り
上
げ
１
枚
当
た
り
決
ま

っ
た
金
額
が
支
払
わ
れ
る
。
通
常
の
乗
車

券
に
比
べ
れ
ば
単
価
は
下
が
る
が
、
鉄
道

事
業
者
に
とって
は一定
額
が
安
定
的
に
入っ

て
く
る
と
い
う
メ
リッ
ト
が
あ
る
。
パス
の
提

示
で
入
場
無
料
と
な
る
観
光
施
設
に
対
し

て
は
、
パ
ス
の
売
り
上
げ
か
ら
事
務
手
数

料
な
ど
と
鉄
道
事
業
者
への
支
払
い
分
を

引
い
た
残
り
の
金
額
を
配
分
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
利
用
者
数
に
応
じ
、一定
の
算
式

で
算
出
し
た
金
額
を
支
払
う
仕
組
み
と
な

って
い
る
。
そ
の
配
分
額
は
平
均
で
定
価
の

６
割
程
度
と
割
引
率
は
高
い
が
、
残
り
の

４
割
は
広
告
費
用
と
し
て
観
光
施
設
事

業
者
の
理
解
を
得
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
負
担
の
大
き
さ
を
ど
う
捉
え
る
か

は
事
業
者
に
よ
っ
て
見
解
が
異
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
パ
ス
と
一
緒
に
旅

行
者
に
手
渡
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

対
象
施
設
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
た
め
、

一
定
の
広
告
効
果
は
期
待
で
き
る
。実
際
、

掲
載
事
業
者
の
中
に
は
徐
々
に
売
り
上
げ

を
伸
ば
す
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
お
り
、
こ

う
し
た
様
子
を
見
て
パ
ス
対
象
施
設
に
な

り
た
い
と
い
う
事
業
者
が
増
え
る
と
い
う

好
循
環
が
起
こ
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
こ
こ
ま
で
大
阪
市
内
に
外
国
人
が
増

え
た
の
は
こ
こ
４
年
ほ
ど
の
現
象
。
大
阪

は
コ
ン
パ
ク
ト
な
範
囲
の
中
に
観
光
施
設

が
集
積
し
て
い
る
都
市
。
鉄
道
で
の
移
動

も
便
利
。
周
遊
パ
ス
が
定
着
す
る
好
条
件

が
揃そ

ろ

っ
て
い
る
。」
と
公
益
財
団
法
人
大

阪
観
光
局
魅
力
創
造
部
長
の
大
明
重
夫

氏
は
語
る
。

　

乗
車
券
や
施
設
入
場
料
な
ど
を
割
安

で
提
供
す
る
分
、
対
象
事
業
者
の
客
単

価
は
下
が
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
補ほ

填て
ん

す

る
以
上
の
訪
日
外
国
人
が
大
阪
に
押
し
寄

せ
、
消
費
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る

と
、『
大
阪
周
遊
パ
ス
』は
大
阪
市
の
地
域

全
体
で
の
訪
日
消
費
拡
大
に
貢
献
し
て
い

る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。さ
ら
に
は
、

周
遊
パ
ス
に
よ
る
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
利

用
促
進
で
、
沿
線
の
幅
広
い
地
域
に
お
け

る
訪
日
外
国
人
の
消
費
機
会
を
生
み
出
す

効
果
も
併
せ
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

食
事
券
付
き
の
企
画
乗
車
券
で

旅
行
先
で
の
消
費
を
促
進

　

鉄
道
の
周
遊
パ
ス
は
、
筆
者
が
確
認
で

き
た
も
の
だ
け
で
も
日
本
全
国
で
５
０
０

超
も
の
商
品
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
多

く
は
日
本
人
向
け
に
開
発
さ
れ
た
周
遊
パ

ス
だ
が
、「JA

PA
N

 RA
IL PA

SS

」
の

よ
う
に
外
国
人
し
か
使
え
な
い
も
の
も
あ

り
、
こ
う
し
た
外
国
人
専
用
の
周
遊
パ
ス

は
50
前
後
の
商
品
が
日
本
国
内
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。
大
半
が
鉄
道
事
業
者
に
よ

っ
て
造
成
さ
れ
て
い
る
が
、『
大
阪
周
遊

パ
ス
』
の
よ
う
に
地
域
の
観
光
関
連
団
体

が
中
心
と
な
っ
て
商
品
開
発
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
定
範
囲
内
の
フ
リ

ー
乗
車
券
が
サ
ー
ビ
ス
の
核
と
な
る
が
、

買
い
物
や
飲
食
な
ど
の
割
引
特
典
が
付
い

て
い
る
も
の
も
目
立
つ
。

　

地
域
の
経
済
効
果
と
い
う
観
点
で
見

る
と
、
京
急
電
鉄
が
発
売
し
て
い
る
食

事
券
付
き
の
周
遊
パ
ス
が
興
味
深
い
。
同

大阪周遊パス案内所の周遊パスメニュー

関西空港の観光案内所
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社
で
は
定
期
外
旅
客
の
増
加
を
目
的
と

し
て
企
画
乗
車
券
の
造
成
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
最
初
に
開
発
さ
れ
た
食
事
券

付
き
企
画
乗
車
券
が
『
み
さ
き
ま
ぐ
ろ

き
っ
ぷ
』（
２
０
０
９
年
発
売
開
始
）
で

あ
っ
た
。
１
日
間
有
効
の
電
車
と
バ
ス
の

乗
車
券
に
「
30
店
舗
か
ら
選
べ
る
み
さ

き
ま
ぐ
ろ
き
っ
ぷ
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事

券
（
１
食
分
）」
と
「
11
施
設
か
ら
選
べ

る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
利
用
券
ま
た
は
お
土

産
券
」
が
セ
ッ
ト
に
な
り
、
料
金
は
品
川

駅
発
で
大
人
３
０
６
０
円
。
同
社
の
企
画

乗
車
券
の
中
で
最
も
発
売
枚
数
が
多
く
、

２
０
１
５
年
度
（
平
成
27
年
度
）
は
お

よ
そ
15
万
６
０
０
０
枚
を
発
売
し
た
。

　

こ
の
き
っ
ぷ
は
主
に
日
本
人
向
け
だ

が
、
２
０
１
５
年
に
は
同
社
初
の
訪
日
外

国
人
向
け
食
事
券
付
き
企
画
乗
車
券

『K
EIK

Y
U

 M
isaki M

aguro Pass

』

を
新
た
に
開
発
。
主
に
台
湾
と
香
港
、
タ

イ
か
ら
の
個
人
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、

海
外
旅
行
代
理
店
や
旅
行
予
約
サ
イ
ト

で
の
発
売
を
開
始
し
た
。

　
『
み
さ
き
ま
ぐ
ろ
き
っ
ぷ
』
は
も
と
も

と
京
急
電
鉄
の
発
案
で
企
画
・
造
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
休
業
日
な
ど
の
連
絡
を

対
象
店
舗
と
取
り
合
う
こ
と
も
同
社
の

担
当
ス
タ
ッ
フ
が
直
接
行
っ
て
い
る
。
外

国
人
向
け
の
同
き
っ
ぷ
を
発
売
す
る
前
に

は
、
対
象
店
舗
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て

参
加
意
向
を
確
認
し
た
り
、
指
さ
し
メ
ニ

ュ
ー
や
き
っ
ぷ
の
取
扱
説
明
書
を
作
成
し

た
り
す
る
な
ど
、
事
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
活
動
を
展
開
し
た
そ
う
だ
。

　

た
だ
、『K

EIK
Y

U
 M

isaki M
aguro 

Pass

』は『
み
さ
き
ま
ぐ
ろ
き
っ
ぷ
』に
比

べ
割
高
感
が
あ
り
、『
み
さ
き
ま
ぐ
ろ
き
っ

ぷ
』の
売
り
上
げ
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
。

有
効
期
間
や
特
典
内
容
に
も
よ
る
が
、『
大

阪
周
遊
パ
ス
』の
よ
う
に
２
０
０
０
円
台

程
度
が
訪
日
個
人
客
の
利
用
し
や
す
い
価

格
帯
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

若
い
女
性
の
訪
日
が
増
加
傾
向

日
本
人
向
け『
女
子
旅
』
商
品
に
期
待

　

京
急
電
鉄
の
企
画
乗
車
券
で
今
後
の

動
向
を
注
視
し
た
い
の
が
『
葉
山
女
子
旅

き
っ
ぷ
』
で
あ
る
。
女
性
向
け
旅
情
報
誌

『O
Zm

agazine T
RIP

』
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
日
本
人
女
性

か
ら
好
評
を
得
て
通
年
発
売
に
至
っ
た
。

近
年
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
若
い
女
性
の
訪
日

客
が
増
え
て
お
り
、
彼
女
ら
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
す
る
可
能
性
は
高
い
。
台
湾
の
旅
行

会
社
か
ら
共
同
企
画
の
打
診
も
受
け
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
今
後
の
展
開
が
注
目
さ

れ
る
。

案
内
所
、
宿
泊
施
設
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
機
内

多
彩
な
販
路
が
利
用
促
進
の
カ
ギ

　

前
述
の
『
大
阪
周
遊
パ
ス
』
の
販
路
は

多
岐
に
わ
た
る
。
海
外
代
理
店
販
売
が
全

体
の
４
割
を
占
め
る
が
、
日
本
に
到
着
し

て
か
ら
も
観
光
案
内
所
や
地
下
鉄
駅
、
宿

図   大阪周遊パス 年間販売枚数

葉
山
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子
旅
き
っ
ぷ

繁
体
字
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

120

100

80

60

40

20

0
2001　　 2002　   2003　   2004　   2005　   2006　   2007　   2008　   2009　   2010　   2011　    2012　   2013　   2014　   2015　   2016

120万枚超
（見込み）

1.7 2.2 3.3 3.4 3.0 5.7 7.2
9.0 10.2 13.9 12.2

21.8
29.3

42.8

91.1
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泊
施
設
な
ど
で
の
購
入
が
可
能
だ
。
個
人

客
の
移
動
ル
ー
ト
は
さ
ま
ざ
ま
。
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
気
軽
に
購
入
で
き
る
よ
う
、

多
様
な
販
路
を
用
意
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　

注
目
す
べ
き
販
路
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
機
内
販
売

で
あ
る
。
香
港
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
は
就
航

都
市
の
周
遊
パ
ス
を
機
内
で
販
売
し
て
い

る
。
個
人
客
利
用
の
多
い
Ｌ
Ｃ
Ｃ
機
内
は

周
遊
パ
ス
の
販
路
に
最
適
。
観
光
情
報
ペ

ー
パ
ー
を
一
緒
に
配
布
す
れ
ば
、
訪
日
客

の
消
費
意
欲
向
上
に
も
つ
な
が
る
可
能
性

が
高
い
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
訪
日
市
場
で
は
急
速
に

個
人
旅
行
化
が
進
ん
で
い
る
。
牽
引
役
の

Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
引
き
続
き
路
線
を
拡
大
さ
せ
て

お
り
、こ
の
流
れ
は
止
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

移
動
の
サ
ポ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、
訪
日
個

人
客
が
買
い
た
い
、
食
べ
た
い
、
体
験
し

た
い
と
思
う
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
と
の
出
会

い
を
実
現
す
る
役
割
を
、こ
れ
か
ら
の「
周

遊
パ
ス
」
に
は
期
待
し
た
い
。

取
材
・
執
筆
：
観
光
経
済
研
究
部

主
任
研
究
員　

川
口
明
子

表   訪日外国人限定の主な周遊パス（付加サービスがあるものを中心に）
地方 名称 運営主体 対象交通機関 料金（大人1人） 特典内容など

北海道 Hok kaido Rai l 
Pass

JR 北海道 JR 北 海道（北 海道 新幹 線を除く）
および北海道内の一部 JR バス

連続 3 日間：16,500 円
不連続可能 4 日間：22,000 円
連続 5 日間：22,000 円
連続 7 日間：24,000 円

JR 駅レンタカーの割引特典が付加されてい
る。

関東 JR TOKYO Wide 
Pass

JR 東日本 フリーエリア内の JR 東日本線、富
士急行線全線、伊豆急行線全線、
東京臨海高速鉄道線全線、東京モ
ノレール線全線、上信電鉄線全線
および埼玉新都市交通線（ニュー
シャトル）の「大宮～鉄道博物館間」
の特急（新幹線含む）・急行列車・
普通列車の普通車指定席、東武相
互直通特急「日光号」「スペーシア
日光号」「きぬがわ号」「スペーシア
きぬがわ号」等の特急列車の普通
車指定席 

連続 3 日間：10,000 円 旧「JR Kanto Area Pass」に、新たに東京臨
海高速鉄道線、訪日旅行客に人気の越後湯
沢駅やガーラ湯沢駅をエリアに追加された。
GALA 湯沢スキー場での「ゴンドラ券付きそ
り遊びセット」（往復のゴンドラ券 + そり・長
靴・手袋のセット）や、「GALA リフト券付きロッ
カーセット」（「リフト1日券」+「ロッカー券」
+「レンタルスキー 10％割引」+「スクール
10% 割引」）を割引価格にて提供。「SPA ガー
ラの湯」も割引価格で利用できる。

関東 WELCOME！Tokyo 
Subway Ticket

（round trip）

京 浜 急行 電 鉄、
東 京都交 通 局、
東京地下鉄

羽田空港国際線ターミナル駅～泉
岳寺駅の京急線（往復乗車券）、都
営地下鉄および東京メトロ全線

24 時間券：1,500 円
48 時間券：1,900 円
72 時間券：2,200 円

羽田空港にある京急ツーリストインフォメー
ションセンターにて発売。
都内の博物館や美術館、さらに飲食店など
で、「東京メトロ」および「東京都交 通 局」
が発行する一日乗車券などの対象乗車券を
提示すると、割引やプレゼントなどの特典が
受けられる。特典スポットは東京メトロ沿線
および都営交通沿線に 400 以上ある。

関東 KEIKYU Misaki 
Maguro Pass

京浜急行電鉄 京急線全線、京急バス金沢八景以
南

2 日間：5,500 円 まぐろ料理食事券とレジャー施設利用券（2
枚）がセットになった、2 日間有効の訪日外
国人向け企画乗車券。
海外旅行代理店や JTB 訪日外国人向け旅行
予約サイト「JAPANiCAN.com」での事前購入
が必要。京急線内の指定箇所で引換券と身
分証明書（パスポート等）を提示する。

四国 ALL SHIKO K U 
Rail Pass

四国運輸局、四
国ツーリズム創
造機構、JR四国、
土佐くろしお鉄
道、阿佐海岸鉄
道、高松琴平電
気鉄道、伊予鉄
道、とさでん交
通

JR 四国、土佐くろしお鉄道、阿佐
海岸鉄道、高松琴平電気鉄道、伊
予鉄道、とさでん交通

海外で購入（日本国内で購入）
2 日間：7,400 円（7,900 円）
3 日間：8,500 円（9,000 円）
4 日間：9,400 円（9,900 円）
5 日間：10,000 円（10,500 円）

高速バス「なんごくエクスプレス」（松山～高
知間）や「南海フェリー」（徳島港～和歌山港）、

「石崎汽船」および「瀬戸内海汽船」（松山港
～広島港）を割引料金で利用可能。伊勢丹高
島屋の大型観覧車「くるりん」を無料で利用
可能。
なお、同パスは日本国内でも購入可能だが、
海外で購入する場合よりも500円割高となる。
2016 年 7 月より香港エクスプレス機内での販
売をスタート。

九州 JR Kyushu Rail 
Pass（All Kyushu 
Area Pass）

JR 九州 九州全域の普通、特急、新幹線区間
（山陽新幹線の博多～小倉間を除く）

3 日間：15,000 円
5 日間：18,000 円

3 日券は座席予約 10 回まで、5 日券は座席
予約 16 回まで可能。

「All Kyushu Area Pass」の他、「Northern Kyushu 
Area Pass」や「Southern Kyushu Area Pass」といっ
たエリア限定のパスもある。
2015 年 1 月より香港エクスプレス機内での販
売をスタート。

資料：各運営主体のウェブサイト掲載情報などをもとに（公財）日本交通公社作成
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商
店
街
に
お
け
る
外
国
人
観
光
客
の
消
費
促
進

■
商
店
街
ま
で
の
足
の
確
保
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
誘
客
施
策

■
商
店
側
と
外
国
人
観
光
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
取
り
組
み

「
買
い
物
」に
よ
る
地
域
へ
の
経
済
効
果

　

訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
の
う
ち
、

最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
費
目
が

「
買
い
物
」
で
あ
る
。
観
光
庁
に
よ
る
と
、

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
の
同
消
費
額

３・７
兆
円
の
う
ち
約
４
割
弱
が
買
物
代

で
あ
り
、
日
本
全
体
で
見
る
と
そ
の
ウ
ェ

イ
ト
は
大
き
い
。
し
か
し
地
域
の
視
点
で

経
済
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
際
は
、
商
品

が
域
内
産
で
あ
る
か
ど
う
か
、
購
入
し
た

お
店
が
域
内
資
本
で
あ
る
か
ど
う
か
が
重

要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
近
年
注
目
さ
れ
て

い
た
中
国
人
観
光
客
に
よ
る
「
爆
買
い
」

は
、
化
粧
品
や
医
薬
品
、
家
電
、
ブ
ラ
ン

ド
品
な
ど
が
中
心
で
あ
り
、
買
い
物
場
所

は
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
家
電
量
販
店
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
集
中
し
て

い
た
。
い
ず
れ
も
域
内
資
本
で
は
な
い
ケ

ー
ス
が
目
立
ち
、
地
域
に
落
ち
る
お
金
は

限
定
的
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。「
買
い
物
」

に
よ
る
地
域
の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め

に
は
、
域
内
資
本
の
お
店
で
い
か
に
消
費

を
促
す
か
が
課
題
と
な
る
。
本
稿
で
は
そ

の
よ
う
な
視
点
で
、「
商
店
街
」
に
お
け

る
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

ク
ル
ー
ズ
客
の
商
店
街
誘
客

　

訪
日
市
場
の
中
で
、
近
年
大
き
な
存

在
感
を
示
し
て
い
る
の
が
ク
ル
ー
ズ
船
に

よ
る
外
国
人
観
光
客
で
あ
る
。
国
土
交
通

省
に
よ
る
と
、
16
年
に
ク
ル
ー
ズ
船
で
入

国
し
た
外
国
人
は
１
９
９
万
人
と
過
去
最

高
を
記
録
し
て
お
り
、
今
後
も
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
に

よ
っ
て
、
一
度
に
数
千
人
と
い
う
観
光
客

を
獲
得
で
き
る
た
め
、
そ
の
誘
致
に
力
を

入
れ
る
自
治
体
も
多
い
。
し
か
し
地
域
の

経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
来
訪
し

た
ク
ル
ー
ズ
客
向
け
の
取
り
組
み
も
併
せ

て
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

神
戸
市
で
は
、
商
店
街
の
協
力
も
得

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
で
、
ク
ル
ー
ズ
客
を
市
内
の
商
店
街
へ

と
誘
客
し
て
い
る
。
ま
ず
は
移
動
手
段
の

提
供
で
あ
る
。ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
中
は
、

港
と
神
戸
元
町
商
店
街
の
入
り
口
を
往

復
す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
て

い
る
。
ツ
ア
ー
客
で
な
け
れ
ば
、
基
本
的

に
多
く
の
ク
ル
ー
ズ
客
が
こ
の
バ
ス
で
商

店
街
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
商
店
街

に
到
着
し
た
ら
、
外
国
語
に
対
応
し
た
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
商
店
街
の
案
内
ブ

ー
ス
が
待
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
訪
問

者
の
買
い
物
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か

い
案
内
を
行
っ
て
い
る
。
ブ
ー
ス
で
案
内

を
す
る
際
の
商
店
街
マ
ッ
プ
も
、
道
路
と

主
要
な
建
物
だ
け
が
描
か
れ
た
シ
ン
プ
ル

な
地
図
で
、
こ
こ
に
、
お
店
に
関
す
る
必

要
な
情
報
を
書
き
込
む
こ
と
で
案
内
を
し

て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
他
、
神
戸
元
町
商
店
街
で
は
、
商

店
街
自
身
で
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
、
無
料
Wi-

Fi
や
案

内
所
の
整
備
な
ど
、
外
国
人
を
受
け
入
れ

る
上
で
必
要
と
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

を
進
め
て
い
る
。
加
え
て
、
い
く
つ
か
の

商
店
で
は
、
寄
港
日
に
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
お
け
る
ブ
ー
ス
出
店
を
し
て
い
る
。
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
役
割
も
あ
る

が
、
港
で
の
「
お
も
て
な
し
」
の
雰
囲
気

づ
く
り
も
兼
ね
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
意
外
と
多
い
の
が
ク
ル
ー
に

よ
る
買
い
物
で
あ
る
。
ク
ル
ー
は
食
品
や

日
用
品
、衣
服
等
を
寄
港
地
で
調
達
す
る
。

船
の
規
模
に
も
よ
る
が
、
大
き
な
船
で
は

１
５
０
０
人
ほ
ど
の
ク
ル
ー
が
乗
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
商
店
街
に
誘
導
で
き コンシェルジュによる商店街の案内ブース（神戸市提供）

買
い
物

事
例
紹
介 

4

Point 
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れ
ば
効
果
は
大
き
い
。
こ
れ
も
、
寄
港
中

運
行
し
て
い
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
、
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
案
内
が
奏
功
し
、
商
店

街
で
の
売
り
上
げ
増
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
客
層
に
よ
っ
て
買
い
物
の
傾

向
は
異
な
る
。
ア
ジ
ア
系
の
外
国
人
観
光

客
に
比
べ
る
と
、
欧
米
系
の
買
い
物
は
少

な
い
傾
向
に
あ
る
。
欧
米
系
の
外
国
人
観

光
客
は
、
喫
茶
店
を
利
用
し
た
り
、
雑
貨

を
購
入
し
た
り
す
る
も
の
の
、
メ
イ
ン
は

商
店
街
を
散
策
す
る
こ
と
で
あ
る
よ
う

だ
。
彼
ら
は
、「
商
店
街
」
と
い
う
場
所
そ

の
も
の
に
興
味
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、「
買

い
物
」
と
い
う
目
的
で
訪
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
彼
ら
の
消
費
を
促
す
た
め
に

は
も
う
ひ
と
工
夫
が
必
要
と
な
る
よ
う
だ
。

「
英
語
少
し
通
じ
ま
す
商
店
街
」
の

取
り
組
み

　

こ
う
し
た
、
そ
も
そ
も
「
買
い
物
」
を

目
的
と
し
て
い
な
い
外
国
人
観
光
客
の
消

費
を
、
い
か
に
し
て
促
す
か
。
参
考
に
な

る
の
が
、
東
京
都
品
川
区
で
実
施
し
て
い

る
、
商
店
街
と
外
国
人
観
光
客
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
取
り
組
み
で
あ

る
。
そ
の
名
も
「
英
語
少
し
通
じ
ま
す
商

店
街
」。
近
年
、
観
光
目
的
で
区
内
の
商

店
街
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
を
、「
お
も
て
な
し
」
機
運
醸
成
の

良
い
き
っ
か
け
と
捉
え
開
始
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
い
く
つ
か

の
店
舗
を
観
光
客
役
の
外
国
人
講
師
が

訪
れ
、
実
際
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
商
品
購
入
ま
で
の

流
れ
を
体
験
し
て
も
ら
う
も
の
。
商
店
街

は
こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
の
中
で
、
簡
単
だ

が
実
践
的
で
、「
お
も
て
な
し
」
の
心
が

伝
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ん
で

も
ら
う
。ネ
ー
ミ
ン
グ
に
も
工
夫
が
あ
る
。

一
般
的
に
は
「
英
語
少
し
話
せ
ま
す
」
と

い
う
表
現
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
観
光

客
の
視
点
か
ら
考
え
、「
英
語
少
し
通
じ

ま
す
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
少
し
」

と
あ
え
て
つ
け
て
い
る
の
は
、
謙
遜
を
美

徳
と
す
る
日
本
人
の
特
性
を
踏
ま
え
、
商

店
の
方
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
配
慮

し
た
た
め
で
あ
る
。
少
し
の
英
語
で
あ
っ

て
も
、
相
手
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
心

が
、
言
葉
や
立
ち
振
る
舞
い
に
滲
み
で
て

い
れ
ば
、
立
派
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
な
る
。
こ
う
し
た
や
り
と
り
が
、
結
果

的
に
外
国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む

こ
と
に
つ
な
が
り
、
商
品
構
成
や
販
売
方

法
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
商
店
街
全
体
へ
の
効
果
も
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
で
き
る

店
舗
数
に
は
限
り
が
あ
る
。
し
か
し
、
外

国
人
観
光
客
に
と
っ
て
は
、
た
っ
た
一
つ

の
お
店
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ

た
だ
け
で
も
、
商
店
街
全
体
に
対
す
る
印

象
を
変
え
る
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ
う
。
他

の
商
店
に
も
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
、商
店
街
全
体
が
、

買
い
物
を
通
じ
て
外
国
人
観
光
客
を
「
お

も
て
な
し
」
で
き
る
場
へ
と
、
徐
々
に
成

長
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
事
例
か
ら
、
商
店
街
で

外
国
人
観
光
客
の
消
費
を
促
す
上
で
の
ポ

イ
ン
ト
を
挙
げ
た
い
。
一
つ
が
、
誘
客
の

た
め
の
足
の
確
保
で
あ
る
。
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
の
よ
う
に
、
一
度
に
多
く
の
外
国

人
観
光
客
や
ク
ル
ー
が
訪
れ
る
場
合
は
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
も
効
果
が
あ

る
。
そ
の
上
で
、
商
店
街
に
お
け
る
多
言

語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
Wi-

Fi
整
備

な
ど
、
基
本
的
な
外
客
対
応
が
必
要
と
な

る
。
こ
れ
ら
は
行
政
と
、
直
接
利
益
を
受

け
る
商
店
街
と
で
役
割
分
担
す
べ
き
部
分

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
商
店
街
へ
の
来
訪

を
消
費
に
つ
な
げ
る
た
め
に
必
要
と
な
る

の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
商
店
側
が
ニ

ー
ズ
を
つ
か
む
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店

舗
に
お
け
る
創
意
工
夫
が
可
能
と
な
る
。

　
「
爆
買
い
」
現
象
が
落
ち
着
い
た
と
言

わ
れ
る
昨
今
、
今
後
はFace to Face

の
や
り
と
り
が
あ
る
商
店
街
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
方
法
で
、
外
国
人
観
光
客
の

買
い
物
消
費
を
促
し
、
地
域
の
経
済
効

果
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。取

材
・
執
筆
：
観
光
経
済
研
究
部

研
究
員　

川
村
竜
之
介

「英語少し通じます商店街」取り組みの様子（品川区提供）
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■
日
本
人
の
日
常
的
な
商
業
地
域
で
の
過
ご
し
方
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と

で
、
夜
間
の
消
費
促
進
を
図
る

■
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演
と
い
う
新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
舞
台

鑑
賞
に
よ
る
消
費
機
会
を
創
出
す
る

日
本
の
弱
み
は
「
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
」

　

旅
行
者
の
時
間
の
過
ご
し
方
か
ら
消

費
促
進
の
可
能
性
を
考
え
て
み
る
と
、
現

在
あ
ま
り
消
費
が
行
わ
れ
て
い
な
い
時
間

帯
に
、
消
費
活
動
を
行
っ
て
も
ら
う
と
い

う
方
向
性
を
導
き
出
せ
る
。
訪
日
外
国

人
旅
行
者
に
と
っ
て
の
具
体
的
な
時
間
帯

は
、「
夜
間
」
だ
ろ
う
。
か
ね
て
か
ら
、

日
本
に
は
「
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
」
の
楽
し
み

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
日
本
政
策
投
資
銀
行
と
当
財
団
が

外
国
人
を
対
象
に
共
同
で
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
日
本
の
ナ
イ
ト
ラ
イ

フ
に
関
す
る
評
価
は
、
タ
イ
を
下
回
っ
て

い
た
（「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ 

ア
ジ
ア
・

欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調

査
（
平
成
28
年
版
）」
結
果
よ
り
）。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
の
中
で
、

ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い

る
２
つ
の
先
進
事
例
を
紹
介
す
る
。

日
常
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を

体
験
し
て
も
ら
う

　
「
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
の
楽
し
み
が
不
足
し

て
い
る
」
と
は
い
っ
て
も
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
私
た
ち
が
夜
間
に
全
く
消
費
を
し

て
い
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
。
確
か
に
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
は

欧
米
の
都
市
に
比
べ
る
と
営
業
終
了
時
間

が
早
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
居
酒
屋
や
バ

ー
で
の
飲
食
や
、
深
夜
ま
で
営
業
し
て
い

る
小
売
店
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
選

択
肢
は
多
く
あ
る
。

　

公
益
財
団
法
人
東
京
観
光
財
団
が

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
に
実
施
し
た

「TOKYO YOKOCHO W
eek

」と
い
う
イ

ベ
ン
ト
は
、
こ
う
し
た
日
本
人
の
日
常
的

な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
促
進

を
図
る
先
駆
け
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ

た
。
具
体
的
に
は
、
東
京
を
訪
れ
た
外
国

人
旅
行
者
に
「YOKO

SO
 DISCOU

N
T

 
PA

SSPORT

」
と
い
う
名
前
の
パ
ス
ポ

ー
ト
を
配
布
し
、
こ
れ
を
持
参
し
た
人
に

は
①
有
楽
町
産
直
飲
食
街
内
の
２
店
舗

を
利
用
す
る
と
ギ
フ
ト
を
贈
呈
、
②
有
楽

町
エ
リ
ア
の
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
バ
ー
で

の
カ
バ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
無
料
、
③
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
銀
座
本
館
で
の
割
引
と
ギ
フ
ト

贈
呈
と
い
っ
た
特
典
を
提
供
し
た
。
こ
の

エ
リ
ア
に
は
、
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
東
京
や
帝

国
ホ
テ
ル
と
い
っ
た
外
国
人
利
用
率
の
高

い
宿
泊
施
設
が
複
数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
は
２
カ
月
間
で

１
３
０
０
～
１
４
０
０
人
を
記
録
し
た
。

店
舗
側
の
意
識
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

（
２
０
１
３
年
当
時
は
有
楽
町
・
銀
座
と

い
え
ど
も
現
在
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
）
外

国
人
旅
行
者
受
け
入
れ
へ
の
抵
抗
感
を

払ふ
っ
し
ょ
く拭
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
大
き
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
前
向
き
に
捉
え
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
効
果
が
見

ら
れ
た
。

変
化
・
進
化
を
続
け
る

ノ
ン
バ
ー
バ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
「
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
」
と
い
う
言
葉
か
ら

連
想
さ
れ
る
体
験
と
し
て
は
、
飲
食
や
シ 有楽町産直飲食街

Point 

ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
の
魅
力
創
出

体
験

事
例
紹
介 

5
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ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
他
に
、
舞
台
鑑
賞
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
「
ギ
ア–GEA

R –

」
は
、
訪
日
外
国

人
旅
行
者
か
ら
大
き
な
支
持
を
受
け
て
い

る
代
表
的
な
公
演
で
あ
る
。
公
演
回
数
は

先
日
１
７
０
０
回
を
達
成
し
、
こ
れ
ま
で

の
観
客
動
員
は
約
12
万
人
に
上
る
。

　
「
ギ
ア–GEA

R –

」
は
、
京
都
市
の
専

用
劇
場
に
お
い
て
、
２
０
１
２
年
（
平
成

24
年
）
か
ら
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演
が
行
わ
れ

て
い
る
。
舞
台
は
、
４
体
の
人
間
型
ロ
ボ

ッ
ト
「
ロ
ボ
ロ
イ
ド
」
が
働
き
続
け
る
元

お
も
ち
ゃ
工
場
。
そ
こ
に
、
か
つ
て
工
場

の
商
品
だ
っ
た
人
形
「
ド
ー
ル
」
が
現
れ

る
こ
と
で
、
物
語
が
展
開
し
て
い
く
。

　

劇
中
で
は
言
葉
が
一
切
使
わ
れ
な
い
た

め
、
外
国
人
や
小
さ
な
子
ど
も
で
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、パ
ン
ト
マ
イ
ム
、ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
、

マ
ジ
ッ
ク
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の

最
新
技
術
を
活
用
し
た
演
出
が
融
合
さ

れ
て
い
る
。
１
０
０
席
の
い
わ
ゆ
る
小
劇

場
の
規
模
で
の
公
演
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
舞
台
と
観
客
席
の
距
離
が
近
く
、
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
と
こ
ろ
も
魅
力
で
あ
る
。

　

ロ
ボ
ロ
イ
ド
と
ド
ー
ル
を
演
じ
る
役
に

は
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
俳
優
が
い
て
、
公
演

ご
と
に
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
毎
回
変
わ

る
。
公
演
内
容
も
、
観
客
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
な
ど
を
反
映
し
つ
つ
徐
々
に
変
わ
っ

て
お
り
、
現
在
は
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
４・０
」

と
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、常
に
変
化・

進
化
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
国
内
外
の
リ

ピ
ー
タ
ー
を
魅
了
し
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演

の
継
続
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

出
演
者
に
は
関
西
在
住
者
が
多
く
、

地
域
の
雇
用
を
生
ん
で
い
る
と
い
う
点
に

お
い
て
も
経
済
効
果
を
高
め
て
い
る
。
統

括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
小
原
啓
渡
氏
は
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
は
地

方
に
な
か
な
か
い
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
で
は
な
い
分
野

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
地
方
に
も
た
く
さ
ん

い
る
し
、
彼
ら
の
活
躍
の
場
は
少
な
か
っ

た
り
す
る
」
と
語
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
材
を
活
用
す

る
こ
と
が
、
質
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
原
氏
に
よ
る
と
、
外
国
人
客
が
増
え

た
き
っ
か
け
は
、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
ク
チ
コ
ミ
が
広
が
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
。
劇
場
入
り
口
に

は
英
語
の
案
内
文
が
つ
い
た
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
当
日
券
を
求
め

る
外
国
人
客
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
も
対

応
し
て
い
る
。

既
存
の
地
域
資
源
活
用
と
、

新
た
な
魅
力
創
出

　

２
つ
の
事
例
は
、「
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
体

験
の
向
上
に
よ
る
消
費
促
進
」
に
異
な
る

角
度
か
ら
光
を
当
て
て
い
る
。「T

OK
YO

 
YOKO

CHO
 W

eek

」
は
既
存
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、「
ギ
ア–

GEA
R –

」
は
小
劇
場
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
公

演
と
い
う
新
た
な
魅
力
を
作
り
出
し
た
も

の
で
あ
る
。も
っ
と
も
、「
ギ
ア–GEA

R –

」

の
例
に
あ
る
よ
う
に
、
新
た
な
魅
力
づ
く

り
を
進
め
る
際
に
も
、
人
材
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ッ
ク
を
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

取
材
・
執
筆
：
観
光
経
済
研
究
部

研
究
員　

外
山
昌
樹

「ギア－GEAR－」の
公演風景

（撮影：岸隆子）

「ギア－GEAR－」
専用劇場外観
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日
本
を
訪
れ
る
観
光
客
は
日
本
の
何

に
興
味
を
持
ち
、
ど
ん
な
体
験
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
か
―
。

　

毎
月
お
よ
そ
１
６
０
万
人
の
ユ
ー
ザ
ー

が
訪
れ
る
訪
日
外
国
人
向
け
の
日
本
観

光
情
報
サ
イ
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド

（japan-guide.com

）」
の
編
集
長
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
お
よ
そ
１
０
０
０
カ
所
に

足
を
運
ん
で
取
材
を
行
っ
て
い
る
ス
イ
ス

人
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
氏

に
、
地
域
資
源
活
用
の
可
能
性
と
訪
日
外

国
人
が
こ
れ
ら
を
楽
し
む
上
で
の
課
題
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
―
。

「
築●

地●

で●

食
べ
た
い
」

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が

付
加
価
値
に

―
―
日
本
を
旅
行
す
る
時
、
日
本
食
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
外
国
人
は
非
常
に
多

い
で
す
。
食
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
か
？

　

最
近
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
日
本
に
詳
し

い
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
が
、「
ジ

ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」
を
運
営
し
て
い
て
感
じ

る
の
が
、
欧
米
は
距
離
が
遠
く
Ｌ
Ｃ
Ｃ
も

就
航
し
て
い
な
い
の
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
率

も
ア
ジ
ア
と
比
較
す
る
と
あ
ま
り
高
く
な

く
、
日
本
食
に
詳
し
く
な
い
人
は
今
も
一

定
数
存
在
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
ラ
ー
メ
ン
や
寿
司
は
欧
米
で

も
有
名
に
な
っ
て
お
り
、
神
戸
牛
に
代
表

さ
れ
る
和
牛
も
か
な
り
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
日
本
に
行
っ
た
ら
和
牛

を
食
べ
た
い
」
と
い
う
人
も
結
構
い
ま
す

ね
。
和
牛
は
決
し
て
安
く
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、「
ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」
の
ユ
ー
ザ
ー
は

庶
民
的
な
人
が
多
い
の
で
す
が
、
せ
っ
か

く
本
場
の
日
本
に
行
く
な
ら
、
多
少
高
く

て
も
食
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は

い
ま
す
。

　
一
方
、
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
は
日
本
の
食

外
国
人
の
目
か
ら
見
た
地
域
資
源
活
用
の
可
能
性

に
ど
ん
ど
ん
詳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
冬
は
日
本
海
側
で
カ
ニ
を
楽
し
み

た
い
と
い
う
人
が
多
く
、
カ
ニ
に
関
連
し

た
質
問
も
多
い
で
す
。

　

寿
司
も
人
気
で
す
。
回
転
寿
司
も
人

気
が
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
人
気
な
の
は

朝
、
築
地
に
寿
司
を
食
べ
に
行
く
こ
と
で

す
。
特
に
有
名
な
「
寿
司
大
」
と
「
大

和
寿
司
」
の
２
軒
は
、
朝
ご
飯
で

４
０
０
０
円
程
度
、
１
時
間
以
上
並
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
欧
米
の
人
を
中
心
に

と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

―
―
１
時
間
以
上
並
ん
で
朝
食
に

４
０
０
０
円
払
っ
て
で
も
食
べ
た
い
と
い

う
理
由
は
何
で
し
ょ
う
。

　

や
は
り
「
築
地
」
と
い
う
場
所
の
ブ
ラ

ン
ド
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
寿
司
大
と

大
和
寿
司
は
外
国
の
ほ
と
ん
ど
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い
て
非
常
に
有
名
な
の

で
、
み
ん
な
少
し
高
く
て
も
行
き
た
い
と

思
う
の
で
し
ょ
う
。

　

ラ
ー
メ
ン
に
詳
し
い
外
国
人
も
い
て
ブ

ロ
グ
を
作
っ
て
採
点
を
し
た
り
、
人
気
の

ラ
ー
メ
ン
屋
に
並
ん
で
長
時
間
待
つ
人
も

い
ま
す
。
行
列
も
日
本
ら
し
い
一
つ
の
体

験
と
捉
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
決
し
て
一

般
的
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
外
国
人

旅
行
者
は
基
本
的
に
は
並
ん
だ
り
、
待
た

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
そ
ん
な
に
好
き
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」
編
集
長
　

ス
テ
フ
ァ
ン
・
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー

食
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日
本
で
買
う
も
の
は

口
コ
ミ
と

自
国
で
の
体
験
で
決
ま
る

―
―
外
国
人
の
日
本
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
つ
い
て
、
最
近
感
じ
る
こ
と
は
。

　

欧
米
人
に
と
っ
て
最
近
人
気
が
あ
る
も

の
、
興
味
が
あ
る
も
の
の
一
つ
は
包
丁
や

刀
の
レ
プ
リ
カ
で
す
ね
。
日
本
は
刃
物
の

ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
か
ら
。

　

私
の
ス
イ
ス
の
友
人
は
日
本
の
包
丁
を

お
土
産
に
も
ら
い
、
砥と

石い
し

で
研
ぐ
な
ど
手

入
れ
の
方
法
を
自
分
で
熱
心
に
調
べ
、
私

も
い
ろ
い
ろ
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
の

人
た
ち
が
、
だ
ん
だ
ん
日
本
に
つ
い
て
詳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
そ
の
理
由
は
？

　

や
は
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
と
、

い
ろ
い
ろ
な
国
に
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が

増
え
た
こ
と
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

20
年
前
、
私
が
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
住
ん

で
い
た
頃
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
日

本
酒
が
「
月
桂
冠
」
１
種
類
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
は
、
新
潟
の
地
酒
な
ど

種
類
が
増
え
て
い
ま
す
。
他
の
大
都
市
も

同
様
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
影

響
も
あ
り
、
日
本
酒
に
詳
し
い
外
国
人
も

増
え
ま
し
た
ね
。
日
本
に
来
た
ら
い
ろ
い

ろ
な
銘
柄
の
日
本
酒
を
飲
ん
だ
り
、
買
っ

た
り
し
て
い
る
人
が
多
い
で
す
。

―
―
刃
物
や
日
本
酒
の
他
に
、
最
近
人

気
が
あ
る
と
思
う
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

　

欧
米
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
的
に
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
日
本
の
ウ
イ
ス

キ
ー
で
す
。「
山
崎
」
は
特
に
人
気
で
、

18
年
も
の
は
買
え
な
い
く
ら
い
の
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。
18
年
も
の
の
「
山
崎
」

は
４
万
円
以
上
に
値
上
が
り
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
買
い
た
い
と
い
う
人
が
い

ま
す
。

―
―
何
が
き
っ
か
け
で
「
山
崎
」
は
そ
ん

な
に
人
気
が
出
た
の
で
し
ょ
う
。

　

数
年
前
に
国
際
的
な
賞
を
取
っ
た
こ
と

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
（
注
）。
あ
と
は
口

コ
ミ
で
す
ね
。「
築
地
で
寿
司
を
食
べ
る
」

も
そ
う
で
す
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
有

名
に
な
る
と
、
一
気
に
人
気
が
広
が
り
、

高
く
て
も
買
い
た
い
、
体
験
し
た
い
人
が

た
く
さ
ん
出
て
く
る
と
言
え
ま
す
。

　

あ
と
は
自
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
飲
ん
で

お
い
し
い
と
思
い
、
日
本
で
ぜ
ひ
買
お
う

と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

日
本
で
買
っ
た
ほ
う
が
少
し
安
い
で
し
ょ

う
し
。
自
国
で
の
体
験
で
気
に
入
る
と
、

「
日
本
に
行
っ
た
ら
こ
れ
を
買
い
た
い
」と
い

う
思
い
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

旅
館
は
凝
縮
し
た

日
本
文
化
を
体
験
で
き
る

宿
泊
施
設

―
―
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
さ
ん
が
日
本
に
来

た
外
国
人
に
ぜ
ひ
体
験
し
て
ほ
し
い
と
思

う
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

日
本
旅
館
に
泊
ま
る
こ
と
で
す
。
そ
の

理
由
は
１
泊
で
い
ろ
い
ろ
な
日
本
の
伝
統

文
化
を
体
験
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

畳
の
部
屋
に
泊
ま
っ
て
布
団
で
眠
り
、

浴
衣
を
着
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
和
食
を

い
た
だ
き
、
お
風
呂
の
文
化
も
体
験
で
き

て
、
日
本
ら
し
い
お
も
て
な
し
も
受
け
ら

れ
ま
す
。
げ
た
を
履
い
て
浴
衣
姿
で
温
泉

街
を
散
策
で
き
た
り
、
旅
館
の
中
に
は
日

本
庭
園
も
あ
っ
た
り
…
…
。

　

旅
館
で
の
宿
泊
は
日
本
文
化
を
ワ
ン
パ

ッ
ケ
ー
ジ
で
体
験
で
き
る
の
で
、
日
本
の

伝
統
文
化
に
興
味
を
持
つ
旅
行
者
に
は
お

す
す
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
外
国
人
の
中
に
は
「
旅
館
は
ホ
テ

ル
よ
り
高
く
つ
く
」
と
い
う
声
も
あ
る
と

聞
き
ま
す
が
、
文
化
や
伝
統
に
興
味
が
あ

れ
ば
少
し
高
く
て
も
旅
館
に
泊
ま
り
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
は
あ
り
ま
す
か
？ 

　

あ
る
と
思
い
ま
す
。
素
泊
ま
り
で
き
る

旅
館
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
食
事
も
文
化

体
験
の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
せ
っ

か
く
旅
館
に
泊
ま
る
な
ら
１
泊
２
食
付
き

を
強
く
お
す
す
め
し
ま
す
。

―
―
予
算
的
に
は
い
く
ら
く
ら
い
が
適

当
で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
１
万
５
０
０
０
円
の
旅
館

と
３
万
円
の
旅
館
で
は
、
設
備
や
料
理
の

内
容
な
ど
か
な
り
違
う
と
思
い
ま
す
が
、

最
初
に
泊
ま
る
な
ら
、
１
万
５
０
０
０
円

く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
り
日
本
文
化
を
深
く
理
解
し
て
い
る

人
は
も
っ
と
お
金
を
出
し
て
、
ぜ
ひ
、
い

い
旅
館
に
泊
ま
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
お
も
て
な
し
や
建
物
、
料
理
な
ど
本

当
に
素
晴
ら
し
い
旅
館
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
の
で
。

―
―
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
さ
ん
が
お
す
す
め

の
旅
館
は
あ
り
ま
す
か
。

　

カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
３
軒
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
温
泉
」
で
、

お
す
す
め
は
長
野
県
の
仙せ

に仁
温
泉
の
「
花

仙
庵　

岩
の
湯
」
で
す
。
建
物
と
周
囲
の

自
然
が
素
晴
ら
し
く
、
非
常
に
雰
囲
気

が
よ
い
一
軒
宿
で
、
館
内
に
は
書
斎
風
の

宿泊

買い物
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読
書
コ
ー
ナ
ー
な
ど
く
つ
ろ
げ
る
空
間
が

あ
ち
こ
ち
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然

の
洞
窟
風
呂
が
あ
り
、
貸
し
切
り
風
呂
も

３
つ
あ
っ
て
、
ど
れ
も
す
て
き
な
つ
く
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は「
素
朴
さ
、田
舎
ら
し
さ
」で
、

お
す
す
め
は
乳
頭
温
泉
郷
の
「
鶴
の
湯
温

泉
」
で
す
。
特
に
、
本
陣
の
部
屋
が
素
晴

ら
し
く
、
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
よ
う
な
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。
囲
炉

裏
で
鍋
を
囲
ん
だ
り
串
刺
し
の
魚
を
焼
い

た
り
、
素
朴
な
田
舎
料
理
も
お
い
し
い
で

す
。
モ
ダ
ン
な
都
市
文
化
だ
け
で
な
く
、

伝
統
的
な
日
本
を
体
験
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
外
国
人
は
か
な
り
多
い
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
黒
澤
明
監
督
の
映
画
に
出
て

く
る
よ
う
な
風
景
を
見
た
い
と
か
…
…
。

若
い
人
に
は
漫
画
の
影
響
も
強
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
を
描
い
て

い
る
漫
画
も
多
い
で
す
か
ら
。
特
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
は
、
そ
う
い
う
傾
向
が
強
い

と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
「
日
本
秘
湯
を

守
る
会
」
の
会
員
宿
で
、
非
常
に
人
気
が

高
く
予
約
が
取
り
に
く
い
宿
で
す
。
外
国

人
、
特
に
欧
米
人
は
「
日
本
秘
湯
を
守
る

会
」の
よ
う
な
宿
が
好
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、「
日
本
ら
し
い
お
も
て
な

し
」
で
し
ょ
う
か
。
も
と
も
と
日
本
の
お

も
て
な
し
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
は
全
体
的

に
高
い
の
で
、
ど
ん
な
外
国
人
に
と
っ
て

も
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
お
も
て
な
し
の
素
晴
ら
し
さ

を
、
最
も
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
が
京
都
の

「
俵
屋
旅
館
」
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
ら

し
さ
、京
都
ら
し
さ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
て
、

伝
統
か
ら
生
ま
れ
た
上
品
さ
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
距
離
感
も
ほ
ど
よ

く
本
当
に
居
心
地
よ
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

求
め
て
い
る
の
は

「
普
通
の
人
」
と
の
触
れ
合
い

―
―
外
国
人
が
日
本
で
し
て
み
た
い
体

験
で
は
、ど
ん
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
普
通
の
人
」
と
触
れ
合
え
る
体
験
は

人
気
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
普
通
と
い
う

の
は
、
地
域
に
住
ん
で
日
常
生
活
を
営
ん

で
い
る
人
で
す
。
日
本
人
の
日
常
生
活
を

経
験
で
き
る
よ
う
な
体
験
は
ア
ジ
ア
、
欧

米
問
わ
ず
人
気
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
ジ

ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」
で
も
、「
暮
ら
す
よ
う

な
旅
行
を
し
た
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞

き
ま
す
。

　

ま
た
、
相
撲
の
朝
稽
古
を
見
る
な
ど
、

日
本
独
特
の
文
化
体
験
も
人
気
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
る
相
撲
部
屋
は
大
き
な
窓
を
設

置
し
、
外
か
ら
稽
古
を
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
て
外
国
人
は
結
構
見
に
行
っ
て
い

ま
す
。
中
に
入
っ
て
見
学
さ
せ
て
く
れ
る

相
撲
部
屋
も
あ
り
ま
す
が
ガ
イ
ド
付
き

で
な
い
と
ほ
と
ん
ど
難
し
い
よ
う
で
す
。

―
―
そ
う
い
う
体
験
に
関
す
る
情
報
を

ど
こ
で
入
手
す
れ
ば
い
い
か
、
難
し
い
面

も
あ
る
の
で
は
？ 

　

そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
今
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
日
本
の
一
般
家

庭
で
食
事
を
一
緒
に
し
な
が
ら
交
流
体
験

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
「N

A
GO

M
I 

V
ISIT

」
は
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

普
通
の
人
と
触
れ
合
う
体
験
は
、
ラ
イ

セ
ン
ス
な
ど
法
律
的
な
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
ガ
イ
ド
役
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
思
い
ま
す
。
私
も
い
い
ガ
イ
ド
に
出
会

え
た
時
は
、
訪
れ
た
場
所
が
記
憶
に
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。
建
物
な
ど
を
見
る
に
し

て
も
、
地
元
の
人
と
回
る
ほ
う
が
よ
り
印

象
に
残
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
何
か
を
た
だ
見
る
よ
り
も
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
介
す
る
こ
と
で
、
記
憶

に
残
り
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
事
で
す
し
、

自
分
の
手
で
何
か
作
る
体
験
も
記
憶
に

残
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
京
都
の
宇
治
に

乳頭温泉郷   鶴の湯

体験

仙仁温泉　花仙庵　岩の湯の洞窟風呂　仙人の湯

俵屋旅館
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行
っ
た
時
、
自
分
で
茶
葉
を
ひ
い
て
抹
茶

を
作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に

思
い
出
深
い
体
験
で
し
た
。

　

奥
会
津
で
は
山
ブ
ド
ウ
の
つ
る
を
使
っ

て
小
さ
な
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
た
の
で
す

が
、
地
元
ら
し
い
体
験
を
楽
し
む
と
同
時

に
、
持
ち
帰
れ
る
お
土
産
も
で
き
て
、
こ

れ
も
よ
か
っ
た
で
す
。
作
っ
た
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
見
る
と
、
そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
ね
。

訪
日
外
国
人
の

地
方
に
お
け
る
消
費
喚
起

―
―
日
本
文
化
か
ら
も
う
一
歩
踏
み
込

ん
で
、日
本
の
地
域
文
化
に
関
心
を
持
ち
、

体
験
し
て
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
い
う
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
現
段
階
で
は
そ
う
多
く
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
Ｓ
Ｉ
Ｔ
（Special Interest Tour :

特
別
な
目
的
を
持
っ
た
旅
行
）
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
受
け
入
れ
る
地

域
側
で
も
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
ま
り
催

行
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
台

湾
や
韓
国
な
ど
の
非
常
に
リ
ピ
ー
タ
ー
率

が
高
い
国
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

訪
日
外
国
人
を
受
け
入
れ

る
に
あ
た
っ
て
の
課
題

―
―
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
さ
ん
が
最
近
感
じ

て
い
る
訪
日
外
国
人
受
け
入
れ
に
あ
た
っ

て
の
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

　

最
近
は
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
充
実
さ
せ
て

い
る
博
物
館
も
多
く
、
い
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
館
内
の
展
示
は

多
言
語
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
体
験
コ

ー
ナ
ー
は
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
間
、岡
山
の
刀
剣
博
物
館
で
、

自
分
で
刃
物
を
作
れ
る
と
い
う
面
白
い
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
外

国
語
の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
日
本
の
刃
物
は
外
国
人
に
人
気
が

高
ま
っ
て
い
る
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

外
国
語
の
情
報
と
い
っ
て
も
、
Ａ
４
の

紙
１
枚
程
度
に
外
国
語
で
体
験
の
際
の

ル
ー
ル
な
ど
を
書
い
て
渡
す
と
い
う
形
で

対
応
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
作
業
の
説

明
だ
け
で
な
く
、
そ
の
体
験
の
文
化
的

背
景
な
ど
も
補
足
説
明
で
き
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
が
外
国
語
を
十
分
に
話
せ
な
く
て

も
、
工
夫
す
れ
ば
受
け
入
れ
は
可
能
だ

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
応
言
語
は
そ
の
施
設
に
ど
の

国
か
ら
来
る
外
国
人
が
多
い
か
調
べ
、
そ

れ
に
応
じ
て
対
応
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
。
先
日
、
唐
津
の
お
城
に
行
っ
た
時
は

韓
国
人
が
多
い
よ
う
で
、
説
明
は
日
本
語

と
韓
国
語
の
み
で
し
た
。

　
―
―
最
後
に
、
外
国
の
方
に
も
っ
と
日

本
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
課
題
だ
と

思
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
、
日
本
全
国
で
面
白
い
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
い
ろ
い
ろ
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
「
言
葉
の
壁
」
が
か
な
り
あ
り

ま
す
。
予
約
が
必
要
な
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
す
が
、
日
本
語
で
し
か
予
約
で
き
な
い

こ
と
が
多
く
、
体
験
の
時
も
同
じ
で
す
。

私
が
楽
し
ん
だ
宇
治
抹
茶
づ
く
り
も
、
も

し
日
本
語
を
話
せ
な
か
っ
た
ら
、
ま
ず
体

験
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

果
物
狩
り
も
外
国
人
に
人
気
が
高
い

の
で
す
が
、
せ
っ
か
く
い
い
農
園
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
に
、
日
本
語
で
し
か
情
報
が

発
信
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
行
き
方
が
分

ステファン・シャウエッカー
（「ジャパンガイド」編集長）
1974年、スイス・チューリヒ生ま
れ。ジャパンガイド株式会社代表
取締役社長。2008年より国土交
通省が主導する「ビジット・ジャ
パン大使」を務める。1995年に
初めて日本を旅行。1996年、カナ
ダでインターネットの日本観光サ
イト「ジャパンガイド」を開設。日本人の妻とともに2003
年から群馬県藤岡市に移り住む。著書に『外国人が選
んだ日本百景』（講談社+α新書）、『外国人だけが知っ
ている美しい日本』（大和書房）などがある。

か
ら
な
か
っ
た
り
、
存
在
自
体
を
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
も
多
い

で
す
。

　

こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
体
験
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
非
常
に
可
能
性
が
あ
る
の
に
、

言
葉
の
壁
に
よ
っ
て
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を

失
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
日
本
人

向
け
に
行
わ
れ
て
い
る
地
元
の
体
験
が
、

も
っ
と
外
国
人
に
も
参
加
し
や
す
く
な
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。

聞
き
手
：
観
光
経
済
研
究
部  

柿
島
あ
か
ね

編
集
協
力
：
井
上
理
江

（
注
）英
国
の
権
威
あ
る
「
ウ
イ
ス
キ
ー
・
バ
イ
ブ
ル
」

２
０
１
５
年
版
が
、「
山
崎
シ
ェ
リ
ー
カ
ス
ク

２
０
１
３
」
を
最
高
賞
に
選
出
。
こ
の
賞
に
日

本
の
ウ
イ
ス
キ
ー
が
選
ば
れ
た
の
は
初
め
て
。

宇治   抹茶体験
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本
特
集
の
狙
い

　

今
回
の
特
集
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消

費
を
地
域
へ
の
経
済
効
果
に
結
び
つ
け
る

施
策
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
て
考
察
し

て
い
る
。

　

実
は
こ
の『
観
光
文
化
』で
は
、２
０
１
３

年（
平
成
25
年
）10
月
の
２
１
９
号
で「
ア

ジ
ア
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
を
地
域
へ
呼
び
込
む
」

と
い
う
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で

予
想
し
て
い
た
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
Ｆ

Ｉ
Ｔ
客
比
率
の
増
加
は
、
数
年
の
う
ち
に

現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
台
湾
や
香
港
な

ど
か
ら
の
旅
慣
れ
た
旅
行
者
は
、
よ
り
新

鮮
な
観
光
地
を
求
め
て
、
新
規
路
線
が
就

航
し
た
地
方
の
観
光
地
に
も
積
極
的
に
足

を
延
ば
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

徳
島
県
の
大お

お

歩ぼ

危け

・
祖い

谷や

温
泉
郷
に

あ
る
温
泉
旅
館
へ
の
取
材
で
驚
い
た
の

は
、
外
国
人
宿
泊
客
の
９
割
が
レ
ン
タ
カ

ー
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
実
態
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
手
配
旅
行
、
ま
た

は
レ
ン
タ
カ
ー
を
組
み
込
ん
だ
フ
リ
ー
プ

ラ
ン
型
商
品
を
利
用
し
た
旅
行
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

　

訪
日
市
場
が
拡
大
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
し
、

一
部
で
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
も
進
行
す
る
中

で
、
富
士
河
口
湖
町
、
廿は

つ

日か

市い
ち

市
（
宮
島
）

の
例
に
見
た
よ
う
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

を
誘
致
す
る
と
い
う
段
階
か
ら
、
い
か
に

消
費
し
て
も
ら
い
、
地
域
へ
の
波
及
効
果

を
創
り
出
し
て
い
く
か
を
考
え
る
段
階
に

局
面
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
今
回
の
特
集

は
２
１
９
号
の
特
集
の
い
わ
ば
続
編
で
あ

り
、「
誘
客
」
か
ら
「
波
及
効
果
」
へ
の

シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
地
域
が
ど
う
進
め
て

い
く
べ
き
か
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ

う
構
成
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
お
け
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
距
離
感

　

と
こ
ろ
で
、各
研
究
員
が
食
や
買
い
物
、

体
験
な
ど
に
関
す
る
事
例
情
報
の
探
索

を
進
め
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、優
良
事
例
（
外

国
人
消
費
が
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
事
例
）
を
見
つ
け
る
こ
と
に

予
想
以
上
に
苦
労
し
て
い
る
。

　

地
域
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
が
増
え

た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
こ
こ
数
年
の
出
来

事
で
あ
り
、
多
く
の
地
域
で
は
「
経
済
効

果
」
よ
り
も
ま
ず
「
誘
客
」
に
重
点
が
置

か
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
目
に

見
え
る
形
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
経
済
効
果

が
発
現
す
る
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か

る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。例
え
ば
、

地
域
に
よ
っ
て
は
５
年
以
上
の
取
り
組
み

が
認
め
ら
れ
る
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う

な
施
策
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
来
訪

客
は
地
元
客
、日
本
人
客
が
中
心
で
あ
り
、

外
国
人
へ
の
浸
透
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
ケ

ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

香
港
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
訪
れ

る
と
、
日
本
の
地
域
名
を
冠
し
た
牛
肉
や

果
物
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
他
の
国
の
食
材

よ
り
も
高
値
で
販
売
さ
れ
て
い
る
の
を
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
）。

　

長
年
、
各
県
が
物
産
の
輸
出
促
進
に

取
り
組
ん
で
き
た
成
果
と
言
え
る
が
、
こ

と
訪
日
旅
行
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
食

材
を
食
べ
に
生
産
地
域
を
訪
れ
る
と
い
う

外
国
人
は
ま
だ
ま
だ
少
数
派
で
あ
り
、
著

名
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
検
索
し
て
み
て
も
地
域
ブ

ラ
ン
ド
名
の
ヒ
ッ
ト
件
数
は
少
な
い
。「
和

牛
」
や
「
カ
ニ
」
と
い
う
言
葉
は
浸
透
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は
東
京
や
大
阪
で
食
べ

て
も
よ
く
、
○
○
牛
を
食
べ
に
生
産
地
周

辺
に
足
を
運
ぶ
と
い
う
旅
の
形
は
ま
だ
定

番
化
し
て
い
な
い
段
階
に
あ
る
。

　

こ
の
事
情
は
食
材
だ
け
で
は
な
く
、
伝

統
工
芸
品
な
ど
も
そ
う
で
あ
る
。
日
本
製

の
食
器
や
道
具
な
ど
は
発
地
国
の
百
貨
店

図  �香港のスーパーマーケットで
販売されている日本食材

山形牛（山形県産）
※100g・150HK＄（2,200円程度）

マスクメロン（静岡県産）
※1玉・498HK＄（7,300円程度）

いちご（佐賀県産）
※1パック・368HK＄（5,400円程度）
アメリカ産いちごは168HK＄（2,500円程度）で
販売されていた。

インバウンドの
経済効果事例の読み方

公益財団法人日本交通公社　観光経済研究部長・主席研究員　塩谷 英生
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で
は
高
値
で
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

生
産
地
を
訪
れ
る
よ
う
な
旅
行
商
品
も

Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
も
ま
だ
少
な
い
。
地
域
で
あ
れ

ば
職
人
の
「
仕
事
ぶ
り
」
が
分
か
る
製
品

を
、
安
心
し
て
お
得
に
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
特
集
２
で
取
り
上
げ

た
３
地
域
（
廿
日
市
市
、富
士
河
口
湖
町
、

高
山
市
）
は
古
く
か
ら
外
国
人
受
け
入

れ
の
実
績
が
あ
る
大
規
模
観
光
地
で
あ

る
。
巻
頭
言
に
市
長
か
ら
の
寄
稿
を
い
た

だ
い
た
高
山
市
で
は
、
早
く
か
ら
経
済
循

環
を
重
視
し
た
施
策
を
進
め
て
き
て
お

り
、
高
山
ブ
ラ
ン
ド
の
消
費
拡
大
と
い
う

点
で
参
考
に
な
る
面
が
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
大
雪
の
日
に
高
山
を

訪
れ
た
際
、
と
あ
る
飛
騨
牛
の
店
へ
の
来

客
の
半
数
は
外
国
人
が
占
め
て
い
た
。
こ

う
し
た
閑
散
期
に
空
席
を
埋
め
て
く
れ
る

と
い
う
点
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
経
済

効
果
へ
の
貢
献
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

水
平
型
の
波
及
効
果
を
生
む

周
遊
パ
ス
・
宿
泊
拠
点

　

特
集
３
で
は
、
特
集
２
の
よ
う
な
代
表

的
観
光
地
か
ら
離
れ
て
、
小
規
模
観
光
地

な
が
ら
富
裕
層
や
ム
ス
リ
ム
圏
か
ら
の
誘

客
に
成
功
し
て
い
る
事
例
や
、
大
都
市
を

含
め
て
夜
（
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
）
の
観
光
魅

力
向
上
な
ど
、
比
較
的
特
色
の
あ
る
優
良

事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

事
例
を
整
理
す
る
分
類
軸
に
は
、
地
域

別
や
客
層
別
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が

あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
試
み
に
飲
食
、
宿

泊
、
交
通
、
買
い
物
、
体
験
と
い
う
観
光

消
費
の
「
大
費
目
別
」
に
分
け
て
優
良
事

例
を
整
理
し
た
。

　

こ
こ
で
、
特
集
１
の
お
さ
ら
い
に
な
る

が
、
経
済
効
果
を
高
め
る
施
策
の
分
類
と

し
て
は
、「
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
増

や
す
施
策
」「
②
１
人
当
た
り
の
消
費
単

価
を
上
げ
る
施
策
」「
③
域
内
調
達
率
を

高
め
る
施
策
（
含
地
元
雇
用
）」
が
あ
る
。

た
だ
し
、
一
つ
の
施
策
が
複
数
の
効
果
を

生
む
こ
と
は
、
む
し
ろ
一
般
的
で
あ
る
。

例
え
ば
道
の
駅
で
の
物
販
施
設
整
備
な
ど

は
、
①
②
③
の
要
素
を
全
て
含
み
得
る
。

特
集
３
で
挙
げ
ら
れ
た
事
例
は
、
そ
も
そ

も
消
費
活
動
を
軸
に
抽
出
し
て
い
る
の

で
、
①
②
の
要
素
は
大
な
り
小
な
り
含

ま
れ
て
お
り
、
加
え
て
③
の
要
素
、
地
場

産
品
や
地
元
人
材
の
活
用
に
関
す
る
工
夫

が
織
り
込
ま
れ
た
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

少
し
視
点
を
変
え
て
み
る
と
、
特
集
３

に
は
「
消
費
が
消
費
を
呼
び
込
む
」
と
い

う
ケ
ー
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。
周
遊
パ
ス

に
よ
る
観
光
施
設
の
リ
ン
ク
や
、
地
域
文

化
の
拠
点
と
し
て
の
宿
泊
施
設
な
ど
が
そ

れ
で
あ
る
。

　

誘
客
・
消
費
か
ら
域
内
調
達
ま
で
を

仮
に
「
垂
直
型
」
の
波
及
効
果
と
位
置
づ

け
た
場
合
、
い
わ
ば
「
水
平
型
」
の
波
及

効
果
を
生
み
出
す
よ
う
な
効
果
で
あ
る
。

例
え
ば
、
温
泉
の
掘
削
は
入
湯
料
収
入
だ

け
で
は
な
く
、
宿
泊
や
飲
食
へ
の
ニ
ー
ズ

を
生
み
、
朝
市
は
物
販
だ
け
で
な
く
宿
泊

に
も
結
び
つ
く
。
こ
う
し
た
活
動
と
活
動

と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
（
連
鎖
）
が
経
済
効
果

を
広
げ
、
結
果
的
に
客
層
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
観
光
施
策
の
立
案
や
評
価
に
お
い

て
は
、「
垂
直
型
」「
水
平
型
」
双
方
の
波

及
効
果
へ
の
寄
与
を
確
認
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
の
魅
力
を
知
る

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
波
及
効
果
を
高

め
る
施
策
を
考
え
る
上
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
か
ら
見
た
地
域
の
魅
力
や
活
用
可
能

な
潜
在
資
源
を
把
握
す
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
。
特
集
４
で
は
、「
ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」

の
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
編
集
長
に
、
我
が
国

の
地
域
の
観
光
魅
力
に
つ
い
て
概
括
し
て

い
た
だ
い
た
。

　
「
暮
ら
す
よ
う
な
旅
行
を
し
た
い
」
人

は
、
日
本
へ
の
来
訪
回
数
が
増
え
る
に
つ

れ
て
、
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
地
方
の
正

月
行
事
や
料
理
な
ど
、
日
本
の
文
化
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
旅
行
を
閑
散
期
に
う
ま

く
誘
導
し
、
郷
土
料
理
や
観
光
体
験
を
組

み
合
わ
せ
て
い
く
よ
う
な
魅
力
づ
く
り
に

も
可
能
性
が
あ
る
。
日
本
の
地
方
に
は
、

地
域
の
人
々
が
思
う
以
上
に
魅
力
が
あ
る

モ
ノ
や
コ
ト
が
多
い
。
人
口
が
多
く
て
日

常
的
な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
ア

ジ
ア
の
都
市
圏
の
人
々
や
、
異
文
化
に
関

心
の
あ
る
欧
米
客
な
ど
、
あ
る
程
度
裕
福

な
客
層
こ
そ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い
。

　

地
域
の
魅
力
を
あ
る
程
度
客
観
的
に

把
握
す
る
に
は
、
今
来
て
い
る
外
国
人
客

の
来
訪
実
態
を
統
計
的
に
把
握
し
た
り
、

何
を
魅
力
と
感
じ
何
を
不
満
と
感
じ
た

か
と
い
っ
た
、
訪
問
客
の
具
体
的
な
意
見

を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
吸
い
上
げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
来
訪
客
以
外
に
も
、
地
域
に
住
む
海

外
居
住
経
験
者
や
外
国
人
の
意
見
も
参

考
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
う
し
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
契
機
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
受

け
入
れ
に
参
画
し
て
も
ら
う
こ
と
も
期
待

で
き
る
。

　

地
域
の
魅
力
・
資
源
を
知
り
、
経
済

効
果
へ
向
け
た
施
策
を
企
画
、
推
進
し
、

評
価
し
、
改
善
す
る
。
訪
日
市
場
の
客
層

や
ニ
ー
ズ
が
変
わ
れ
ば
、
そ
の
処
方
箋せ

ん

、

資
源
の
活
か
し
方
も
柔
軟
に
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
特
集
が
地
域
の

観
光
施
策
立
案
の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）
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韓
国
の

「
観
光
ド
ゥ
レ
事
業
」の
概
要

　

こ
れ
ま
で
観
光
は
、「
観
光
客
の
満
足

度
」「
観
光
産
業
の
収
益
性
」「
観
光
資

源
の
保
護
」
の
３
つ
を
重
視
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
、
持
続
可
能
な
観
光
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
こ
に
「
地
元

住
民
へ
の
利
益
」
を
加
え
た
４
つ
の
要
素

が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
観
光
客
が
地
域

を
訪
れ
た
際
、
地
元
資
本
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
食
事
を
し
た
ほ
う
が
地
元
へ
の
経
済
効

果
は
高
ま
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
韓
国
の
文
化
体
育
観
光
部
の

観光研究レビュー（1）

韓国の観光政策
「観光ドゥレ事業」について
――韓国文化観光研究院（KCTI）との研究交流会より

公益財団法人日本交通公社 観光文化情報センター企画室長 主任研究員　 福永 香織

　2016年11月24日（木）、2005年より研究協定を結んでいる韓国文化観光研究院（以下、KCTI）と研究交流会を開

催しました。第1部の權
クォン

泰
テ イ ル

一氏（KCTI副研究委員）による講演「韓国人の旅行の実態と志向」は公開とし、当財団と

KCTIの研究員以外に約20人の方にご参加いただきました。

　今回、研究発表の共通テーマを観光政策とし、当財団からは「わが国の観光推進組織と財源について」、KCTIからは

「韓国の観光政策－観光D
ドゥレ

ooreの取組について」をそれぞれ発表し、意見交換を行いました。本稿では韓国の観光ドゥ

レ事業についてお話しいただいた朴
パクジュヨン

注暎氏（KCTI研究委員）の発表の概要をご紹介します。

朴注暎研究委員（KCTI）の発表の様子

「日韓国際観光カンファレンス2016」概要
日時：2016 年 11 月 24 日（木）13:00 ～ 18:30 ／ 場所：公益財団法人日本交通公社 ライブラリーホール

次第	 13:00	 開会・主催者挨拶
			   JTBF   志賀典人   会長　　　KCTI   金

キ ム  ゾ ン マ ン

正晩   研究院長

		  13:15	 第 1 部　講演会「韓国人の旅行の実態と志向」　KCTI   權
クォン

泰
テ イ ル

一   副研究委員
				    質疑応答

		  14:45	 第 2 部　KCTI・JTBF 研究交流会
				    両組織の最近の研究活動紹介、各研究員自己紹介
				    日本交通公社ビル・旅の図書館の案内

		  15:40	 【研究発表 1】「わが国の観光推進組織と財源について」JTBF   梅川智也  理事・観光政策研究部長
			   【研究発表 2】「韓国の観光政策－観光 Doore の取組について」KCTI   朴

パ ク  ジ ュ ヨ ン

注暎   研究委員

		  17:50	 意見交換会

		  18:30	 閉会
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事
業
と
し
て
２
０
１
３
年
度
に
始
ま
っ
た

の
が
「
観
光
ド
ゥ
レ
事
業
」
で
す
。
農
業

の
機
械
化
が
進
ん
で
い
な
い
時
代
、
韓
国

で
は
地
域
住
民
が
協
力
し
て
田
植
え
や

収
穫
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
伝

統
的
な
共
同
体
の
こ
と
を
韓
国
で
は
ド

ゥ
レ
と
い
い
ま
す
。
観
光
に
お
い
て
も
、

地
域
住
民
が
主
体
的
に
観
光
事
業
を
立

ち
上
げ
、
新
た
な
方
法
で
観
光
事
業
を

運
営
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
共
同
体

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
住

民
同
士
や
企
業
同
士
の
共
同
体
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
発
の
観
光
事

業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
た

め
の
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が
観

光
ド
ゥ
レ
事
業
で
す
。
現
在
37
カ
所
の

自
治
体
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

取
り
組
み
が
３
年
目
に
入
っ
た
地
域
も

あ
り
ま
す
し
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

観
光
ド
ゥ
レ
事
業
は
３
年
単
位
で
行
わ

れ
ま
す
（
図
１
）。
１
年
目
は
ド
ゥ
レ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
選
定
し
ま
す
。
地
域
の
事

情
に
通
じ
て
お
り
、
地
域
に
合
っ
た
企
画

提
案
や
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
望
ま
し
い
た
め
、
地
元
に
住
ん
で
い
て
、

か
つ
実
務
経
験
の
あ
る
人
が
優
先
的
に
選

図1　観光ドゥレ事業の年度別事業推進目標

図2　観光ドゥレ事業の推進体系 朴注暎氏発表資料より

朴注暎氏発表資料より
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始
め
た
陝ハ

プ
チ
ョ
ン川工

芸
協
同
組
合
の
例
や
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
街
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
商
店
街

の
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
旅
行
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
１
人
用
の
御
膳
を
提
供

す
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
麗ヨ

ス水
の
ス
ー
レ
イ
ン
ボ

ー
共
同
組
合
の
例
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
彼

女
た
ち
は
、
麗
水
で
暮
ら
す
外
国
人
女
性

の
経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
集
ま

っ
た
組
合
で
、
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営

に
よ
り
３
人
の
外
国
人
女
性
と
１
人
の
シ

ル
バ
ー
世
代
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
学
生
が
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と

し
て
は
、
青
雲
大
学
観
光
学
科
の
学
生

や
卒
業
生
が
空
き
家
を
改
造
し
て
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
を
運
営
し
、
農
村
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
例
が
あ
り
ま

す
。
洪ホ

ン
チ
ョ
ン川

と
い
う
地
域
で
も
、
若
者
が

Ｕ
タ
ー
ン
を
し
て
、
そ
の
地
域
の
特
産

品
で
あ
る
ホ
ッ
プ
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ

ー
ル
の
製
造
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
ホ
ッ
プ
を
使
う

こ
と
で
農
業
振
興
に
な
り
ま
す
し
、
ビ

ー
ル
を
飲
み
に
来
た
お
客
様
は
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
に
泊
ま
れ
る
の
で
、
と
て
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

特
産
の
カ
ニ
を
使
っ
た
カ
ニ
ホ
ッ
ト
ド
ッ

グ
と
い
う
新
商
品
を
開
発
・
販
売
し
た
と

こ
ろ
、
２
０
１
６
年
夏
の
１
カ
月
で

４
０
０
０
万
ウ
ォ
ン
（
日
本
円
で
約

４
０
０
万
円
）
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
観
光
地
と
し
て
の
課
題

を
解
決
し
つ
つ
、
新
た
に
特
産
品
を
開
発

す
る
こ
と
で
利
益
を
得
て
い
る
例
も
あ
り

ま
す
。

　

高
校
時
代
に
カ
ヌ
ー
部
に
所
属
し
て
い

た
メ
ン
バ
ー
が
カ
ヌ
ー
に
よ
る
観
光
レ
ジ

ャ
ー
事
業
を
始
め
た
例
も
あ
り
ま
す
。
最

初
は
２
人
乗
り
の
カ
ヌ
ー
だ
け
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
住
民
も
一
緒
に

な
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
大
人
数

で
乗
れ
る
カ
ヌ
ー
を
導
入
し
た
り
、
冬
の

凍
っ
た
川
を
滑
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
な
が
ら

事
業
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
ま
す
。
観
光
客

に
と
っ
て
は
、
海
で
カ
ヌ
ー
を
楽
し
む
と

い
う
新
し
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
る
き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
し
、
彼
ら
も
カ
ヌ

ー
と
い
う
特
技
を
活
か
し
て
職
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
草
木
染
め
や
木
工
品
を

作
る
作
家
が
集
ま
り
、
地
域
の
お
土
産
品

の
共
同
開
発
や
共
同
販
売
店
の
運
営
を

報
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
し
、
Ｋ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
が
事
業
の
全
体
監
理
や
進
捗
管
理
、

ド
ゥ
レ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
育
成
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

「
観
光
ド
ゥ
レ
事
業
」に
よ
る

取
り
組
み
事
例

　

谷コ
ッ
ソ
ン城
と
い
う
地
域
で
は
、
健
康
や
食
へ

の
関
心
が
高
い
主
婦
が
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

米
を
生
産
す
る
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

地
元
の
農
作
物
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
当
初
、
地
元
の

皆
さ
ん
は
良
い
も
の
を
作
れ
ば
当
然
お
客

様
が
来
る
と
い
う
意
識
で
し
た
が
、
ド
ゥ

レ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
シ
ェ
フ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
か
ら
は
、
お
客
様
が

必
要
と
す
る
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
認
識
し
、
お
客
様
が
喜
ぶ
メ
ニ
ュ

ー
づ
く
り
を
第
一
に
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

蔚ウ
ル
チ
ン珍

と
い
う
海
岸
地
域
は
、
海
水
浴

場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
来
訪
客
が
一
休
み
で
き
る
よ
う
な
カ

フ
ェ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

２
０
１
５
年
に
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
、

ば
れ
ま
す
。
彼
ら
は
３
カ
月
の
研
修
期
間

を
経
て
地
域
へ
派
遣
さ
れ
、
地
域
住
民
と

一
緒
に
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

２
年
目
は
計
画
に
基
づ
き
創
業
を
行

い
、
３
年
目
は
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た

組
織
運
営
や
、
広
報
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

観
光
ド
ゥ
レ
企
業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強

化
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
の
段
階
で
取
り

組
み
や
成
果
を
評
価
し
、
優
秀
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
追
加
で
２
年
間
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、

支
援
金
を
１
０
０
％
出
し
て
し
ま
う
と
依

存
体
質
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
10
％
以
上
は
自
己
負
担
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
効
果
を
高
め
、
地
域
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る
た
め
に
、

各
地
域
で
開
発
し
た
商
品
を
持
ち
寄
っ

て
情
報
交
換
を
行
う
場
な
ど
も
設
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
に
も
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
る
た
め
、
大
学
生
が
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
関
わ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た

広
報
活
動
や
企
画
提
案
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

役
割
分
担
と
し
て
は
、
韓
国
の
文
化
体

育
観
光
部
が
基
本
計
画
の
立
案
や
事
業

費
の
支
出
を
行
い
、
韓
国
観
光
公
社
が
広
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55 観光研究レビュー（1） ◉韓国の観光政策「観光ドゥレ事業」について—— 韓国文化観光研究院（KCTI）との研究交流会より

「
観
光
ド
ゥ
レ
事
業
」の

主
な
成
果

　

観
光
ド
ゥ
レ
事
業
は
４
年
目
に
入
っ
た

ば
か
り
な
の
で
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

成
果
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
１
５
６
の
事
業
体
の
う
ち
32
団
体
が

創
業
お
よ
び
経
営
改
善
を
行
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
６
年
の
上
半
期
は
１
カ
月
当

た
り
の
売
り
上
げ
平
均
が
１
３
４
４
万
ウ

ォ
ン
（
日
本
円
で
約
１
３
０
万
円
）、
来

訪
客
数
が
１
１
６
９
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
都
市
部
と
比
べ
る
と
小
さ
な
数
字
で

す
が
、
も
と
も
と
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
事
業
を
立
ち
上
げ
て
観
光
客
を
誘

致
し
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
点
は

注
目
に
値
す
る
か
と
思
い
ま
す
。加
え
て
、

地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
問
題
の
解
決

に
あ
た
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
育
っ
て
い

る
こ
と
も
重
要
な
成
果
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
事
業
が
終
わ
っ
て
も
地
域
住
民

と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
の
関
係
は
続
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
地
域

で
実
施
し
た
住
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

「
新
し
く
立
ち
上
げ
た
組
織
に
お
け
る
協

力
関
係
の
強
化
」
に
つ
い
て
は
７
点
満
点

中
５・９
点
、「
住
民
の
参
画
意
識
の
向
上
」

と
「
共
同
体
意
識
の
向
上
」
に
つ
い
て
も

５・９
点
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

総
括
す
る
と
、
こ
の
観
光
ド
ゥ
レ
事
業

は
地
域
が
抱
え
る
観
光
分
野
の
問
題
点

を
、
住
民
が
事
業
体
を
つ
く
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
で
解
決
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な

意
義
が
あ
り
、
住
民
自
身
の
誇
り
の
醸
成

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
産

で
退
職
し
た
主
婦
や
定
年
退
職
し
た
シ
ニ

ア
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
多
く

の
方
に
働
く
機
会
を
提
供
で
き
て
い
る
意

義
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

本
事
業
を
通
し
て
支
援
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

観
光
推
進
組
織
の
あ
り
方
や
財
源
確

保
の
問
題
な
ど
、
日
本
と
韓
国
に
お
け
る

観
光
の
課
題
は
共
通
点
が
多
く
、
意
見

交
換
会
で
は
相
互
の
悩
み
を
共
有
し
な
が

ら
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
か
ら
は
日

本
の
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
や
、
宿
泊
税
、

環
境
協
力
税
導
入
の
過
程
や
成
功
要
因

に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
Ｆ
か
ら
は
観
光
ド
ゥ
レ
事
業
に
お
け

る
事
業
費
の
分
担
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

育
成
方
針
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
を
持
ち
、
地
域
の

観
光
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人
材
が
ま

だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
日
本
に
と
っ
て

は
、
ど
の
よ
う
に
人
材
を
発
掘
・
育
成
し
、

能
力
を
高
め
て
い
く
か
と
い
う
点
に
お
いカンファレンスの様子

て
参
考
に
な
る
取
り
組
み
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

　

權
泰
一
副
研
究
委
員
の
発
表
内
容
に

関
す
る
意
見
交
換
に
お
い
て
も
、
日
本

と
韓
国
を
行
き
来
す
る
観
光
客
数
は
多

い
も
の
の
、
両
国
の
魅
力
や
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
ま
だ
開
拓
、
周
知
の

余
地
が
あ
る
こ
と
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
一

つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
日
本
と
韓
国
が
一
体

と
な
っ
て
魅
力
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
意
見
と
し
て
挙

が
り
ま
し
た
。

　

金
正
晩
研
究
院
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
私
の
研
究
成
果
に
よ
る
と
、
日
本
へ
の

訪
問
経
験
や
日
本
人
と
の
接
点
を
持
っ
た

経
験
の
あ
る
人
ほ
ど
日
本
と
の
関
係
を
良

く
思
っ
て
い
る
。
韓
国
人
と
日
本
人
が
お

互
い
の
国
で
観
光
消
費
額
を
高
め
る
こ
と

は
重
要
で
は
あ
る
が
、
相
互
に
交
流
し
、

行
き
来
し
合
う
こ
と
の
意
義
こ
そ
が
大
き

い
。」
と
い
う
言
葉
は
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
い
議
論
が
で

き
た
今
回
の
研
究
交
流
会
で
は
、
両
組
織

の
活
発
な
研
究
交
流
が
、
両
国
の
観
光
研

究
や
観
光
政
策
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と

を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
ふ
く
な
が　

か
お
り
）
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当
財
団
で
は
２
０
１
５
年
度
（
平
成
27

年
度
）
か
ら
自
主
研
究
と
し
て
、
ア
ジ
ア

に
お
け
る
観
光
研
究
の
潮
流
を
概
観
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
７
年

（
平
成
29
年
）
１
月
27
日
（
金
）
に
そ
の

一
環
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
准
教
授

のDr. Edieser Dela Santa

を
お
招
き

し
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
観
光
政
策
と
観
光

研
究
に
関
す
る
勉
強
会
」
を
開
催
し
た
。

当
日
は
当
財
団
の
研
究
員
の
他
、
観
光
分

野
の
研
究
者
や
実
務
者
計
10
人
が
参
加

し
て
、
講
演
と
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

　

D
ela Santa

准
教
授
と
当
財
団
の
関

係
は
２
０
１
５
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
氏
は

当
時
東
日
本
大
震
災
後
の
観
光
復
興
に

関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
来
日

し
、
約
１
カ
月
の
滞
在
期
間
中
に
観
光

復
興
に
携
わ
る
研
究
者
や
関
係
団
体
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
ら
れ
て
い
た
。

当
財
団
で
は
、
同
時
期
に
環
境
省
の
「
復

興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
」

に
受
託
実
施
機
関
と
し
て
関
わ
っ
て
お

り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
た
め
氏
が
当
財
団

を
来
訪
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
今
回
の
勉
強
会
の
開
催
が
実
現
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
当
日
の
講
演
や
そ
の
後
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
要
約
し
て

紹
介
す
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
観
光
の
現
状

　

２
０
１
５
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ
た

外
国
人
観
光
客
数
は
５
３
６
万
人
で
あ

り
、
前
年
比
で
10
・
97
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
数
年
の
推
移
を
見
て
も
、

２
０
１
０
年
か
ら
毎
年
10
％
前
後
の
伸
び

が
続
い
て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
に
よ
る

観
光
消
費
額
の
伸
び
も
２
０
１
５
年
こ
そ

前
年
比
５
・
92
％
と
一
ケ
タ
台
と
な
っ
て

い
る
が
２
０
１
０
年
か
ら
10
～
20
％
台
の

伸
び
が
続
い
て
い
る
。

　

Dela Santa

准
教
授
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
中
で
比
較
す
る
と
、
現
状

で
は
外
国
人
観
光
客
の
数
、
観
光
や
ビ
ジ

ネ
ス
の
競
争
力
と
い
っ
た
面
で
は
劣
後
し

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
旺
盛
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
に
対
応
し
て
、
都
市
部
に
お

け
る
ホ
テ
ル
の
客
室
供
給
の
増
加
や
、
観

光
に
関
連
す
る
雇
用
の
増
加
が
起
こ
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
国
内
観
光
客
は
外
国
人
観

光
客
の
約
10
倍
の
規
模
が
あ
る
が
、
国
の

観光研究レビュー（2）

「フィリピンの観光政策と観光研究に関する勉強会」
開催報告

公益財団法人日本交通公社　観光政策研究部　主任研究員　 菅野 正洋

Dela Santa准教授による講演の様子

政
策
の
力
点
は
外
国
人
観
光
客
の
誘
致

に
置
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の

観
光
政
策
の
現
状

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
２
０
１
６
年
６
月
に

ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
が
就
任
し
、
そ
の
言

動
が
何
か
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

と
観
光
政
策
に
関
し
て
は
大
き
な
戦
略
は

そ
の
ま
ま
で
、
基
本
的
に
は
前
政
権
の
方

針
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
前
政
権
に
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57 観光研究レビュー（2） ◉「フィリピンの観光政策と観光研究に関する勉強会」開催報告

よ
っ
て
２
０
２
２
年
ま
で
に
外
国
人
観
光

客
数
１
０
０
０
万
人
（
２
０
１
５
年
の
約

２
倍
）
を
目
指
す
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
が
、Dela Santa

准
教
授
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
予
定
通
り
進
め
ば
達

成
可
能
で
は
な
い
か
、
と
の
見
通
し
で
あ

っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
観
光
分
野
が
高
い
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
示
す
中
で
、
政
治
の
世
界
で

も
観
光
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
観
光
関
連
の
公
的
企
業
に
お
け
る
ポ

ス
ト
の
多
く
が
、
政
治
家
や
著
名
な
俳
優

で
占
め
ら
れ
る
状
況
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
政
府
機
関
の
数
が
多
い
の
も
特

徴
で
、
宿
泊
業
、
旅
行
業
、
土
地
・
交
通
、

カ
ジ
ノ
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

人
材
育
成
な
ど
の
分
野
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま

な
政
府
機
関
が
関
わ
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
時
に
は
同
じ
政
府
機
関
同
士
で
あ
り

な
が
ら
利
害
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
、
法
廷

で
争
う
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る

観
光
研
究
の
現
状

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
観
光
研
究
の
分

野
と
し
て
は
、
観
光
開
発
・
計
画
、
観
光

の
イ
ン
パ
ク
ト
、
観
光
の
持
続
性
、
観
光

政
策
、
観
光
の
協
働
プ
ロ
セ
ス
、
観
光
災

害
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
国
内
に

は
観
光
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
大

学
・
機
関
は
わ
ず
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
大
学
に
在
籍
し
て
い
る
研
究

者
の
多
く
が
教
育
活
動
を
中
心
と
し
て

お
り
、
学
術
論
文
の
発
表
が
そ
れ
ほ
ど

活
発
で
な
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

D
ela Santa

准
教
授
に
よ
れ
ば
、
実
質

的
に
観
光
に
関
す
る
研
究
機
関
と
言
え

る
の
は
氏
が
在
籍
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学

だ
け
で
、
観
光
分
野
の
研
究
者
と
言
え

出所：フィリピン政府官報をもとに筆者作成
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2001　　2002　　2003　　2004　　2005　　2006　　2007　　2008　　2009　　2010　　2011　　2012　　2013　　2014　　2015

リラックスした雰囲気で行われたディスカッション

・国家レベルでの観光政策立案
・観光政策と開発における政治
・持続的な観光を指向したネットワークのガバナンス
・観光政策の進化

■フィリピンを訪れる外国人観光客数の推移

出所：Dela Santa准教授講演資料より筆者作成

■フィリピンにおける観光政策と計画に関係する研究テーマの例

・観光政策と計画における公式・非公式システム
・島

とうしょ

嶼ツーリズムの計画と気候変動への対応における方法論
・観光の災害復興における地域のガバナンスシステム
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恒
常
化
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
個
人
的
な
「
支
援
す
る
│
さ

れ
る
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
パ
ト
ロ
ン
関
係

が
、
時
と
し
て
行
政
的
な
枠
組
み
よ
り
も

重
要
視
さ
れ
、
政
府
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か

が
鍵
に
な
る
と
い
っ
た
側
面
も
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の

観
光
政
策
の
変
遷

　

講
演
で
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
現
在
に

至
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
観
光
政
策
の
変
遷
に

つ
い
て
も
紹
介
が
あ
っ
た
。
主
な
ト
ピ
ッ

ク
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

＜

１
９
５
０
～
60
年
代＞

　

民
間
に
よ
る
観
光
開
発
が
主
で
あ
り
、

政
府
に
と
っ
て
観
光
政
策
に
取
り
組
む
目

的
は
外
貨
獲
得
と
雇
用
創
出
で
あ
っ
た
。

＜

１
９
７
０
～
80
年
代＞

　

観
光
政
策
が
国
策
と
し
て
強
化
さ
れ
、

国
家
レ
ベ
ル
で
経
済
成
長
の
目
標
を
掲
げ

る
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
計
画
」
に
初
め
て

観
光
に
関
す
る
記
述
が
登
場
し
た
。

　

観
光
開
発
に
優
先
的
に
取
り
組
む
国

内
の
８
つ
の
地
域
が
指
定
さ
れ
、
か
つ
て

な
い
規
模
で
資
源
が
投
入
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
観
光
は
輸
出
産
業
と

し
て
捉
え
ら
れ
、
観
光
に
関
連
す
る
開

発
・
建
設
事
業
に
は
輸
出
促
進
の
た
め

の
法
律
に
よ
っ
て
資
金
面
で
の
優
遇
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
中
央
集

権
型
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
観

光
政
策
や
計
画
に
は
多
く
の
裁
量
の
余

地
が
生
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
観
光
が
社
会
や
環
境
に
も
た
ら

す
負
の
影
響
も
生
じ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
に
関
連
す
る
知
見
も
蓄
積
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

＜

１
９
８
０
～
90
年
代＞

　

１
９
８
６
年
に
始
ま
っ
た
ア
キ
ノ
政
権

■フィリピンにおける観光政策に対する研究者の関与例

出所：Dela Santa准教授講演資料より筆者作成

分野 事例

政策プロセスに関する
研究

2009 年観光法（Tourism Act of 2009）策定と実施プ
ロセスに関する事後評価

政策立案に対する情報
提供

キャリングキャパシティに関する研究

開発計画の影響評価

スマートシティにおける観光雇用

政策のアウトプット 国や地方自治体に対する観光開発計画（政策や規則
を伴う）の策定支援

政策評価、事業評価
財政上のインセンティブを得ることを目的として観
光投資促進庁に提出された投資プロジェクトのプロ
ポーザル評価

プロセス提案 観光による経済効果を評価するための TSA（Tourism 
Satellite Account）の開発

政策提案

観光商業地区の開発

エコツーリズムやアグリツーリズム、自然をベース
とした観光など、地域開発のための観光の手法につ
いてのガイドライン

観光地の事例研究

る
の
も
10
人
以
下
で
は
な
い
か
、
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
観
光
以
外
の
分
野
に
お
け

る
論
文
は
観
光
研
究
と
し
て
把
握
さ
れ
な

い
こ
と
、
請
わ
れ
て
研
究
機
関
や
大
学
か

ら
政
府
に
入
る
研
究
者
が
い
る
こ
と
、
自

治
体
の
観
光
計
画
の
策
定
な
ど
を
担
当

す
る
実
務
者
は
民
間
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
、
と
い
っ

た
事
情
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

観
光
研
究
者
の

政
策
と
の
関
わ
り

　

研
究
者
が
政
策
に
影
響
を
与
え
得
る

ル
ー
ト
は
国
家
レ
ベ
ル
か
ら
地
方
レ
ベ
ル

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
は
観
光
に
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
関
与
す
る
こ
と
か
ら
、
政
策
研

究
は
多
く
の
場
合
、
政
策
立
案
の
過
程
に

お
い
て
関
係
し
て
く
る
政
治
や
社
会
環
境

を
意
識
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
が
多
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
何
人

か
い
る
有
力
者
と
そ
の
親
族
が
主
要
な
ポ

ス
ト
を
独
占
し
、こ
の
こ
と
で
土
地
や
富
、

政
治
力
が
集
中
す
る
「
寡
頭
政
治
」
が
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下
で
は
、
観
光
が
社
会
的
な
平
等
や
環
境

問
題
を
統
合
的
に
解
決
す
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
目
的
が
再
設
定
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
新
し
い
政
策
や
計
画
、
理
論
に

つ
い
て
の
理
解
と
関
心
が
高
ま
っ
た
。
持

続
的
な
観
光
の
た
め
の
方
法
論
と
し
て
提

唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
観
光
計
画
に
つ
い
て
は
、
土
地

利
用
、環
境
影
響
評
価
、保
護
地
域
制
度
、

先
住
民
の
権
利
保
護
な
ど
、
関
連
す
る
政

策
領
域
と
統
合
さ
れ
た
形
で
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
観
光
政
策
の
実
行
に
あ
た
っ

て
、
住
民
、
環
境
保
護
行
政
、
観
光
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
（
民
間
セ
ク
タ
ー
）、
市
民

社
会
組
織
、
学
術
研
究
機
関
が
参
画
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

観
光
政
策
を
つ
か
さ
ど
る
中
央
省
庁
と

し
て
の
観
光
省
が
再
編
成
さ
れ
、
地
方
政

府
に
一
部
の
権
限
が
委
譲
さ
れ
た
の
も
こ

の
時
期
で
あ
る
。

＜

２
０
０
０
年
代＞

　

観
光
と
環
境
を
つ
か
さ
ど
る
両
省
庁
に

よ
っ
て
策
定
さ
れ
る
国
家
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
戦
略
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
観
光
計

画
に
お
い
て
異
な
る
部
門
間
で
の
協
働
的

ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、２
０
０
９
年
観
光
法（T

ourism
 

A
ct of 2009

）
で
は
民
間
企
業
に
よ
る
協

議
体
で
あ
る
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
観
光
会
議
」

や
、政
府
機
関
に
よ
る
協
議
体
で
あ
る「
観

光
調
整
協
議
会
」
と
い
っ
た
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
取
り
入
れ
ら

れ
、
よ
り
開
か
れ
た
制
度
が
構
築
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

最
後
に

　

観
光
研
究
の
現
状
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
は
観
光
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

る
大
学
や
機
関
、
研
究
者
は
現
状
で
は
少

な
い
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
が
、
研
究
者
の

政
策
に
関
与
す
る
方
法
や
内
容
と
し
て

は
、政
策
評
価
や
観
光
計
画
の
策
定
支
援
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
な
ど
、
我
が
国
と
共

通
す
る
部
分
が
多
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。

　

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
は
と
も
に

島
国
で
あ
り
、
多
様
な
自
然
や
文
化
を

有
し
て
い
る
。
ま
た
近
年
の
外
国
人
観
光

客
数
の
増
加
が
著
し
く
、
国
を
挙
げ
て
そ

の
増
加
に
向
け
た
政
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
中
で
、
数
年
以
内
に
現
状
の
約
２
倍
の

外
国
人
観
光
客
数
を
達
成
す
る
こ
と
が

政
府
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
な

ど
、共
通
点
が
あ
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。

　

当
財
団
で
は
「
実
践
的
な
学
術
研
究

機
関
」
を
組
織
目
標
と
し
て
掲
げ
て
各

種
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
け

る
観
光
政
策
の
重
要
性
が
増
す
中
で
、
そ

の
立
案
や
実
行
の
過
程
に
ど
の
よ
う
に
研

究
者
や
研
究
機
関
が
貢
献
し
得
る
か
と
い

う
点
を
、
両
国
の
現
状
を
比
較
し
な
が
ら

議
論
す
る
機
会
と
し
て
、
今
回
の
勉
強
会

は
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。

　

今
後
も
国
内
外
の
研
究
者
と
の
意
見

交
換
や
交
流
の
機
会
を
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
求
め
て
い
く
こ
と
で
、
当
財
団
が
目

指
す
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て

の
あ
り
よ
う
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。（

か
ん
の　

ま
さ
ひ
ろ
）

※
本
稿
は
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中
の
研
究
員

コ
ラ
ム
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
観
光
政
策
と
観
光
研
究　

コ
ラ
ム
Ｖ
ｏ
ｌ
．
３
３
６
」
の
内
容
を
加
筆
・
再
構

成
し
た
も
の
で
あ
る
。

Edieser Dela Santa, PhD
Associate Professor and Dean
University of the Philippines, Asian 
Institute of Tourism

専門分野は観光政策と観光開発計画。埼玉
大学で修士号、ニュージーランド・オタゴ大
学で博士号を取得。Philippine Convention 
and Visitors Corporation やフィリピン政府
観光省のマーケティング部門での職務経験
を持つ。2015年には東日本大震災後の観光
復興に関する研究プロジェクトのため来日。
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１
．
竹
富
島
で
の
三
村
研
究
室
と
の
出
会
い

私
は
、「
人
を
楽
し
ま
せ
る
建
築
を
つ
く
り
た
い
」
と

建
築
学
を
志
し
、
学
部
３
年
生
の
夏
ま
で
は
ひ
た
す
ら

製
図
板
に
向
か
っ
て
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
励
ん
で
い
た
。
し

か
し
冷
夏
で
あ
っ
た
そ
の
８
月
、
夏
を
求
め
て
沖
縄
に

出
か
け
、
流
れ
着
い
た
竹
富
島
で
偶
然
、
母
校
の
京
都

大
学
建
築
学
科
三
村
浩
史
研
究
室
の
集
落
景
観
・
観
光

調
査
に
遭
遇
す
る
。
南
国
の
陽
射
し
の
中
で
咲
き
乱
れ

る
花
々
と
赤
瓦
屋
根
の
木
造
建
築
群
が
織
り
な
す
美
し

い
景
観
を
調
査
し
、
そ
の
持
続
性
に
つ
い
て
研
究
す
る

と
い
う
よ
う
な
分
野
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知

っ
た
。
50
年
も
経
て
ば
お
払
い
箱
に
な
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
築
の
設
計
に
、
折
し
も
行
き
詰
ま
り
感
を
抱
い
て

い
た
私
に
、
そ
の
旅
が
、
進
む
べ
き
研
究
の
道
を
教
え

て
く
れ
た
。

竹
富
島
で
の
最
初
の
現
地
調
査
は
、
１
９
８
５
年
１

月
、
学
部
生
と
し
て
単
独
乗
り
込
ん
だ
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
対
策
調
査
で
あ
っ
た
。
が
、
現
実
は
甘
く
な
か

っ
た
。
３
週
間
の
踏
査
で
改
め
て
集
落
景
観
の
魅
力
を

知
り
、
そ
の
保
存
の
重
要
性
を
島
の
人
々
に
問
い
か
け

て
み
る
が
、
皆
、
翌
日
来
る
観
光
客
か
ら
ど
う
お
金
を

稼
ぐ
か
に
躍
起
で
、
若
い
学
生
の
声
な
ど
に
は
耳
を
貸

響
を
受
け
、
さ
ら
に
観
光
研
究
へ
の
思
い
を
強
く
し
て

い
っ
た
。

２
．
観
光
研
究
の
入
口
に
あ
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
法

そ
ん
な
中
、
１
９
８
７
年
初
春
に
総
合
保
養
地
域
整

備
法
（
い
わ
ゆ
る
リ
ゾ
ー
ト
法
）
が
世
に
出
た
。
あ
ま

り
に
奇
抜
な
法
律
で
あ
っ
た
た
め
、
研
究
室
の
先
生
、

先
輩
方
も
そ
の
何
た
る
か
を
掴
み
あ
ぐ
ね
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
、
三
村
先
生
よ
り
条
件
提
示
が
あ
っ
た
。「
西
山

君
、
旅
費
を
出
し
て
あ
げ
る
か
ら
一
週
間
ほ
ど
霞
ヶ
関

に
行
っ
て
き
な
さ
い
。
そ
こ
で
リ
ゾ
ー
ト
法
と
は
何
か

を
見
極
め
、
関
連
資
料
を
段
ボ
ー
ル
２
箱
分
手
に
帰
参

で
き
れ
ば
、観
光
研
究
を
許
す
」
と
仰
る
の
で
あ
る
（
こ

れ
は
「
観
光
地
づ
く
り
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
第
８
回 

三
村
浩
史
氏
」
を
読
み
、
先
生
の
得
意
手
法
で
あ
る
こ

と
が
最
近
分
か
っ
た
）。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
上

京
し
、
関
係
が
あ
り
そ
う
な
当
時
の
国
土
庁
、
建
設
省
、

労
働
省
、
総
理
府
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
、
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
手
当
た
り
次
第
に
訪
ね
歩
き
、
猛
烈
に
、
し
か

し
付
け
焼
き
刃
の
謗
り
を
免
れ
な
い
勉
強
を
し
て
、
最

後
に
所
轄
の
環
境
庁
担
当
課
の
（
お
そ
ら
く
）
係
長
に

飛
び
込
み
で
面
談
を
頼
ん
だ
。
憮
然
と
す
る
相
手
に
20

さ
な
い
。「
観
光
」
を
勉
強
し
て
島
の
将
来
を
語
り
、
彼

ら
を
振
り
向
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
耳
学
問

の
町
並
み
保
存
運
動
な
ど
「
絵
に
描
い
た
餅
」
で
終
わ

る
こ
と
を
実
感
し
た
。
大
学
に
戻
り
、
さ
っ
そ
く
景
観

研
究
だ
け
で
な
く
観
光
研
究
も
し
た
い
と
指
導
の
三
村

先
生
に
申
し
出
た
が
、「
観
光
研
究
者
で
は
飯
は
食
え
な

い
」
と
取
り
付
く
島
も
な
か
っ
た
。

し
か
し
こ
の
時
期
、
三
村
研
究
室
に
は
、
キ
プ
ロ
ス

か
ら
の
博
士
課
程
留
学
生
で
、
地
理
学
の
専
門
か
ら
ツ

ー
リ
ズ
ム
研
究
を
し
て
い
るN

icos J. Rossides

と
い

う
気
鋭
の
研
究
者
が
お
り
、
ハ
ワ
イ
・
沖
縄
・
キ
プ
ロ

ス
を
事
例
に
「
地
域
同
化
容
力 regional assim

ilative 
capacity

」
と
い
う
新
概
念
を
開
発
し
て
観
光
イ
ン
パ 

ク
ト
研
究
を
進
め
て
い
た
（
１
９
８
４
京
都
大
学
博 

士
申
請
論
文 

‘T
he role of tourism

 in regional 
developm

ent and alternative planning strategies 
w

ith special reference to island contexts

’ 
）。

N
icos

氏
は
、
観
光
人
類
学
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
言
え
る

「HO
ST

S A
N

D
 GU

EST
S

」
を
、
お
そ
ら
く
初
め
て

日
本
に
持
ち
込
ん
だ
研
究
者
で
あ
り
、
私
は
、
氏
の
地

理
学
か
ら
す
る
物
理
的
で
緻
密
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
人
類

学
的
な
地
域
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
分
析
手
法
に
大
き
く
影

あ
ら
た
め
て
考
え
る「
観
光
は
人
と
の
出
会
い
」

北
海
道
大
学
　
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授　
　

西
山
　
徳
明

連載Ⅰ
当財団専門委員

私の研究と観光
第8回

60_61_連載1.indd   60 2017/03/31   午後6:28



61 私の研究と観光   第8回　あらためて考える「観光は人との出会い」

分
ほ
ど
、
リ
ゾ
ー
ト
法
と
い
う
の
は
と
ん
で
も
な
い
悪

法
で
は
な
い
の
か
？ 

と
、
で
き
た
て
の
仮
説
を
ま
く
し

立
て
る
私
に
、
そ
の
係
長
は
黙
っ
て
い
た
口
を
開
い
た
。

「
そ
の
通
り
で
す
」
と
言
う
や
否
や
、
そ
の
ま
ま
、
こ
の

法
律
が
国
土
を
滅
ぼ
す
い
か
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
有
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
１
時
間
以
上
を
か
け
、
詳
細
に
必

死
に
教
え
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
段
ボ
ー
ル
２
箱
も

何
と
か
埋
ま
り
、
京
都
に
帰
っ
て
ゼ
ミ
で
報
告
す
る
と
、

無
事
、
観
光
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

３
．
観
光
地
域
計
画
研
究
の
立
ち
上
げ

研
究
室
で
は
、
博
士
課
程
１
年
生
で
あ
っ
た
私
が
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
、
修
士
の
後
輩
３
人
と
と
も
に
「
観
光

地
域
計
画
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
小
ゼ
ミ
を
立
ち
上
げ
、

岐
阜
県
白
川
村
、
妻
籠
宿
・
馬
籠
宿
、
湯
布
院
、
そ
し

て
竹
富
島
な
ど
に
押
し
か
け
調
査
に
出
か
け
、
ア
ン
ケ

ー
ト
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
、
地
域
主
体
の
観
光
開
発

（
今
で
言
う
自
律
的
観
光
）
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
が

む
し
ゃ
ら
に
探
求
し
た
。
竹
富
島
が
リ
ゾ
ー
ト
・
ブ
ー

ム
の
中
で
食
い
物
に
さ
れ
な
い
た
め
に
、
ま
ず
は
敵
を

知
る
べ
き
と
、
沖
縄
じ
ゅ
う
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
・
ホ
テ

ル
を
（
民
宿
に
泊
ま
り
な
が
ら
）
片
っ
端
か
ら
訪
ね
、

ホ
テ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
関
係
す
る
地
元
事
業
者
等

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
数
多
く

の
失
敗
・
成
功
例
か
ら
、
地
域
が
リ
ゾ
ー
ト
・
ホ
テ
ル

開
発
と
渡
り
合
う
方
法
、
可
能
性
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

や
が
て
信
頼
を
得
始
め
た
私
た
ち
の
研
究
チ
ー
ム
に
、

三
村
先
生
が
依
頼
を
受
け
た
先
端
課
題
を
も
つ
受
託
事

業
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
伊
勢
松
阪

（
１
９
８
８
）、
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
ベ
ル
ト
地
域
の
リ
ゾ
ー

ト
調
査
（
１
９
８
９
）、
与
那
国
島
観
光
振
興
基
本
計
画

（
未
刊
行
１
９
９
０
）、
岩
村
ま
ち
づ
く
り
調
査

（
１
９
９
０
）、
堺
市
観
光
振
興
基
本
計
画
（
１
９
９
１
）

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
か
ら
、
成
長
管
理
政
策
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
＝
官
民
協
働
、
モ
デ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
、
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
い
っ
た
今
日
の
観
光
研
究
に
も
つ
な
が
る

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
学

生
な
が
ら
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
回
す
術
を
覚
え
た
こ
と

は
貴
重
で
あ
っ
た
。

１
９
９
２
年
に
教
員
と
し
て
最
初
に
九
州
芸
術
工
科

大
学
（
現
在
の
九
州
大
学
芸
術
工
学
部
）
に
着
任
し
て

か
ら
は
、
し
ば
し
観
光
研
究
か
ら
遠
の
き
、
故
宮
本
雅

明
先
生
（
日
本
建
築
史
／
都
市
史
）
と
共
に
、
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
関
す
る
研
究
と
社
会
実
践
に
没

頭
し
た
。

４
．
国
立
民
族
学
博
物
館
で
学
び
北
海
道
大
学
へ

私
の
観
光
研
究
に
関
す
る
次
の
大
き
な
転
機
は
、

１
９
９
７
年
に
、（
ま
た
も
竹
富
島
で
）
石
森
秀
三
先
生

（
当
時
は
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
）
と
出
会
っ
た
こ
と

で
あ
り
、
１
９
９
８
年
か
ら
約
10
年
間
、
客
員
教
員
と

し
て
国
立
民
族
学
博
物
館
で
観
光
に
関
す
る
共
同
研
究

会
に
参
加
（
後
に
主
催
）
し
た
。
30
回
以
上
開
催
さ
れ

た
こ
の
共
同
研
究
会
に
お
い
て
、
観
光
に
関
わ
る
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
研
究
者
、
実
践
家
の
方
々
と
出
会
い
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
自
律
的
観
光
、

資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
な
ど
の
重

要
概
念
の
意
味
を
深
く
勉
強
で
き
た
。

２
０
１
０
年
よ
り
研
究
活
動
の
場
を
北
海
道
大
学
観

光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
今
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ 

西
山 

徳
明
（
に
し
や
ま　

の
り
あ
き
）

　

１
９
６
１
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
工
学
部
建
築
系
学
科
卒
業
、

同
大
学
院
修
了
。
博
士
（
工
学
）
。
九
州
芸
術
工
科
大
学
助
手
・
助
教
授
・

教
授
、
九
州
大
学
教
授
を
経
て
、
２
０
１
０
年
よ
り
北
海
道
大
学
教
授
。

公
職
と
し
て
、
文
化
庁
文
化
審
議
会
第
三
専
門
委
員
会
（
文
化
的
景
観
）／

歴
史
文
化
基
本
構
想
検
討
会
、
国
交
省
国
土
審
議
会
北
海
道
開
発
分
科
会

計
画
推
進
部
会
委
員
、
札
幌
市
／
白
川
村
景
観
審
議
会
会
長
、
北
海
道
景

観
審
議
会
委
員
、
萩
市
／
竹
富
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
審
議
会
等
委

員
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
課
題
別
支
援

委
員
会
（
観
光
セ
ク
タ
ー
開
発
分
野
）
委
員
。
フ
ィ
ジ
ー
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ジ

ン
バ
ブ
エ
、
ペ
ル
ー
な
ど
で
観
光
開
発
国
際
協
力
事
業
を
展
開
中
。

（com
m

unity based 
tourism

）
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ

研
究
の
世
界
的
な
潮

流
を
読
み
つ
つ
、
国

内
の
様
々
な
自
治
体

と
の
包
括
連
携
に
基

づ
く
観
光
地
域
計
画

に
関
す
る
研
究
と
実

践
、
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
と
の
共
同
に
よ
る

途
上
国
で
の
観
光
開

発
国
際
協
力
を
柱
と

し
て
観
光
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
Ｃ
Ｂ

Ｔ
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
っ
た
現
代
の
観
光
研
究
を
主
導
す
る

概
念
も
、
新
た
に
生
ま
れ
出
て
き
た
も
の
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
町
並
み
保
存
運
動
や
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
成
長
管
理
、
Ｐ
Ｐ

Ｐ
と
い
っ
た
研
究
蓄
積
が
総
合
化
さ
れ
た
現
時
点
で
の

到
達
点
と
捉
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

ま
だ
ま
だ
観
光
研
究
の
道
は
展
開
し
そ
う
で
あ
る
！

（
に
し
や
ま　

の
り
あ
き
） レブカ／フィジーの世界遺産管理プロジェクトのメンバーと

白川郷で（後列右から2番目が筆者）
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宿
泊
の
お
客
様
を
尋
ね
て
き
た
ア
メ
リ
カ
に
住
む

と
い
う
若
い
女
性
に
「
澤
の
屋
に
欧
米
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個

人
旅
行
）が
こ
ん
な
に
多
い
の
は
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ

ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
て

初
め
て
そ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
名
前
を
知
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
お
客
様
の
中
で

次
の
人
が
使
え
る
よ
う
に
と
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
本
棚

に
置
い
て
ゆ
く
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
を
集
め
て
い
ま

し
た
ら
、一
五
〇
冊
ほ
ど
に
な
り
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」「
フ
ロ
マ
ー
ズ
」

「
フ
ォ
ー
ダ
ー
ズ
」「
ラ
フ
ガ
イ
ド
」「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
」

な
ど
九
五
種
類
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
が
一
番
多
く
、

初
版
か
ら
最
新
版
ま
で
揃
い
ま
し
た
。
ロ
ン
リ
ー
プ

ラ
ネ
ッ
ト
は
一
一
八
の
国
と
地
域
で
六
五
〇
の
タ
イ
ト

ル
で
発
行
さ
れ
、
英
語
に
よ
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
シ
ェ
ア
は
二
五
％
で
世
界
一
だ
そ
う
で
す
。

「
日
本
」
の
初
版
は
一
九
八
一
年
で
、
こ
れ
ま
で

十
四
版
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
版
か
ら
三
版
ま
で
の
著
者
は
イ
ア
ン
・
Ｌ
・ 

マ
ッ
ク
イ
ー
ン
で
、
書
籍
名
は
「
ジ
ャ
パ
ン
：
ア
・
ト

ラ
ベ
ル
・
サ
バ
イ
バ
ル
・
キ
ッ
ト
」
で
、
冒
険
旅
行

的
な
書
き
方
で
す
。
例
え
ば
「
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
」
で
は
、

女
性
で
も
で
き
る
が
、
若
し
誘
わ
れ
た
ら
英
語
が
読

め
な
い
相
手
に
断
る
た
め
の
日
本
文
が
書
か
れ
て
い

て
、
そ
の
中
に
「
西
洋
の
女
性
も
日
本
の
女
性
と
ま

っ
た
く
同
じ
で
、
愛
し
て
い
な
い
男
性
と
は
セ
ッ
ク
ス

し
ま
せ
ん
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
文
は
、
さ
す
が
に
物
議
を
か
も
し
た
よ
う
で
、

二
版
で
は
抹
消
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
四
版
目
か

ら
は
複
数
の
執
筆
者
に
交
代
し
ま
し
た
。

六
版
の
裏
表
紙
に
、
日
本
語
で
「
特
定
の
団
体
、

企
業
、
機
関
な
ど
に
つ
い
て
有
利
な
情
報
を
提
示
す

る
こ
と
の
見
返
り
と
し
て
宿
泊
料
や
入
場
料
な
ど
の

割
引
ま
た
は
金
銭
の
報
酬
を
受
け
取
る
よ
う
な
こ
と

は
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ユ
ー
ザ
ー
に
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
ロ
ン

リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
の
ポ
リ
シ
ー
だ
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
澤
の
屋
の
掲
載
内
容
を
見
て
み
る
と
、

二
版
か
ら
掲
載
さ
れ
、
二
、三
版
で
は
旅
館
名
、
電
話
、

宿
泊
料
、
最
寄
り
駅
だ
け
で
す
。
四
版
か
ら
八
版
ま

で
は
、
こ
れ
に
根
津
駅
と
空
港
か
ら
の
道
順
が
加
わ

り
ま
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
改
訂
版
の
た
め
に
ラ
イ
タ
ー
の
方
が

調
査
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

九
版
で
は
、
家
族
経
営
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た

旅
館
。
十
版
で
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
家
族

的
雰
囲
気
の
旅
館
。
十
一
版
で
は
禁
煙
、
下
町
の
家

族
旅
館
、
小
さ
な
庭
を
見
渡
せ
る
お
風
呂
場
新
設
。

十
二
版
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
谷
中
に
あ
る
経
済
的

な
旅
館
。
十
三
版
、
Wi-

Fi
、
谷
中
の
貴
重
な
旅
館
、

ロ
ビ
ー
に
全
国
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
棚
新
設
、
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
。
十
四
版
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
ス
タ
ッ
フ
、
伝

統
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
、
常
に
新
し
い
そ
し
て

正
確
な
情
報
を
書
い
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
が
澤
の
屋
の
情
報
と
し
て
ロ
ン
リ
ー

プ
ラ
ネ
ッ
ト
の
書
籍
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
世
界
に

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

澤
の
屋
が
外
国
人
宿
と
し
て
経
営
し
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
」
の
発
刊

と
受
け
入
れ
の
頃
が
重
な
っ
て
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ

続
け
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
経
営
を
続
け
て
ゆ
く
の
に
大
切
な
一
冊
で
す
。

（
さ
わ　

い
さ
お
）

連載Ⅱ
当財団専門委員

わたしの1冊
第8回

旅館澤の屋　館主　　　澤　功

『Lonely Planet Japan』
Lonely Planet社

澤功（さわ いさお）
　新潟県生まれ。東京相互銀行入行後、結婚に伴い澤の屋の経営者となる。
1982年に外国人宿泊客の受け入れを開始。1993年「ジャパニーズ・イン・グルー
プ」会長、1997年（社）日本観光旅館連盟常務理事などを歴任。2003年に観光
カリスマに認定され、その後も2007年地域活性化伝道師、2009年YOKOSO！
JAPAN大使（現VISIT JAPAN大使）などに任命され、現在も全国で講演を
行っている。『澤の屋は外国人宿』（TOTO出版、1992年）、『ようこそ旅館奮闘
記』（日本観光旅館連盟、2006年）など著書多数。
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蔵書図書紹介

『「旅」の意味と可能性を探る』 （CD書籍）
廻　洋子（淑徳大学教授〔当時〕）・家田　仁（政策研究大学院大学教授）編著

「旅の意味と可能性を探る研究会」著
2017年1月　東京大学　交通・都市・国土学研究室　刊
ISBN 978-4-9908895-2-4

岡
本
太
郎
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
ル
ア
ッ
ク
、
そ
し
て

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
ま
で
、
挑
戦
型
、
放
浪
と
模
索
型
、

未
知
探
求
型
、
の
ん
び
り
型
、
創
造
型
等
様
々

な
タ
イ
プ
の
「
旅
人
」
に
よ
る
古
今
の
名
著
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
読
者
は
時
空
を
超
え
て
旅

を
し
た
気
分
が
味
わ
え
る
だ
ろ
う
。

旅
の
本
質
・
原
点
に
迫
り
、
前
述
の
問
い
に

完
全
に
答
え
る
に
は
継
続
し
た
追
求
が
必
要
で

あ
る
が
、
旅
の
あ
り
方
・
旅
の
本
質
を
考
え
る

ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
書
籍
と
い
え
る
だ�

ろ
う
。�

（
あ
）

お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
研
究
大
学
院
大
学
　
家
田
仁
教
授
室

メ
ー
ル
：m

-kukita@
grips.ac.jp

電
話
　
：
0
3-

6
4
3
9-

6
2
1
3

近
年
訪
日
観
光
の
急
発
展
に
伴
い
観
光
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
っ
て
い
る
。
政
府
は
国
を

挙
げ
て
観
光
を
わ
が
国
の
基
幹
産
業
へ
成
長
さ

せ
る
と
意
気
込
み
、
多
く
の
地
域
も
観
光
を
目

玉
と
し
た
地
方
創
生
政
策
を
推
進
し
、
経
済
効

果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
。

一
方
最
近
の
若
者
は
旅
を
し
な
く
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
1
9
7
0
年
代
か

ら
80
年
代
に
か
け
て
は
、
未
来
を
探
し
に
ひ
と

り
旅
立
ち
、
世
界
を
放
浪
す
る
若
者
も
少
な
く

な
か
っ
た
。
旅
の
も
た
ら
す
未
知
の
世
界
、
発
見
、

労
苦
や
失
敗
の
後
に
訪
れ
る
感
動
は
若
者
の
視

野
を
広
げ
、
タ
フ
な
人
間
に
成
長
さ
せ
て
い
っ

た
。
当
時
、
旅
は
若
者
の
心
を
つ
か
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。
西
行
や
芭
蕉
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
や
ゲ

ー
テ
と
い
っ
た
巨
人
た
ち
も
多
く
の
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
旅
か
ら
得
て
い
る
。

ひ
と
は
な
ぜ
旅
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
旅
は

ひ
と
に
何
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
古

く
て
新
し
い
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
旅
の
本
質
・

原
点
に
迫
る
試
み
を
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

今
日
、
観
光
研
究
に
は
多
く
の
研
究
者
が
携

わ
っ
て
お
り
、
観
光
統
計
や
経
済
分
析
、
需
要

動
向
、
観
光
関
連
産
業
研
究
、
観
光
地
や
観
光

資
源
等
観
光
対
象
の
調
査
、景
観
設
計
な
ど
様
々

な
研
究
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
本
来
、
旅
は
人
間
な
ら
で
は
の
本
源
的
欲
求

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
欲
求
は
個
人
的

で
あ
り
、
本
人
の
お
か
れ
た
状
況
や
世
の
中
の

移
り
変
わ
り
に
よ
っ
て
変
容
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
観
光
対
象
も
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
は
、
個

性
的
で
あ
る
こ
と
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。
従
っ
て

観
光
の
研
究
に
一
定
の
貢
献
は
す
る
も
の
の
、
旅

や
観
光
の
普
遍
性
を
追
求
す
る
こ
と
に
は
限
界

が
あ
る
。「
ひ
と
は
な
ぜ
旅
を
す
る
の
か
、
旅
は

ひ
と
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
」
と
い
っ
た
旅
の
本

質
・
原
点
に
迫
る
研
究
に
こ
そ
普
遍
性
を
見
出

せ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
書
は
4
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
先
述
の
問
題

意
識
か
ら
20
人
の
識
者
が
様
々
な
テ
ー
マ
を
通

し
て
「
旅
の
本
質
・
原
点
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を

試
み
た
も
の
で
あ
る
。
第
1
章
は
旅
の
人
づ
く

り
効
果
や
日
本
人
の
旅
と
参
詣
等
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
旅
の
本
質
を
探
る
」、
第
2
章
は
休
暇
、

宿
泊
、
移
動
等
を
通
し
「
旅
を
読
み
解
く
」、
第

3
章
は
旅
を
す
る
人
々
に
焦
点
を
あ
て
た
「
旅

す
る
人
た
ち
」、
第
4
章
は
「
旅
の
コ
ン
テ
ン
ツ

と
イ
ン
フ
ラ
を
作
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
第
3
章

に
は
「
39
人
の
旅
人
た
ち
」
と
題
す
る
コ
ラ
ム

が
加
え
ら
れ
て
あ
り
、
植
村
直
己
、
宮
本
常
一
、

目次
第1章　旅の本質を探る
1.1　旅の本質を探る

～人づくり効果・幻影化・そして再発見～������� 家田 仁
1.2　お伊勢参りと式年遷宮から日本人の旅を考える������梅川智也
1.3　ディスカバー・ジャパン・キャンペーンの対象と視点� ��十代田朗
1.4　バカンスの本質を考える� ��������������� 廻 洋子
1.5　観光的価値の増減と観光地の盛衰������������安島博幸
第2章　旅を読み解く
2.1　日本人と休暇���������������������矢ケ崎紀子
2.2　旅館の「本質」を探る

～日本ならではの宿泊文化の魅力～������� 大久保あかね
2.3　移動から旅を読み解く～欧米と日本の近代まで～�����清水哲夫
2.4　商人の旅と信仰の旅～山形を例に～�����������後藤靖子
2.5　案内記から読み解く日本の旅� ������������� 楓 千里
2.6　旅と詩～東西の詩人による響き合う旅情（ポエム）～�� 上村多恵子
第3章　旅する人たち
3.1　グランドツアー～21世紀の日本人はどこに学ぶか～���朝倉はるみ
3.2　旅の視点から比較するロシア人と日本人��������鳩山紀一郎
3.3　旅へといざなう人々～まち歩きの達人～� ��������青木真美
特別コラム『39人の旅人たち』� ���������� 大串葉子（編集）
第4章　旅のコンテンツとインフラを作る
4.1　景観と歴史まちづくり～個別計画から地域計画へ～���池邊このみ
4.2　国立公園～自然風景への旅� ��������������下村彰男
4.3　新リゾートの潮流��������������������小松稔男
4.4　クルーズの旅���������������������関川由津子
4.5　ワインを学ぶ旅・味わう旅��������������名須川ミサコ
4.6　旅と宿　日本の宿泊施設のあり方������������ 奥 直子

おわりに� ��������������������������梅川智也
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●「旅の図書館」が国連世界観光機関（UNWTO）の寄託図書館になりました
　旅の図書館では、以前より国際観光の動向を把握する文献として、国連世界観光機関（UNWTO）の刊行物を収集してま
いりましたが、よりそれらの資料の充実を図ることを目的として「寄託図書館」に申請し、認定されました。
　「寄託図書館」とは、高度な教育機関または科学の分野で認知された機関に属していること、UNWTOの刊行物を収集し、
広く公開する図書館であることといった、一定の基準のもとに認定されるものです。
　これにより当館では、「Yearbook of Tourism Statistics」などの主要統計の他、特定テーマに関するレポート類を充実さ
せてまいります。ぜひご活用ください。

平成28年度 観光地経営講座 講義録（発行：2017年3月）
　講義録としては3冊目となる本書では、我が国の観光地の基本的かつ長年の課題である「滞在化」に焦
点を当てています。「滞在化」は地域特性によって多様な形態があり、地域側に求められる対応策もさまざ
ま。本書では、全国各地の多様な課題認識に応えられるよう、スキーリゾート（倶知安町）、高原リゾート（軽
井沢町）、温泉地（別府市）、まちなかの空き家の活用（尾道市）という４つの事例を取り上げ、現場での実践
者と学識研究者の双方を講師にお招きし、解説していただいています。A4判74ページ/本体価格1,000円。

当財団からのおしらせ

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

　ホームページ（https://www.jtb.or.jp/）で、よく読まれているページのひとつが「研究員コラム」です。当財団の研究員
ならではの ‘視点’をご一読ください。毎週月曜日に更新しています。

理想の専門図書館像を追い求めて [vol.331]	 大隅一志
「旅の図書館」は昨年10月3日にリニューアル開館し、約3ヶ月が経過しました。この機会に、
約3年にわたる図書館リニューアルの背景とその取り組みの歩みを簡単に振り返ってみたい
と思います。

訪日団体旅行客は日本のどこで何をしているのか？[vol.332]	 柿島あかね
訪日外国人旅行者数は2016年には過去最高の2,404万人に。そこで疑問に思うのは、彼らが日
本のどこで何をしているかです。本コラムでは、団体ツアー利用比率が高い台湾、香港、中国の団
体旅行商品を対象とした「JTBF訪日旅行商品調査」の分析結果の一部を、雑感とともにお伝えし
たいと思います。

“不便な”旅のおもしろさ [vol.333]	 門脇茉海
運転免許証を持っていない私は、まちなかの移動となると路線バス。バスは様々な出会いの
きっかけでもあります。バスを待ちながら地元のおじいちゃんとおしゃべりしたり、同じ運転手さ
んのバスに偶然3回も乗ってすっかり顔なじみになったり。そんなバスにまつわる思い出のなか
でも、特に印象的だったのが長崎県島原での出会いです。

外国人の訪日旅行頻度はどのくらい？[vol.334]	 川口明子
2014年以降の訪日外客数の伸びは目を見張るものがあります。しかし、韓国や台湾、香港といっ
た、訪日リピーター比率が高い、既に成熟期を迎えていた国・地域からの訪日外客数がさらにこれ
ほど伸びるとは、10年前には思いもよりませんでした。こうした動きを目の当たりにして、一つ知りた
いことが出てきました。それは「訪日旅行頻度」です。

「研究員コラム」の紹介
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訪
日
外
国
人
市
場
の
成
熟
化
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
登
場
で
今
後
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
進
展
し
、
地
方
へ
の
訪

問
頻
度
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
外
国
人
観
光
客
の
消
費
を
地
域
経
済
活
性
化
に
結
び

つ
け
る
と
い
う
視
点
が
重
要
と
な
る
。

　
本
特
集
で
は
こ
う
し
た
視
点
に
立
ち
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
先
進
観
光
地
の
中
長
期
的
な
動
向
と
施

策
の
変
遷（
特
集
２
）や
、観
光
地
で
の
消
費
活
動
別
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
先
進
的
な
事
例（
特
集
３
）

を
整
理
し
た
。
ま
た
、「
ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」
の
編
集
長
で
あ
る
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
、「
着
地
」
と
「
発
地
」
の
両
面
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
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民泊の実態を把握する [vol.335]	 川村竜之介
昨年11月、ベネチアで開催されたOECD主催のグローバル観光統計フォーラムで、特に関心
が高かったのが「MEASURING THE SHARING ECONOMY」と題されたセッションでし
た。民泊やシェアライドなどのシェアリングエコノミーの実態や影響を、いかに把握するかが
テーマです。特に民泊については、法令上の問題や、既存の宿泊施設との不公平性、家賃の
上昇など負の影響が指摘されており、その実態を明らかにすることは喫緊の課題です。

フィリピンの観光政策と観光研究 [vol.336]	 菅野正洋
アジアの観光研究に関する自主事業の一環として、1月27日（金）に「フィリピンの観光政策
と観光研究に関する勉強会」を開催しました。当日はフィリピン大学のDr. Edieser De La 
Santaをお招きし、講演と活発なディスカッションが行われました。今回は講演やディスカッ
ションの内容の一部について、要約してご紹介したいと思います。

増える一人旅の背景とこれから [vol.337]	 久保田美穂子
一人旅に関する研究論文やコラムを執筆してきた縁で、これまでも新聞社等から取材を受ける機会
があったが、ここへきて再び問い合わせが増えている。一人参加を積極的に歓迎するパッケージ商
品が目立つようになってきたからだろう。一人で参加するなら追加料金、が常識だった海外パッケー
ジツアーの世界も変化してきた。

自国の観光資源への評価は甘い？厳しい？[vol.338]	 五木田玲子
日本、中国、フランスの3カ国について、TripAdvisor上で各国の観光資源の上位に表示される
2つ、計6つの観光資源を抽出し、3カ国の公用語となっている3言語（日本語、中国語（簡体
字）、フランス語）による評価を見てみることにしました。いずれの観光資源も、自国の人から
の評価が最も厳しい、という結果となったのです。

まちづくりと観光事業の間にある壁⑦ [vol.339]	 後藤健太郎
地域住民が足元にある資源を磨いて観光振興に活かしていく。また、地
域経済の活性化の視点から、外からの観光客の来訪を通じて観光消
費を地域に取り込んでいくなど、地域によってその目的もそしてそれに対
応する戦略も様々です。ただ、“地域”で観光の方向性を議論する時、 
忘れがちなのが「観光は双方向である」ということかなと思っています。

高まる自動運転へのニーズ [vol.340]	 塩谷英生
2月中旬に自主研究の一環として「自動運転へのニーズに関する消費
者調査」を実施することができた（全国20歳以上対象。1次調査約1万
名、2次調査約1,200名）。実はまだデータのクリーニングが済んでいな
い段階であるが、1次調査結果のポイントを少しだけ紹介したい。

旅立ちの日を前に [vol.341]	 清水雄一
「旅の図書館」では、観光文化231号で特集した「旅心を誘う、旅の本
のレジェンド30選」のコーナーを期間限定で設置している。書棚には、
レヴィ=ストロース『悲しき熱帯』、沢木耕太郎『深夜特急』、藤原新也

『印度放浪』、金子光晴『どくろ杯』等々、その背表紙を見るだけで、心
がザワザワと波打つ作品が並んでいる。

「人はなぜ旅に出るのか」。使い古されたこのテーマに関して書いてみる。
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